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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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▽３日目 08:10

▽３日目 13:15

▽４日目 00:18

▼黒金フブキ【10年前】

▽４日目 08:15

▽４日目 08:20

▽５日目 00:07

▼君塚くるみ【ゲーム開始１年前】

▽５日目 00:42

▽５日目 01:12




　あとがき
















「ファッキン魔ま女じよのてめーには教えといてやる。こいつは殺し合いのゲームだ。

　魔ま法ほう少女に必要なものはなんだ？　力を合わせるとか、仲間を信じるとか、そういう正義面づらした奴やつらがいかにも喜びそうな言葉か？　いいや違ちがうね。そんな言葉はクソの役にも立たねえ。ケツの穴に腐くさったミルクをぶちかましてるカマ野や郎ろうのほうがまだマシな言葉を吐はくってもんだ。必要なのはただひとつ。たったひとつの真実だけ。てめーが正しよう真しん正しよう銘めいの悪なのか、それともただの役立たずなのか、それだけだ。ぶちまけろよてめーの本ほん性しようを。善人ぶってんじゃねえぞ。一人残らず全員殺すんだ。それ以外はなにもいらねえ。

　てめー唯ただ一人が最後の生存者となった時にこのゲームは終わり、願いが叶かなえられる。あ？　なんで願いを知ってるのかって？　おいおい勘かん弁べんしてくれ。このクソッタレなゲームがもう何回目だと思ってんだ？　いつの時代にも頭にクソを詰つめたクソ野郎は腐るほどいたんだ。それこそ食い散らかしたピザのカスみたいに大量にな。このクソッタレな世界にはうんざりなんだろ？　だから変えようと思ったんだろ？　カカカカカッ！　どうやらそうみてーだな。おっと、そんな面すんな。気にするこたねえ。てめーは間ま違ちがいなくクソッタレだが、世界を変えてきたのはいつだってそんなクソッタレだ。冷えたピザを食うのが我が慢まんならねえから隣りん人じんぶん殴なぐって温かいピザを奪うばうような、そんな下衆野郎マザーフアツカーだけが世界を変えられるんだ。そーいうバカのためにこのゲームはある。存分に楽しんでくれ。ま、てめーみてえなクソ虫どもが飽あきもせずにたかってくるところをみれば、大方の予想はつくってもんだがな。おっと勘かん違ちがいするなよ。これでも期待してるんだ。てめーが最後のクソになることをよ。

　ひとつだけアドバイスをやろう。心の弱い奴にはなにも為なせねえ。魔法の力は心の力。奇き跡せきは人の心が紡つむぐんだ。迷うなよファッキン魔女。遠えん慮りよなんかすんな。存分にやれ。盛せい大だいにやれ。徹てつ底てい的てきにやれ。一いつ切さいの容よう赦しやも呵か責しやくもなく最後の一人に至るまで完全完かん璧ぺきに狩かり尽つくせ。でなきゃ死ぬのは自分だ。てめーが死ぬか、てめー以外が全員死ぬか。こいつはそういう生きるか死ぬかオールオアナツシングのゲームなんだよ。ピザの箱よりも薄うすっぺらいてめーの脳のう味み噌そでも理解したか？　理解したら笑えよ魔法少女アリス。笑え顔がおの絶えない世界を作るのが魔法少女の仕事だろ？」







　▽３日目 08:10【生存者　残り８名】







　朝のラウンジルームは重苦しい沈ちん黙もくに包まれていた。

　愛あい葉ばレナ、黒くろ金がねフブキ、此この花はなサクヤ、槙まき村むらキョーコ、君きみ塚つかくるみ、春はる風かぜいのり、刀とう堂どう茜あかね、星ほしヶが崎さきリリアンヌ。

　八人もの魔法少女が一つの部屋に集まっているのに、会話らしい会話はほとんどない。

　レナとフブキ、それにサクヤとくるみとキョーコがグループになっているだけで、残りの三人はバラバラに座っている。お互たがいに警けい戒かいするような距きよ離りを作っていた。

　それも当然なのだろう。

　レナたちがいるこの建物〈ナイトスフィア〉に出口はなく、どことも知れないこの世界から出る方法はない。

　出るための手段はただひとつ。〝ゲーム〟を終わらせること。

　八人の魔法少女の中に一人だけ「魔女」が隠かくれている。

　その「魔女」を見つけだして〝処しよ刑けい〟するまで、この悪あく魔まのゲームは終わらない。

　そして「魔女」は自らが最後の一人になるまでこのゲームから脱だつ出しゆつできない。

　魔女を殺すか、魔女に殺されるか。

　この二つ以外にゲームを終わらせる方法はないのだ。

　押おし黙だまったまま八人の魔法少女は探さぐり合うように視線を交かわしている。

　誰だれが魔女なのか。誰を殺せばこのデスゲームから脱出できるのか。疑ぎ心しん暗あん鬼きの目で魔女を探している。

　誰もが充じゆう血けつした目をしていた。眠ねむれなかったのだろう。それはレナも同じだった。

　はじめは十三人いた魔法少女が、今では八人にまで減っている。たったの二日で五名もの命が失われた。

　魔女は自分以外の全員を殺すまでこのゲームから脱出できない。無防備に眠ればアイリのように殺されるかもしれないのだ。

　それでなくても目の前で死んだアキラやハナの最後の光景が目に焼き付いている。昨夜ゆうべの惨さん劇げきをレナは一生夢に見続けるだろう。眠れるわけがなかった。

　だが、魔女本人だけは違うのだろう。沈ちん痛つうな表情の裏でほくそ笑みながら、次は誰に魔女の濡ぬれ衣ぎぬを着せようか品定めをしている。弱った獲え物ものを狙ねらうハゲワシのように、次の犠ぎ牲せい者しやを探しているのだ。

　夜のあいだに犠牲者は出なかった。

　さすがに他ほかの魔法少女たちも警戒していたのだろう。それとも〈共有記憶リーデイングメモリー〉の魔法を使うアイリさえいなくなれば残りは警戒する必要もない、ということだろうか。

　魔女は今も正体を隠し、レナたちを全ぜん滅めつさせようと隙すきを窺うかがっているはずだ。いったい誰が魔女なのか……。

　レナは首を振ふった。

　そうじゃない。魔女を探してはいけないのだ。

　魔女を探すということは、魔女を〝処刑〟するということ。殺すということだ。

　生き残るためにはそれも仕方ないかもしれない。しかしだからといって、このゲームを受け入れてしまったら、本当の意味でこのゲームから抜ぬけ出せなくなる。

　こんな理り不ふ尽じんな投票で人が死ぬなんてあってはならない。許されるわけがないのだ。当たり前だなんて思ってしまったら、人として終わりである。

　これ以上誰だれ一人ひとりの犠牲者も出さずにゲームを終わらせる。

　その方法をレナは探し続けている。

「あの……」

　遠慮がちな声に顔を上げる。

　少年のような顔立ちをした魔法少女、君塚くるみが立っていた。

「えっと……朝ご飯、どうしようかなって……」

　くるみの魔法〈簡易調理クツキングエンド〉は、料理を作り直して味を変える魔法だ。

　ナイトスフィアで出される料理はお世辞にも美味おいしいとはいえない。

　今日の朝食は焼き目の付いたトーストとサラダ、それにミルクだった。

　トーストはただ焼いただけであり、サラダにはドレッシングもなにもない。ミルクといえば上品に聞こえるが、要は牛乳だ。味気もなにもない朝食だった。

「トーストを甘くしてフレンチトーストみたいにしたり、サラダにドレッシングの味付けをするくらいならできるけど……」

　くるみがじっとレナの瞳ひとみを見つめてきた。レナと同じように眠れなかったのだろう、赤く充血した目だった。

　レナは少し迷い、小さくうなずく。

「じゃあ、トーストだけお願いしてもいいかな」

　今のままでも問題ないのだが、せっかくの好意を無む駄だにするのもなんだか悪い。

　それでなくてもラウンジルーム内の空気は重く、会話も少なかった。こういう些さ細さいなやりとりを積み重ねていくだけでも、室内の雰ふん囲い気きは良くなっていくはずだ。

「いっぱい甘くしてね」

　わざと軽い調子で頼たのむと、くるみもぎこちなく笑った。

「レナって甘党だよね」

「だって甘いほうが美味しいじゃん」

　明るい声がわざとらしく響ひびく。広い室内には二人分の笑い声しかない。

　くるみがトーストに手をかざすと、集中するように目を閉じた。

　やがて手をどけると、甘い香かおりが立ち上るきつね色のフレンチトーストが姿を現した。

「ありがとうくるみちゃん」

　礼を言うと、くるみはなぜか一いつ瞬しゆん苦しそうな表情になり、すぐに笑顔を取とり繕つくろった。

「どういたしまして。フブキはどうする？」

　すぐさまとなりのフブキに視線を移す。まっすぐに食い入るような視線だった。

　対するフブキも無表情のままくるみを見上げ、無言で首を振る。

「そ、そっか。ボクの魔法が必要になったらいつでも呼んでね。こんなことくらいしか、ボクにはできないから……」

　最後に付け加えられた言葉に、レナは胸が痛んだ。

　なにもできないのはレナだって同じだ。

　レナの魔法〈真実の言葉ベストアンサー〉は、レナが噓うそ偽いつわりのない真実を語ったときに、それが本当であると相手に伝える魔法である。魔女を見つけることもできなければ、なにかを作り出すこともできない、ささやかな魔法だ。

　でもそれでいいとレナは思っていた。どんな人とでも話をすれば必ずわかり合えると信じていたからだ。

　だがゲームは今も続いている。疑心暗鬼になるみんなの心を晴らせず、投票を止められなかった。

　二人も死んだ昨夜の惨劇を思い出して、レナは溢あふれそうになる涙なみだを必死にこらえた。

　アキラは魔女ではなかった。わかっていたのにアキラへの投票を止められず、アキラは殺されてしまった。そしてアキラが投票により処刑されたのを見届けると、ハナもまた拳けん銃じゆうで自分の頭を撃うち抜いて自殺したのだ。

　誰も死なせたくないと言っておきながら、結局は誰も助けられなかった。

　キレイな言葉はただキレイなだけ。

　宝石をどんなに積み上げたって、現実ではなんの力も持たない。

　心に響く魔法なんて、スフィアの中ではなんの役にも立たなかったのだ。

　くるみはサクヤたちのテーブルへと戻もどっていった。

　そこで早さつ速そくなにかを話し始める。

　雑談をはじめた、ようには見えなかった。

　くるみの表情は硬かたいし、サクヤは小さなうなずきを繰くり返かえしている。会話というよりは報告のように見えた。

　レナは、じっと食い入るように見つめてきたくるみの視線を思い出した。

　あれはなにかを探っている目つきだった。

　だけどいったいなにを調べていたのだろうか。

　誰がフレンチトーストを食べて、誰が食べなかったなんて情報にどんな価値があるのか。

　くるみの視線をもう一度思い出そうとして、レナは気がついた。

　くるみの目は赤く充血していた。当然だろう。眠ればアイリのように殺されるかもしれない、という恐きよう怖ふの中で熟じゆく睡すいできるはずがない。

　できるとしたら、それは怯おびえる必要のない魔ま女じよだけだ。死の恐怖に怯えなくてもいい魔女だけがぐっすりと眠れるのだから。

　それを探していたのではないか。

　一人だけ目が充血していない者がいたとしたら、それは魔女である証しよう拠こになる……。

　報告を受けていたサクヤがちらりとレナを見つめ、すぐに視線を逸そらした。

　レナは目が赤かった。だから魔女じゃない。そう言われたのだろうか。

　レナは恐おそる恐るフブキの目を見た。

　いつでも無表情の親友は、こんな時でもいつも通りの顔をしていた。

「どうした」

　視線に気がついて問いかけてくる。

　レナは首を振ってなんでもないと答えた。

　フブキの目はキレイなままだった。眠れない夜を過ごした形けい跡せきは、その瞳からは見受けられない。

　だからなんだというのだろう。

　こんなつまらないことでフブキを疑うなんてバカげている。フブキが魔女でないことはレナが一番よくわかっていた。

　無表情で冷たいように思えるが、感情を表に出すのが苦手なだけである。子供の頃ころの体験が原因でこうなってしまっただけで、本音の部分では優やさしい女の子なのだ。

　理由のない感情論であることはわかっている。

　フブキは魔女なんかではない。そう「信じている」のではなく「信じたいと思っている」だけだ。

　だけど、親友を信じたいと思う心まで失ってしまっては、魔ま法ほう少女失格ではないか。

　人の心というものは、もっと血の通った温かいものであったはずだ。

　レナはフブキの手をぎゅっと握にぎりしめた。

「フブキちゃん、ずっとそばにいてね」

　無感情の瞳が驚おどろいたように丸くなる。

「ず、ずっとって……私たちは学生だし、女の子同士だし、こ、困る……」

　赤い顔でもごもごとうわごとを繰り返す。

　そうだ。フブキはこういう女の子だ。氷で作られた無表情のように感じられるが、中身は照れ屋で恥はずかしがりのかわいい女の子だ。

　ずっと一いつ緒しよにいた。だからわかる。フブキは魔女ではない。ここにいる全員を殺して自分だけが助かろうなんて思うような子ではないのだ。

　そう言い聞かせているのに、心にある一いち抹まつの不安はいつまでもこびりついて離はなれない。

　こんな状じよう況きように置かれながらも、それでもいつも通りでいられるのは普ふ通つうだろうか。少なくともレナは悲しみ、苦しみ、落ち込んでいる。いつものようには笑えない。

　レナの目から見たフブキはいつも通りだった。いや、わずかに緊きん張ちようしている。頰ほおを赤く染めながらも視線は常に周囲へと気を配り、近づく者はいないかと警けい戒かいを怠おこたらない。違ちがいといえばそれくらいだ。フブキはいつも通りとなりにいる。

　やはり、フブキは──

　レナは首を振って暗い思考を振り払はらった。

　親友を疑いたくないと思っていたはずなのに、その親友をもう疑いはじめている。

　自分自身の心の弱さがなによりも悲しかった。







　くるみに作ってもらったフレンチトーストは、結局半分ほどしか食べられなかった。

　昨日からあまり食べていないためお腹なかは空すいているはずなのだが、弱った心は食しよく欲よくさえも奪うばってしまうらしい。

　レナは弱い足取りでプライベートエリアへと向かった。今はとにかく休みたい。

　心配するように後をついてくるフブキの足音を聞きながら廊ろう下かを歩いていたレナは、道の先に人ひと影かげがあることに気がついた。

「どうしたの、いのりちゃん」

　声をかけると春風いのりが顔を上げた。

　目は赤く泣なき腫はらしており、顔も憔しよう悴すいしきっている。昨晩眠ねむれなかったから、というだけでは説明のつかないやつれ方だった。

　疲つかれ切った目がレナを通り過ぎ、背後の扉とびらへと向けられる。

　レナは気付く。そこはハナの部屋だ。

　しっかりと閉とざされた部屋の扉からは、冷たい空気が漏もれ出していた。

　室温調節器によって部屋の温度は三度にまで下げられる。極きよく端たんに低くなった空気の中ならば、ハナの遺体は傷いたむことなくいつまでも安置されるだろう。

「この部屋は……こんな使い方もあったんですね……」

　いのりがかすかな声をこぼした。

　プライベートルームは魔法少女一人一人に割り当てられた個室であり、遺体を安置するための霊れい安あん室しつでもあるのだ。

「私……なにも知りませんでした……。この部屋のことも、ハナさんが追いつめられていたことも、なにも……」

　いのりの目に涙が浮うかぶ。

「私は……誰だれかを助けられるようになりたいと思って、魔法少女になりました……。そのための魔法〈治癒フアーストエイド〉も貰もらいました……。どんな傷でも治す凄すごい魔法です……。でも……結局私にはなにもできませんでした……」

　ぽたりぽたりと、透とう明めいな雫しずくがこぼれ落ちていく。

「私の魔法では争いを止められませんし……誰かが傷つくのも防げません……。私の魔法は、いつだって手て遅おくれになってからしか使えないんです……。そして……本当に手遅れになるとなんの役にも立たない……。ハナさんも、アイリちゃんも、犠ぎ牲せいになった他ほかのみんなも……私には救えないんです……」

　泣き腫らした目がレナを見る。

「私……レナさんが羨うらやましいです……」

「わたしなんか──」

「私の魔法では……体の傷を癒いやすことはできても、心までは癒せません……。今もみんなの心は荒こう廃はいし、疑ぎ心しん暗あん鬼きにとらわれています……。次は誰が殺されるのか、次は誰を殺そうか、そんな目で他の人を見ています……。このままではきっと良くありません……。いつかきっと取り返しのつかない争いが起きてしまいます……。だからなんとかしなければいけないのですが……わかっていても、私にはなにもできません……。こんなゲームはやりたくないとずっと思っていたのに……殺し合いのゲームを止めることはついにできませんでした……」

　いのりの目がじっとレナを見つめる。

「できるとしたら……それはレナさんだけ……。心に響くレナさんの〈真実の言葉ベストアンサー〉だけが……みんなの心を救えるのです……。お願いします……みんなを助けてください……。もうこれ以上悲しい犠牲が出ないように……」

　切々と語るいのりの言葉を、レナは痛ましい思いで聞いていた。

「いのりちゃん、泣かないで」

　うなだれる細い手を握りしめる。

「いのりちゃんの魔法はすごいよ。茜ちゃんの傷もすぐに治したじゃない」

　一日目の投票のあと、フィアの一いち撃げきを受けた茜は瀕ひん死しの重傷を負った。それをいのりの魔法が治したのだ。いのりがいなければ茜はあの時に死んでいただろう。

　泣き濡ぬれた顔に微笑ほほえみかける。

「いのりちゃんがなにもできないなんて、そんなことない。こんな状況なのに、こうしてみんなのことを心配できる。それだけでもすごいことなんだから」

　その言葉はかつてフブキが、そしてハナが、レナに向けたのと同じ言葉だった。

　そうだ。どうして忘れていたんだろう。

　世界を救う力があるとしたら、それは魔法でもなければ、高い身体能力でもない。

　友達を思い、助けたいと思う正義の心だけ。平和を願うその心こそが、魔法少女にとって最も必要なものなのだ。

　誰もが疑い合っているのなら、なおさら自分が立ち上がらないといけない。自分があきらめてしまったら、いったい誰が殺し合いのゲームを止めようと思うのか。

　もう一度だけがんばろうとレナは思った。

　誰も死なない、一人の犠ぎ牲せい者しやも出さない、そんな結末を迎むかえてみせる。笑顔に満ちた、笑顔の絶えない結末を実現してみせるのだ。

　思いが伝わったのか、いのりが涙なみだ目めでうなずいた。

　やつれた顔に少しだけ笑みが戻もどっている。

「ありがとう……レナさん……」

　しっかりとした足取りでバロットルームへと向かういのりの背中を見送ってから、レナも振ふり返った。

　ずっと無言で付き従っていたフブキが、心配そうな瞳ひとみでレナを見た。

　そんなフブキに向けて、レナは強くうなずいた。

　落ち込んでなんかいられない。

　前を向くのだ。

　立ち止まりうつむいてしまったら、本当の意味でなんの力もなくなってしまう。

　現実を直視し、無力な自分を受け入れて、その上で前へと進む。

　無力な自分にできることがあるとすれば、それはたったのひとつしかない。

「もう一度みんなと話をしようと思うの」

　こんな時だからこそ、話をするべきだ。

　自分の言葉でなにかが変えられるとは思わない。

　だけど話をしなければ、誰がなにを思っているのかなんてわからない。自分の思いだって伝わらない。

　前回のレナに間ま違ちがいがあったとすれば、それは一人でなんとかしようと思ったことだ。

　この理り不ふ尽じんなゲームは一人で行っているのではない。ここにいる全員が参加している。

　みんなの協力なしにゲームを終わらせるなんて、できるはずがない。これ以上一人の犠牲者も出さずにこのゲームを終わらせるべきだとみんなに説いて回るのだ。

「フブキちゃん、手伝ってくれる？」

　無表情な目がレナを見つめ返し、かすかに色を曇くもらせた。

「私はいつだってレナのそばにいる。どんなことがあっても必ずレナを守る。万が一レナが魔ま女じよだったとしても、私はレナを決して裏切らない。今いま更さらそんなことを聞かれるのは、少しだけ悲しい」

　ストレートに言われるとなんだか恥ずかしくて、レナは思わず照れ笑いを浮かべた。

　こうして信じてくれるのはうれしいし、少しだけ救われた気分だった。

　誰も信じられないようなこの状況の中で、頼たよりにできる親友がいるというのは、こんなにも心強いものなのだ。

　レナの腕うでには、処刑された龍たつ美みの遺体を運んだ時の生々しい感かん触しよくがまだ残っていた。

　力の抜ぬけた体は鉛なまりのように重く、そしてゾッとするほどに冷たかった。

　あの快活な笑みはもう二度と見られない。

　龍美だけではなかった。ハナも、アイリも、アキラも、カレンも、二度と会うことはできない。あんな悲しいことは二度と起こしてはならないのだ。

「もう誰も失ったりしない。全員でここから帰るんだ」

　固く決意するレナのとなりで、フブキが静かにうなずいた。







　レナたちがいる〈ナイトスフィア〉は球形の建物だ。

　その構造は大きくわけると、下層部、中層部、上層部の三つからなる。

　一番下にあるのがラウンジルーム。先ほどまでレナたちが朝食をとっていた場所だ。

　中層部の中央には投票を行うためのバロットルームがあり、その周囲にはレナたちの個室が並ぶプライベートエリアが広がっている。

　上層部には半球をさらに二つに割った部屋があり、それぞれレクリエーションルームとウエポンルームと呼ばれていた。

　全員と話をしにいく前に、フブキはそのウエポンルームに寄るべきだと主張した。

　ウエポンルームとはその名の通り、無数の武器が保管された武器庫だ。

　その中からフブキは巨きよ大だいな刃やいばを選び出す。

　フブキが手にすると、巨大な刃は音もなく消えた。フブキは自分の武器を好きな時に自由に出し入れできるのだ。

「レナ。これを」

　フブキが差し出してきたのは、先せん端たんに七色の光が集められたマジカルステッキだった。細い柄えの先にキラキラとした装そう飾しよくが施ほどこされた、かわいらしい杖つえである。

　それはレナの魔ま法ほう少女としての武器でもある。

　マジカルステッキ自体に力はない。殴なぐるだけなら鉄の棒のほうが強いだろう。

　代わりにマジカルステッキには魔法がこめられていた。

　レナが念じればアイスキャンディにでも、全長三メートル以上もあるバスタードソードにでも、なんにでも形を変えられる。遠えん距きよ離りでは長なが槍やりに、近きん距きよ離りでは短刀に、臨機応変にその姿を変えられるのだ。

　フブキは使うように勧すすめてきたが、レナは首を振って断った。

「わたしには必要ないよ」

「しかし……」

「いいの。わたしはみんなと話をしたいだけだから」

　レナが重ねて拒きよ否ひすると、フブキもそれ以上押しつけようとはしなかった。

　マジカルステッキは紛まぎれもなく戦うための道具だ。自衛のためとはいえ、そんな物を持ち歩いて話し合いなんてできるわけがない。

　レナはなにも持たずにウエポンルームを出た。

　バロットルームに戻ると、最初に見つけたのはサクヤだった。

　下りてきたレナに気がつくと、華はなやいだ笑みを浮かべる。

「そういえば朝のご挨あい拶さつがまだでしたわね。おはようございますレナさん、フブキさん」

「おはようサクヤちゃん」

「レナさんたちはどうしているのですか」

「みんなと話をしようと思って」

「話、ですか」

　サクヤがたおやかな仕草で小首を傾かしげる。レナは少しだけ言いよどんでから告げた。

「こんなこと言うと笑われたり、バカにされたりするかもしれないけど、誰も犠牲にならない方法を探したいと思ったの。もうこれ以上誰だれ一人ひとりも犠牲者を出さずにこのゲームを終わらせたいから。だから、サクヤちゃんにも手伝って欲しくて」

「もちろん構いませんわ。これ以上犠牲者が出ないのであれば、それが一番良いに決まっておりますから」

　皮肉ではなく、本当にそう思っての言葉に感じられた。

「サクヤちゃんは魔女を探してるの？」

「もちろんです。魔女を見つけるまでこのゲームは終わらないのですから」

　婉えん然ぜんとした笑みを浮うかべる。

　テーブルには数冊の本が並べられていた。

「これは？」

「魔女とはなにか、を調べるために、中世の魔女について調べていたのです。あわせて当時の魔法少女についても少々調べておりました。この世界は過去に施された魔ま術じゆつによって行われていると仰おつしやっていましたから」

「それで、なにかわかったか」

　フブキの問いかけに、サクヤは首を振る。

「今のところ芳かんばしい成果は得られておりません。ナイトスフィアの基底部に描えがかれていた魔ま法ほう陣じんも調べていたのですが、あのようなものはどこにも載のっておりませんでした」

　サクヤの話を聞きながら、レナはテーブルに置かれた一冊の本に手を伸のばした。

　どこかで見た記き憶おくがあると思ったら、魔法学園で使われる教科書だった。

「妖よう精せい事典」と書かれたそれは、魔法少女をサポートするために歴代の神様が創つくり出してきた妖精をすべて網もう羅らした本である。

　パラパラとめくってみると、小さな人型の妖精から、まったく違ちがう天使の姿をしたものまで、様々な種類が載っている。中には妖精というより獣けものといったほうが近いものまであった。体長は二メートル近くもあり、腕は丸太のように太い。フィアが巨大化したときとまったく同じ姿だった。

「結構いろいろあるんだね」

「フィアとは、神が創る御み使つかいの総そう称しようだ。姿形はそのときの神が自由に設定するし、能力にもある程度の幅はばがある」

　最後のページにあったのは、レナもよく知る今のフィアだった。愛らしい毛むくじゃら姿のイラストの横には、性格や性質について記き載さいされた項こう目もくがある。

『明るくて温厚。特に魔法少女に対しては非常に友好的』

『仕事に忠実で与あたえられた役割は確実に遂すい行こうしようとする』

『魔法少女をサポートするため、いくつかの魔法が使用できる』

『フィア自身は魔法の対象とはならない』

『過去に創られたすべての妖精と同じ姿をとることができる』

　記載はそこで終わっていた。

「あれ……？」

　不思議に思ってもう一度読み返したが、やはり同じだった。

　次のページからは真っ白になっている。フィアに関する情報はこれだけのようだった。

「フブキちゃん。これって魔法学園の教科書だよね」

　フブキの顔が、授業で何度も使っている教科書なのに今更そんな質問が出てくるということは一度も開いたことがないんだな、みたいな表情になってから答えた。

「そうだ」

「なんか今妙みような間があったけど……教科書が間違ってるとか、書いてないことがあるとか、ないよね？」

「基本的にはそのはずだろう。書いてないことがあるかどうかはわからないが、間違っているとは考えにくい」

「でも、これ……」

　フィアのページを見せる。

『明るくて温厚。特に魔法少女に対しては非常に友好的』と書かれている。それは間違いないだろう。でもそれはフィアの一側面でしかない。口を引ひき裂さき不ふ揃ぞろいの牙きばを見せつけるような、醜しゆう悪あくな笑えみを見せるときのあのフィアは、明るさはともかく温厚ではないし、なにより魔法少女に対して明らかな害意を見せている。

「なにも記載がないというのは確かにおかしいな」

　フブキが教科書を最初から調べ直す。

　しかし今のフィアのような姿は他ほかに見つからなかった。

「どういうことなの……？」

　フブキも無表情に見つめている。

「わからない。しかし、なにか理由があるのだろう」

　レナたちが悩なやんでいると、プライベートエリアの扉とびらが開き、キョーコとくるみが中から出てきた。

　キョーコはくるみの肩かたにつかまりながら、荒あらい息をついていた。

「なにかわかりましたか？」

　サクヤの声に、キョーコが首を振ふる。

「廊ろう下かの足音を〈物質感応サイコメトリー〉で調べれば、アイリの部屋に入った犯人がわかるかと思ったけど、ダメだな。どうやら足音を立てないようにして歩いてたみたいだな」

「深夜に廊下を歩いてるところを見つかるとマズイから、静かに歩いてたのかもね」

「夜は廊下も暗くなるから姿も見えなかったしな」

　キョーコがイスに座る。それからレナたちの姿に気付いたようだった。

「なんの用だ」

　突つき放はなすような口調が響ひびく。メガネの奥の目が鋭するどくレナをにらんでいた。

　キョーコは前からレナに対して敵対的な態度をとることが多かった。

　レナは気け圧おされながらもなんとか答える。

「えっとね、みんなと話をしようと思って。これ以上一人も犠ぎ牲せい者しやを出さずにこのゲームを終わらせる方法を探したくて、それで……」

「そうやって魔ま女じよがボロを出すのを狙ねらおうってか？」

「魔女が誰だれかっていうか、みんなでここから脱だつ出しゆつするために力を合わせたいなって……」

　気き後おくれしながら答えるレナを、キョーコが鋭く睨にらみつける。

　開きかけた口を見てレナはびくりと震ふるえた。またなにか厳しいことをいわれるのではと思ったのだ。

　しかしキョーコはいったん口を閉とざすと、ややあってから再び開いた。

「ふん。そんな方法が本当にあればいいけどな」

　意外な言葉にレナはまじまじとキョーコの顔を見つめてしまった。

「なにそんなに驚おどろいてんのよ。誰も死なないでこのゲームが終わるなら、それが一番いい方法に決まってるだろ」

「う、うん。そうだよね！」

　レナはうれしくなって声を弾はずませる。

　口ではキツイことを言いながらも、やはり心の中では平和的な解決のほうがいいと思っているのだろう。

「レナはすごいよね」

　くるみが尊敬するようにつぶやく。

「そんな風に思えて、しかも行動できるなんて。ボクだって、そりゃもちろん犠牲者は誰もいないほうがいいに決まってると思う。でも、どうすればいいのかなんて、わからないんだ。ボクはサクヤやキョーコみたいに考えることもできないし、レナみたいに行動できるわけでもない。魔法だって、なんの役にも立たないし」

　確かにくるみの〈簡易調理クツキングエンド〉は魔女を探す役には立たないかもしれない。

　でも──

「くるみちゃんの魔法はすごいよ」

　レナはそう言った。

「わたしの魔法こそなんの力もないんだ。誰も助けられないし、誰も笑顔にできない。でもくるみちゃんの魔法は違う。毎日美味おいしいご飯が食べられる。美味しいものを食べているあいだは辛つらいことも忘れられる。くるみちゃんの魔法には人を幸せにする力があるんだよ。なにもできないなんて、そんなことない。くるみちゃんの魔法こそ、本当の──」

　レナの言葉はそこで途と切ぎれた。

　くるみが両目を見開き、驚いたように見つめていたのだ。

　レナの言葉にびっくりした、というだけではない驚き方だった。

「くるみちゃん……？」

「えっ？　ああ、うん。ごめん。なんでもないんだ。昔ちょっと、同じことを言われたことがあって……」

　控ひかえめで気弱な笑みの中に、陰かげりのようなものが見えた気がしてレナは口をつぐんだ。

　前にも一度同じ表情を見たことがあった。

　あの時は確か、くるみがシチューを温め直していたときだった。「くるみちゃんの魔法は人を幸せにする魔法なんだね」と言ったところ、やはり同じように驚き、それから悲しそうな表情を浮かべたのだ。

　誰にだって過去はある。

　嬉うれしいこともあるし、悲しいこともある。

　くるみにも辛い過去があるのだろう。レナもそれ以上聞いたりはしなかった。







　サクヤたちと別れたレナは、階段を下りてラウンジルームへとやってきた。

　明るい室内と、整然と並べられたテーブルが、より寂さみしげな雰ふん囲い気きを作り出している。

　閑かん散さんとした部屋の隅すみに一人で座っていた茜が、なにもない窓の外を眺ながめていた。

「茜ちゃん、こんなところでどうしたの」

　レナが声をかけると、真っ黒な瞳ひとみが見つめ返してきた。

　その目には生気と呼ぶべき光がない。死人のように色を失った瞳の奥に、暗い炎ほのおを揺らしている。

　凍いてついた瞳に射すくめられて、レナは思わずたじろいだ。

「えっと……となり、いいかな？」

　茜は無言のままレナを見つめていたが、やがて小さな声で「どうぞ」と告げた。

　レナが座ると、フブキが無言で斜ななめ後ろに移動する。会話はレナに任せて、自分は不測の事態に備えるつもりのようだった。

「ええと、その……」

　とりあえず座ったものの、なにを話せばいいのかわからなかった。

　茜の親友であるカレンは一日目の投票で〝処しよ刑けい〟されている。なにも知らなかったとはいえ、茜もカレンに一票を投じているのだ。胸の奥にどんな思いを抱かかえているのか、レナには想像もできない。

　茜は無言のまま窓の外を見ている。レナも一いつ緒しよになって視線を向けた。

　窓の外には星明かりひとつない真っ黒な空間が広がっている。

　七色の星々が駆かけ巡めぐったのはほんの二日前だというのに、レナにはもう遠い昔のように思えた。

　そして気付く。茜もまた同じ景色を見ているのだと。あの時の七色の景色を、なにもない空間に映し出しているのだろう。

　茜の横顔は痛ましいくらいに無表情だった。

　その胸の内でなにを思うのか、レナにはわからない。

　魂たましいを引き裂かれた痛みは、引き裂かれた者にしかわからないのだから。

「……そういえば」

　茜がゆっくりと口を開いた。

「レナさんに聞いておきたいことがあったんですけど、いいですか」

「う、うん。なにかなっ。なんでもお姉さんに聞いてみなよ」

　無理して明るい声を作っても、茜の表情はピクリとも変わらなかった。

「〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉についてです。あたしは一日目の説明が聞こえていなかったので確かく認にんしたいんですけど、〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉で定められたルールに違い反はんすると〈魔女の裁判アリスハンガー〉と同様に処刑されるんですよね」

「うん……。そうみたいだよ」

　実際にそのせいで龍美は命を落としたのだ。

「ですが、二日目の〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉でフブキさんが『噓うそをついてはいけない』というルールを制定したにも拘かかわらず、全員が『自分は魔女ではない』と宣言した」

　二日目の夜に、フブキの提案で〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉第二の約やく定じようは「噓をついてはいけない」に決定した。

　その後全員に「お前は魔女か？」と質問したのだ。

　魔女は正直に答えるしかない。噓をついたら〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉に違反したとして処刑されるのだから。

　しかし処刑は起こらなかった。

　レナたちの中の誰かが魔女なのに、全員が「自分は魔女ではない」と答えたのだ。

「もしかして茜ちゃんは、なにかわかったの？」

　たずねると、茜は少しだけ考え、やがてゆっくりと首を振った。

「わかりません。ルールは単純で明確なので、裏をかく余地もないように思えますが」

　そう言って黙だまり込む。

　その目には静かに燃える炎の色があった。

　昨晩の投票前に茜は「カレンの仇かたきを取ることが望みだ」と語っている。

　茜は復ふく讐しゆうを望んでいるのだろう。

「わたしは、これ以上一人も犠牲者を出さずにこのゲームを終わらせたいって思ってる」

「そうですか」

　淡たん々たんとした答えに胸が痛むのを感じながらも、レナは言葉を続けた。

「こんな理り不ふ尽じんな投票で誰かが死ななきゃいけないなんておかしいよ。こんなゲームはもう終わりにしたい。これ以上一人も失うことなくここから帰りたい。もう誰にも、死んでほしくないの……」

　切々と語るレナの言葉を、茜は黙って聞いている。

「こんなことをわたしが言う資格がないのはわかっているけど……」

　重い唇くちびるをなんとか動かす。

「復讐なんて、してほしくない。誰かが誰かを傷つけるなんて、そんなこと、もう見たくないよ……」

　願いを込こめた声が震える。

　茜は黙っていたが、しばらくして静かに口を開いた。

「レナさんは、あたしがフブキさんを殺したとしても、許してくれますか？」

　レナはゆるやかに首を振ふる。

　わかっている。要はそういうことなのだ。

　もしもフブキが茜に殺されたとしたら、レナは悲しむだろう。悲しみはやがて怒いかりに変わり、復讐を考えるかもしれない。ハナのように自分でも理由のわからない殺意を無関係の誰かに向けるのかもしれない。
















　自分にできない理想論を他人に押しつける。こんなのは偽ぎ善ぜんだ。

　それでも──

「お願い茜ちゃん……。そんな悲しいこと言わないで……」

　目の端はしに熱いものがにじむ。

　出会った頃ころの茜は、多少無愛想なところがあったとはいえ、人を傷つける言葉を平然と口にする女の子ではなかった。親友のカレンを大切に思う優やさしい女の子であったはずだ。

　それが、環かん境きようによってこんなにも簡単に悪人になってしまう。レナにはそれがなによりも悲しかった。

「すみません。レナさんを困らせるつもりではなかったんです」

　茜が素す直なおに謝る。

　その言葉に血の流れた温かさを感じて、レナは少しだけ安あん堵どした。

　それからふと思う。

　たとえばの話とはいえ、もしもフブキを殺したら、と茜は言った。

　レナに当てつけた話だから本心ではないだろう。でも仮に、もし本当にフブキを殺すようなことがあるとしたら、それはどんな場合なのだろうか。

　投票は全員で行ったのだから、フブキがカレンの仇にはならない。カレンの仇は、この悪あく趣しゆ味みなゲームを行っている何者かだ。

　茜はカレンの復讐のためにここを脱だつ出しゆつするつもりだろう。

　その茜がフブキを殺すとしたら、それは、フブキが魔ま女じよであった場合だけだ。

　思わず茜の横顔を凝ぎよう視しする。

　魔女は噓をついたはずなのに、「噓をついてはいけない」という絶対のルールをくぐり抜ぬけた。

　ルールの抜け道に詳くわしいのはどういう人物だろうか。

　考えるまでもない。ルールを制定した本人だ。

　茜は窓の外を見つめ続けている。その態度は、まるでレナと顔を合わせるのを避さけているようにも感じられた。

　茜は「困らせるつもりではなかった」と言った。ではどういうつもりだったのだろう。

　理由はわからない。だけど想像はできる。

「茜ちゃんは、もしかして……」

　震ふるえる声はそこで途切れた。

　もしかしてフブキちゃんを疑っているの、と。そう尋たずねることができなかった。

　聞けば茜は答えるだろう。細い糸でかろうじてつながっているなにかを壊こわしてしまうような、決定的な答えを。

　ラウンジルームは静せい寂じやくに包まれている。

　レナも、茜も、後ろに控ひかえるフブキも、なにも言わないまま時間だけが過ぎていった。







　茜と別れたレナたちはバロットルームに戻もどってきた。サクヤたちの姿はない。どうやら移動したみたいだった。

　残る部屋はひとつだけ。そこに最後の一人がいるはずである。

「じゃあレクリエーションルームに行ってみよっか」

　レナは努めて明るい声を出した。フブキは無言でうなずく。

　二つある上り階段のうち、右側の階段を上った。

　レナの軽い足音のとなりを、さらに小さな足音が歩く。体重が軽いのではなく、足音を立てないように歩いているのだ。

　それは上にいるはずの誰だれかを警けい戒かいしているからなのか。それとも別の目的があるからなのか。

「フブキちゃん……」

　言いかけた言葉を吞のみ込んで口を閉とざす。

　なにを考えているのだろう。大好きな親友を疑うなんてバカげている。

　アイリを無む惨ざんに焼き殺し、今なお正体を隠かくしたままレナたちを全ぜん滅めつさせようと機会をうかがっている恐おそるべき「魔女」なんかでは決してない。そんな恐ろしいことを考えるはずがないのは、この場にいる誰よりもレナが一番よく知っているのだから。

　無言のまま階段を上る。

　レクリエーションルームは、ナイトスフィアの上層部にある。半球状の空間をさらに半分に割った空間に、予想通り金きん髪ぱつの魔ま法ほう少女がいた。床ゆかに座り込み、ガラスでできた天てん井じようを見上げている。

　ガラスの向こうには星明かりひとつない無限の闇やみが広がるだけだ。茜のように真っ暗な闇に思い出を映し出しているようには見えない。なにを見ることもなくただ視線を上へと向けている。それだけの瞳ひとみだった。

「リリィちゃん……」

　声をかけると、上を向いていた碧へき眼がんがのろのろと動いた。

「ああ、グッドモーニング。おはようレナ」

　ひどくやつれた声にレナは胸が痛んだ。

　泣き疲つかれた顔は憔しよう悴すいしてやつれ、鮮あざやかな金髪はぼさぼさに乱れている。明るかったリリアンヌはもうどこにもいなかった。

「そうだ、レナにお礼を言わないといけないんだった」

「お礼？」

「昨日の投票のことよ」

　ずきりとした痛みが胸に走る。何度思い出しても慣れることはないだろう。

「ソーリー。そんな顔しないでレナ。レナは最後までアキラに入れなかったじゃない。投票しなければ自分が死ぬのに、アキラを信じて最後まで投票しなかった」

　リリアンヌがやつれた顔でやわらかく微笑ほほえんだ。

「アキラが最さい期ごに笑ってたのは、レナが信じてくれたから。レナの優しさがアキラを救ってくれたのよ」

　その微笑みが、急に力を失った。

「それに比べてワタシは……。ワタシは死ぬのが怖こわかった。カレンや龍美のようにあっさりと殺されるんだって思うと、震えが止まらなくなった。レナみたいに強くなれなかった。だからワタシは、ワタシは、アキラに……」

　リリアンヌの声が激しく震えた。

「アキラに、投票したのよ……っ。アキラが魔女かどうかなんて考えられなかった。ワタシに票が集まらなければそれでいいって、それしか考えられなかった。

　どうしてあんなことしちゃったんだろう……。アキラが魔女じゃないことは、ワタシが一番知っていたはずなのに」

　リリアンヌは首に下げていたネックレスを取り出した。

　細い鎖くさりの先に琥こ珀はく色いろのブローチが取り付けられている。表面に触ふれると、ワンタッチでふたが開いた。中に収められていたのは二枚の写真だった。

　まず目に映ったのはリリアンヌとアキラが写ったプリクラ写真だった。

　狭せまいフレーム内に収まるようにと、リリアンヌがアキラに顔を密着させている。アキラは明らかに迷めい惑わく顔だったけど、それでも口元にはうっすらと笑みが浮うかんでいた。

　たった一枚の写真から、これを撮とるまでの苦労や一ひと騒そう動どうが頭に浮かんでくるようで、レナの頰ほおに思わず笑みがうかぶ。とても二人らしい写真だった。

「アキラは恥はずかしがり屋だから、これを撮るのも苦労したんだよ」

　リリアンヌも少しだけ寂さびしそうに笑った。

　もう一枚は風景の写真だった。黄金色の草原の海に一台の風車が回っている。空の青と夕日の赤が混じり合って紫むらさきの空模様を作り出している。幻げん想そう的な光景だった。

「こっちはワタシの故郷の写真。すごくキレイな景色だから一度行ってみたいってアキラが言ってて、じゃあ夏休みはアキラと旅行に行こうって話になったんだけどね。ワタシはお金を貯めるのが苦手だから結局旅費は貯まらなくて、旅行に行けなかったんだ。アキラにも怒おこられちゃった。せっかく楽しみにしてたのにって」

「アキラさんはリリィちゃんとの旅行を楽しみにしてたんですね」

「クールに見えるけど、実はけっこう寂さみしがりで甘えたがりなんだよね。でも恥ずかしいから直接言うこともできなくて、いっつも困ってるの。そこがプリティーなんだけどっ」

　リリアンヌが目を細めるような笑みを浮かべる。

「今のまま貯めれば冬か春には行けるはずだったから、そのときでいいやって思ったんだ。アキラは不満そうだったけど、春は花畑が満開になるからもっとキレイだよって言ったら、ぶつぶつ文句を言いながらも結局は春に行こうって言い出したんだ」

「お花が好きなのって、意外とアキラさんらしいですね」

「なにしろ『動物とお話がしたい』という子供の頃の夢を叶かなえるために〈意思疎通パール〉が生まれたくらいだからね。中身はかわいい女の子だったんだよ」

　そう言うリリアンヌの笑みが不意に陰かげる。

「そんなこと、ずっと昔から知ってた。知ってたんだ。それなのに……」
















　青い瞳に涙なみだが浮かぶ。

「わかっていたんだ、そんなこと。なのに、ワタシは……」

　リリアンヌの両手が顔を覆おおう。

　そのまま無言で泣き出した。

　レナはいたたまれなくなって、その背中をなで続けていた。

　票が集まっていく恐きよう怖ふ。疑いを晴らせない恐怖。死ぬかもしれないという恐怖。

　投票結果を待つ時の、あの真綿で首を絞しめられるような空気には一生慣れないだろう。

　疑いをまったくといっていいほどもたれていなかったレナでさえ、心臓を握にぎりしめられるような息苦しさを感じたのだ。生きるか死ぬかという瀬せ戸と際ぎわに立たされていたリリアンヌの恐怖は、レナの比ではないだろう。

　人を疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいらせ、狂きよう気きへと走らせる魔まの時間。それが〈魔女の裁判アリスハンガー〉なのだ。

「ワタシはアキラを助けられなかった。それどころか裏切ったのよ。なのにアキラは、ワタシのことを最後まで気き遣づかってくれていた。こんなワタシなんかを、アキラは……」

　ぽつりぽつりと涙が落ちていく。

「ワタシはね、ここを脱出したらアキラのために生きようと思ってるの。アキラがしたかったことを、アキラができなかったことを、ワタシがかわりにするの。アキラの家にも行って、ちゃんと謝らないといけない。アキラが助けてくれた命だもの。アキラのために生きなくちゃいけないのよ」

　涙に濡ぬれる目に、決意の光が宿る。

　鋭するどく険しい、刃やいばのような光が。

「だから、ワタシは死ねない。ワタシが死ぬことは、アキラの命をムダにすることになる。それだけは絶対にできない。ワタシはバカだったけど、これ以上バカにはなれない。それだけは絶対にできないのよ……！」

　口調がだんだんと強く、攻こう撃げき的になっていく。

「魔女がいるせいでこんなゲームをやらされているんでしょう。魔女さえ見つければ、アキラは死ななかった。魔女さえいなければ、アキラは死ななかった……。魔女はこの中にいるんでしょう。だったら必ず見つけ出す。アキラの仇かたきは必ず取ってやるわ……！」

「リリィちゃん……」

　復ふく讐しゆうの言葉を口にするリリアンヌを目の前にして、レナはなにも言えなかった。

　そんなことはしてほしくない。誰かが誰かを殺すなんて、もう二度と見たくない。

　だけど、アキラのために涙を流すリリアンヌに対してなにを言えばいいのか、レナにはわからなかった。







　十一時になったため、バロットルームに集まることになった。

　昼の投票まで残り一時間。次の投票先について話し合わないといけない。

　階段を下りながらレナは思う。

　魔ま女じよ探しはしないと決意している。誰が魔女なのか考えるのは、悪あく魔まのゲームに参加することと同じだ。

　考える内に心が黒く染まり、友達の名前をためらいなく書けるようになったら、それはもう魂たましいを悪魔に売ったのと同じである。

　誰が魔女なのか考えてはダメだ。

　自分が助かるために誰かを殺すなんて間ま違ちがっている。

　考えるべきは、どうやって一人の犠ぎ牲せい者しやも出さずにこのゲームを終わらせるのか、だ。

　だけど、レナ自身には探すつもりがなくても、無意識ではやはり助かりたいと思っているのかもしれない。死にたくないと魂が叫さけび、悪魔に捧ささげる生いけ贄にえを探していたのかもしれない。

　レナは気がついてしまった。

　全員から聞いた話の中に、たったひとつ、隠しようもない真実がある。

　確信はないし、そんなはずがないと思う。

　だけど、どんなに否定しても誰だれかが必ず「魔女」なのだ。

　それだけは動かしようのない事実であり、だから最も魔女である可能性が高いのは誰かと聞かれれば、レナはこう答えるしかない。

　魔女はいのりだ。

　ナイトスフィアに来る前から、いのりはこのゲームを知っていたはずなのだ。







　バロットルームの丸いテーブルに八人の魔法少女が集まっていた。

　ほとんどが一様に硬かたい表情をしている。

　誰が魔女なのか。誰が投票されるのか。自分たちの命を左右する重要な問題だ。それを今から決めようというのだから、緊きん張ちようしないほうがおかしい。

「全員そろいましたか？　それでははじめましょう。誰が魔女であるのか、皆みな様の忌き憚たんのない意見を期待しています」

　サクヤがたおやかな笑みで告げる。

　レナは、押おし黙だまったままだった。

　今ここでいのりを告発すれば、投票はいのりになるだろう。

　昼の十二時の投票──〈魔女の審問会アーリーオーダー〉は実際に処しよ刑けいをするわけではないとはいえ、ここでの投票結果は本番である夜の投票にも影えい響きようする。

　単純な話、ここで最も投票された者は、夜の投票でも投票される可能性が高いのだ。

　いのりが絶対に魔女であると断言できる証しよう拠こがあるのなら、いくらレナでも黙ってはいられないだろう。魔女一人を犠ぎ牲せいにして、残りの七人を助けられるのだ。それは辛つらいが、最善の策である。散々迷った挙げ句に、いのりの名前を挙げたはずだ。

　だが今は違ちがった。魔女である可能性が一番高い、という程度の疑いでしかない。

　もしも魔女ではなかったら。

　自分の考えが間違っていたら。

　アキラのように、なんの罪もない女の子を殺してしまうことになる。

　しかも皆の投票によってではない。レナの告発が原因で死ぬのだ。

　それは、レナが殺したことに他ほかならない。

　握りしめた手が震ふるえ、運動したわけでもないのに呼吸が荒あらくなる。流れ落ちた汗あせが一いつ滴てき、二滴と、テーブルの上に小さな水たまりを作る。

　胸が苦しい。当然だ。人を殺すのだから。生半可な覚かく悟ごでできるわけがない。

　レナは投票用のペンを握りしめた。

　これをいのりの胸に突つき立たてろといわれても、無理に決まっているだろう。

　同じように、カラカラになったレナの喉のどでは、いのりが魔女だと告発できなかった。

　それに、そうだ。これは〈魔女の審問会アーリーオーダー〉だ。

〈魔女の裁判アリスハンガー〉の開始までまだ十二時間以上もある。今ここで結論を急ぐ必要はない。もっとしっかり調べてからでも遅おそくはないはずだ。

　もしかしたら〈魔女の裁判アリスハンガー〉を迎むかえる前にこのゲームを終わらせる方法が見つかるかもしれないのだ。

　レナは心の中で繰くり返かえした。

　それが問題の先送りであり、弱い心を誤ご魔ま化かすための言い訳だと自分自身でも気がついていたが、それでもすがりつかずにはいられなかった。

　改めて思う。

　命を奪うばうということは、こんなにも重いことなのだ。

　それを平然とやってのける魔女は、やはり普ふ通つうではない。まともな神経の持ち主ならとっくに罪悪感に押し潰つぶされているだろう。

　視線を押し上げて室内を見回した。

　レナが思おもい悩なやんでいるあいだにも、話し合いは進んでいた。

「魔女は疑われないように隠かくれている。そのはずだったよな」

　そう発言したのはキョーコだ。メガネの奥の瞳ひとみを鋭く光らせて周囲を見回した。

「あまり発言をしない奴やつ、目立つ言動を避さけている奴なんかは、そうでない奴と比べると魔女の可能性が高い、と言えるんじゃないか」

　キョーコの目が茜、いのり、リリアンヌへと向けられる。

　確かにこの三人はあまり発言をしない。だけどそれは消極的だからではなく、友達を失った悲しみでふさぎ込んでいるからのようにレナには思えた。

　実際、三人とも親友や友達を失っているのだ。

　それでもなお普ふ段だん通りに過ごしているほうが怪あやしいといえるのではないか。

「逆に魔女は投票をコントロールしたいと思うものじゃないの？」

　反論したのはリリアンヌだった。

「いつ自分に疑いが向けられるのか怯おびえながら待つよりも、自分で投票をコントロールしたほうが確実だし、安心でしょう。最近になってキョーコはずいぶんと議論を仕切るようになったけど、どういう心境の変化なの？」

　アキラの死に落ち込んでいたリリアンヌが反はん撃げきしてくるとは思っていなかったのだろう、キョーコがわずかにたじろぐ。

　全員の目がキョーコを見た。

　視線を感じたのか慌あわてたように反論した。

「あんたこそいきなり話すようになったな。自分に疑いが向けられて焦あせったのか？」

「焦って反論したら魔女ってわけ？」

「その可能性はあるだろ」

「答えはノーよ。ないわ」

　リリアンヌはきっぱりと言い切った。

「一番多く投票されたら死ぬんだもの。疑われたら慌てるのが普通じゃない。罪もないのに疑われる恐怖。理り不ふ尽じんな理由で投票される恐怖。処刑の時間が近づく恐怖。そんなこともアナタにはわからないの？」

「な、なにを言って──」

「いきなり疑われるのは怖こわいに決まってる。投票されたら死ぬんだから。そんな当たり前のこともわからないの？　それとも、いつ自分が疑われてもいいように覚悟してたってこと？　いつか自分が疑われるかもしれない。そう思ってずっと心の準備をしていたとしたら、この恐怖はわからないかもね。そんな用意ができるのは魔女だけなんだけど」

「な、なにを言ってやがる！　意味不明だ！　そんなの詭き弁べんだろう！」

「詭弁かどうかはアナタが決めることじゃない」

　リリアンヌが冷たい声で告げる。

「みんなが決めることだわ」

　キョーコがはっとして周囲を見回した。

　集まる魔ま法ほう少女たちの目が一点に向けられている。

　狼ろう狽ばいするキョーコの姿をその瞳に映し、すぐに逸そらした。

「ち、違う！　私じゃない!!」

　裏返った叫び声が響ひびきわたる。

　答えは静せい寂じやくだった。

　誰もなにも言わない。その態度が、現在の状じよう況きようを残ざん酷こくなまでに示していた。

　次の生いけ贄にえが決まったのだ。

「なんなんだよてめーら！　誰かがボロを出すのを待って黙ってうつむいてるだけじゃねえか！　自分では魔女を探しもしないくせに、何様のつもりだよ！　なんの役にも立たないてめーらこそ死ぬべきじゃねーか！」

　半はん狂きよう乱らんの金切り声で叫ぶ。

　キョーコ自身もなにを言っているのかわかっていないのだろう。

　醜しゆう態たいを晒さらせば晒すほど魔女であるかのように見えてしまうということに、気がついていないようだった。

「あの、ちょっといいかな」

　申し訳なさそうな声でくるみがつぶやく。

「今言うことじゃないかもしれないけど、はっきりさせておいたほうがいいと思うし……」

「なんでしょうか？」

　サクヤの声に促うながされるようにして、くるみがちらりとフブキを見た。

「前回の〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉でフブキが、魔女が見つからなかったら次は自分に投票してもいいって言ったよね。あれはどうするのかなって」

　レナはゾクリとした。

　二日目の〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉の制定で、フブキは自分の提案を採用させるために「これで魔女が見つけられなかったら次は自分に投票してもいい」と約束した。結果として魔女は見つけられなかったのだから、フブキはその約束を守らなければならない。

　慌ててとなりのフブキに目を向ける。

　無表情な顔はぴくりとも動いていなかった。

「そ、そうだ！　魔女を見つけられなかった場合は責任を取って次は自分に投票しろって言っただろう！」

　キョーコが狂きよう喜きの叫さけび声を上げる。

　となりでサクヤが品のある笑えみを浮うかべた。

「投票を強制するようなことは致いたしません。皆様が魔女だと思う方に投票をするべきでしょう」

　穏おだやかとすらいえる声で告げる。

「ですが私見を述べさせていただくと、フブキさんは魔女ではないと思っております。仮にフブキさんが魔女なら、前回の〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉が失敗することはわかっていたはずです。なのに『失敗したら次は自分に投票してもいい』なんて言えるでしょうか」

「そう思わせるための演技の可能性もあるだろう！」

「もちろんその可能性はあるでしょう。これがただのゲームだったのならば、ですが」

　サクヤが笑う。表情は華はなやかなままなのに、その声はどこか冷たく感じられた。

「これは命を懸かけるゲームです。失敗したら容よう赦しやなく命を落とす。そんな中で、自ら疑われるようなことができますでしょうか？　もしも疑わしい人が他に現れなかったら、本当に自分が投票されてしまうかもしれないのです。

　しかもあの時点では、フブキさんはそれほど疑われてはいませんでした。わざわざリスクを冒すメリットはなにもないのです。もしもフブキさんが魔女だとしたら、あの〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉はいったいなんのために行ったのでしょう。まさしくハイリスク・ローリターンの自殺行こう為い。なんの意味もない命いのち懸がけの演技だったことになります」

　サクヤの言葉にキョーコも押おし黙だまった。

　そのまま電池が切れたかのようにイスの上へと落ちる。

　その表情はうつろになっていた。さっきまでの攻こう撃げき的な感情が噓うそのように消えている。

「違う……私じゃない、私じゃない……」

　メガネの奥で涙なみだがにじみ、一筋、二筋と頰ほおの上を滑すべっていく。

　無言の内にいくつもの視線が交かわされた。

　キョーコは本当に魔女なのだろうか？　怯えて泣きじゃくるこの女の子に、本当に投票してもいいのだろうか？

　誰だれもが迷っている。アキラの時と同じだった。

　涙ながらに自分は魔女じゃないと訴うつたえる姿は、誰にも演技には見えなかったはずだ。

　なのに投票した。結果として無実の女の子を殺してしまった。

　その後こう悔かいが皆の胸に刻みつけられている。

　誰もが証拠を欲ほしがっていた。

　投票されても仕方がないと言い訳できるだけの確固たる証拠を。

　今ここでいのりが魔女だと言えば、投票は変わるだろう。

　だが、それは──

　レナは苦く悩のうした。

　キョーコを助けるためにいのりを殺す。

　なんて残酷な選せん択たく肢しなのだろう。

　選べるはずがなかった。どちらを殺せばいいのかなんて、レナには選べない。人の命を天てん秤びんに掛かけることは、神様にだって許されない行為だ。

　それとも心が弱いだけなのだろうか。

　優ゆう柔じゆう不ふ断だんで自分ではなにも決められない弱虫だから迷っているだけで、普通の魔法少女だったらとっくに決めているのだろうか。

　キョーコを殺すか、いのりを殺すか。

　どちらの命が重いのかを、どうやって決めればいいのだろう。

　魔女は探さないと決めていた。魔女を生いけ贄にえに捧ささげることなく、全員が助かる道を探すべきだと思っていた。

　間ま違ちがっていたのだろうか。

　魔女を生贄に捧げて自分たちだけが助かる道を選ぶべきなのだろうか。

　他人の命を比べることは許されなくても、自分の命と他人の命ならば、秤はかりに掛けるのは仕方ないのだろうか。

　思い悩み、レナはうなだれた。

　意識が一点に集約され、研とぎ澄すまされた思考が周囲の情報を押し出していく。目に見えるものが見えなくなり、聞こえるものが聞こえなくなる。

　極限まで高められた集中力の中で、静かで小さな、だけど確かな声が響いた。




「瞬しゆん間かん移動の魔法を使えば、アイリだけを焼き殺せるじゃない」




　驚おどろいて顔を上げた。

　誰の言葉かわからなかった。

　レナだけでなく、他ほかの魔法少女たちも同じように顔を上げ、驚きの表情を浮かべている。

　瞬しゆん時じに理解した。

　誰かが狙ねらったのだ。皆みなの意識が離はなれる一いつ瞬しゆんを狙って、狙い澄ました一言を放った。

「そうだ！」

　キョーコが歓かん喜きの声と共に立ち上がる。

「アイリを焼き殺せるのは、瞬間移動の魔法が使えるリリアンヌだけじゃないか！」

　リリアンヌも激しい勢いで立ち上がった。

「ち、違ちがう！　ワタシの魔法では重い物は転送できないのよっ！」

「どうだか。どうせ噓をついてるんだろう。重い物っていったって、十キロなのか、百キロなのか、わからないし」

「ウソじゃないわ！　ウソだったら〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉第二の約やく定じよう『噓をついてはいけない』に違い反はんするじゃない！」

「全員が魔女ではないと明言したのに発動しなかった時点で、あの約定は実質的にはもう機能してないだろ！」

　リリアンヌが歯は嚙がみをしてにらみつける。反論する言葉が思いつかなかったのだろう。その隙すきにキョーコがたたみかける。

「証しよう拠こもない詭弁なんかに騙だまされる必要はなかった。魔法は一人ひとつだけ。これこそが絶対の法則。私の〈物質感応サイコメトリー〉では焼き殺すようなことはできないし、他の魔法だって同じ。それが可能なのはあんたの魔法だけ。つまりあんたが魔女ってことだよ！」

　勝かち誇ほこるように宣言する。

　アキラの時と同じだ。

　昨夜ゆうべの〈魔女の裁判アリスハンガー〉直前にも、同じように狙い澄ました一言によってアキラに投票する空気が作られた。

　レナはゾクリとした寒気を感じた。

　これが魔女の仕し業わざだとしたら、投票が操作されていることになるではないか。

　だが、そんなことが可能なのだろうか。

　たとえばとなりでフブキがなにかをつぶやいたとする。

　どんな瞬間に、どんな声を出そうとも、レナにはそれがフブキの声だとすぐにわかるだろう。なにしろすぐとなりなのだ、間違えるはずがない。それは誰でも同じだろう。

　誰にも気付かれることなく、声だけを全員に聞かせる。

　そんなことは不可能に近い。

　できるとしたら、それは魔法だけだ。

　他者に声を届かせる魔法。それが使えるのはハナだった。

　しかしハナはもういない。ならばいったい誰が──

「そもそもアイリを殺したのがどうして魔女だってわかるのよ！」

　リリアンヌが泣き叫ぶような声で叫んだ。

　キョーコが薄うすい笑みを浮かべる。

「それは自分がアイリを殺したと認めるってことか？」

「そんなこと言ってないじゃない！　それよりも、明らかに投票を操作しようとしているキョーコのほうが怪あやしいじゃない！」

「どちらが怪しいかはわかりませんが」

　サクヤがたおやかに声を発する。

「魔女以外にアイリさんを殺す理由があるのでしょうか」

「それは……」

「記き憶おくを読まれることを恐おそれた魔女がアイリさんを殺害した。これがわたくしの考えですが、他に可能性がありますでしょうか」

「それは……たとえば、アイリを魔女だと思って、それで……」

「一日目の投票が終わった直後の、あの時点でですか？　あの短い時間でルールを把は握あくし、アイリさんを魔女だと疑い、さらに殺害までする。そんなことが可能でしょうか。あまり現実的とは思えません。やはり魔女による犯行と見るのが妥だ当とうでしょう」

「でも……ワタシじゃない、ワタシじゃないのよ！」

　リリアンヌの声が悲痛に響ひびく。

　キョーコが狂きよう気きじみた笑みを浮かべ、残りの魔ま法ほう少女は沈ちん黙もくしていた。

　そのとき、荘そう厳ごんな鐘かねの音が響いた。

　ガラスの鐘を打つような甲かん高だかくて澄んだ音が、スフィア全体から鳴り響く。

　鐘の音は十二回を数えたところで鳴り止やんだ。

「みなさんお久しぶりなのです」

　テーブルの中央に、手のひらくらいの大きさの妖よう精せい、フィアが現れた。

「十二時になりましたのです。これより〈魔女の審問会アーリーオーダー〉をはじめたいと思うのです」

　レナたちのあいだに緊きん張ちようが走る。

「まずは簡単にルールのおさらいをするのです」

　フィアが空中で愛らしい笑みを浮かべた。

「投票はお手元の投票用紙にお願いしますです。魔女ではないかと思う方の名前を書いて、テーブルにある投票口に投票してくださいです。投票時間は五分間なのです。制限時間を過ぎますとペナルティがありますので注意してほしいのです。

　また、投票には禁止事じ項こうがあるのです。投票を妨さまたげるような行為。投票を引き延ばすような行為。投票を強要するような行為。投票を棄き権けんするような行為。投票用紙に自分の名前を書く行為。これらの行為は禁止するのです。違反した人は、魔女を探す意志がないものとして厳重な処しよ罰ばつを科しますので注意してほしいのです。

　投票には昼の十二時に行う〈魔女の審問会アーリーオーダー〉と、夜の十二時に行う〈魔女の裁判アリスハンガー〉がありますです。

〈魔女の裁判アリスハンガー〉で最多得票したかたは『魔女』であるとして〝処しよ刑けい〟されますが、〈魔女の審問会アーリーオーダー〉はあくまでも中間発表のようなものですので、最多得票者への〝処刑〟は行われません。どうぞお気軽に投票してくださいなのです。また、魔女でもないのに疑われた方は、どうぞ疑いをはらして、本物の魔女を見つけてほしいのです。そのための〈魔女の審問会アーリーオーダー〉なのです」

　噓だ、と思った。

　これはそんな優やさしいものなんかではない。

　最も多くの票を集める者は、現時点で一番疑われている者であり、十二時間後に死ぬ者なのだ。

　死へのカウントダウンを突つきつけて恐きよう怖ふと疑ぎ心しん暗あん鬼きを芽生えさせ、仲間同士の信しん頼らい関係にヒビを入れる。それが〈魔女の審問会アーリーオーダー〉の真の目的だ。

「ではでは時間もありませんので、どうぞ投票を開始してくださいなのです」

「わ、ワタシは魔女じゃないからねっ！」

「私だって魔女じゃない！」

　リリアンヌとキョーコが同時に声を上げた。

　お互たがい睨にらみ合あい、だがそれ以上なにも言うことなく席に戻もどった。

　フィアの説明はいつも最低限で、重要な情報が抜ぬけ落ちている。そのくせ聞いてもまともに答えないのだ。

　だから、どこまでが「投票を妨げるような行こう為い」「投票を引き延ばすような行為」に当たるかわからないため、迂う闊かつなことが言えないのだろう。

　バロットルームに沈黙が落ちる。

　張りつめた緊きん張ちよう感かんが心臓を握にぎり潰つぶす。物音ひとつない静せい寂じやくの中で、ペンを動かす微かすかな音だけがやけに大きく響いていた。

　ペンを持つレナの手は小刻みに震ふるえていた。

　誰だれかの名前を書かなければならない。

　レナは、いのりが魔女なのではないかと思っていた。

　だがひとつ問題があった。

　アイリが焼き殺されたときのことを忘れていたのだ。

　全身が炭化するほど激しく焼かれていたのに、ベッドには焦こげあとひとつ残されていなかった。そんなことは物理的に不可能である。魔法でも使わない限りは。

　いのりの魔法である〈治癒フアーストエイド〉は人の傷を癒いやす魔法だ。瀕ひん死しの重傷を負った茜を治しているし、その魔法が本物であるのは間ま違ちがいない。

　物も修復できると言っていたが、いずれにせよアイリを焼き殺せる魔法ではない。

　もちろんキョーコにだって無理だろう。

　考えられるとすれば、それは──リリアンヌしかいなかった。

　アイリをどこかへと転送し、そこで焼き殺した後、再びベッドの上へと戻す。

　それならばベッドに焦げあとひとつ残さずに、アイリだけを焼くことができるだろう。

「そんなこと……」

　レナの口から声が漏もれる。

　アキラの遺体にすがりつくリリアンヌの姿を思い出した。

　泣きわめいて親友の死を嘆なげくあの姿も演技だったのだろうか。アキラに投票したことを後こう悔かいし、必ず仇かたきを取ると暗い声で決意する今朝の態度も、すべて噓うそだったのだろうか。

　わからなかった。

　考えるほどに心が黒く染まり、なにもかもが信じられなくなる。

　正しい答えなんてわかるわけがない。だったら疑わしい奴やつから殺せばいい。

　そうささやく悪あく魔まの声を聞いた気がした。

　悩なやむ必要なんてない。所しよ詮せんはみんな他人なのだから。自分の命より大切なものがこの世にあるのだろうか？

「残り三分なのです」

　フィアの愛らしい声が響く。

　レナの手はまだ動かなかった。誰の名前を書けばいいのか、答えが見つからない。

　この投票の最も残ざん虐ぎやくなところは、誰かに投票しなければならないという点だろう。

　自分自身に投票することさえルールで禁じられている。疑わしい者がいなくても、犠ぎ牲せい者しやを決める死の票を入れなければならないのだ。

「レナ」

　短いが、決意のこもったフブキの声が聞こえた。

　自分の名前を書けと、そういうことなのだろう。

　レナは迷った。フブキの優しさに甘えてはいけない気がした。

　それは問題の先送りであり、なにも解決しない行為だ。今ここで答えを出さなければ、きっと十二時間後でも答えは出ない。

　でも、だけど──

「残り二分なのです」

　フィアの声に急せかされて、レナの手が動いた。

　書き終えた投票用紙を投票口に滑すべり落とす。

「全員の投票を確かく認にんしました。みなさん、お疲つかれさまでしたなのです」

　フィアが小さな腕うでを振ふり上げると、空中に光のキューブが現れた。

　小さな光の点が表面を躍おどり、寄り集まって文字を描えがき出す。

　誰もがその文字を食い入るように見つめていた。

「ではでは、結果発表なのです！」




　星ヶ崎リリアンヌ　５票

　槙村キョーコ　　　２票

　黒金フブキ　　　　１票




　一いつ瞬しゆんの静寂のあとに、けたたましい笑い声が響きわたった。

「あははははは！　そうよ、そうに決まってるわよ！　私が魔女なわけないじゃない！」

　キョーコだった。メガネの奥で爛らん々らんとした狂気の光をたたえている。

　対照的にリリアンヌは呆ぼう然ぜんとしていた。

　その表情にはなにも浮うかんでいない。空っぽの瞳ひとみで文字を見つめていた。

「最多得票者は５票の星ヶ崎リリアンヌさんなのです」

　場の空気にそぐわない明るい声が響く。

「ではこれで〈魔女の審問会アーリーオーダー〉を終わりますなのです。〈魔女の裁判アリスハンガー〉は夜の十二時開始なのです。それまで油断することなく魔女探しに励はげんでくださいなのです。ではでは、またお会いしましょう、なのです」

　にこりと愛らしい笑え顔がおを花はな咲さかせ、フィアの姿がかき消えた。

「そうよ、死ぬのよ！　魔女のあんたはここで死ぬのよ！」

　キョーコが叫さけび声ごえを上げ続けている。

「気分はどうかしら魔女さん？　アイリを焼き殺せるのはあんたの魔法しかないって、五人もの魔法少女が思ったんだ。あんたへの評価はもう覆くつがえらない。死ぬしかないんだよ！」

「もうやめて！」

　レナがたまらずに叫んだ。

「誰も犠牲者を出さない方法を探そうって約束したじゃない。それが一番いい方法だって言ってくれたじゃない！　なのに、リリィちゃんが死ねばいいだなんて、どうしてそんなひどいことを言うの……」

「はっ。お得意の理想論か？」

「そんなつもりじゃ──」

「じゃあどういうつもりなんだよ！」

　キョーコの怒ど声せいに、レナの肩かたがビクリと震えた。

「あいつは人殺しなんだ！　アイリを焼き殺し、親友に投票して処刑させ、今もこうして私を殺そうとした！　ただの死し刑けいなんて生ぬるい。泣いて震えて後悔しながら死ぬべきだろう！」

「でも……リリィちゃんが魔女かどうかなんて、まだわからないじゃない！」

「それがどうしたってんだ！」

　予想外の反論にレナは言葉を失ってしまった。

「どうしたって……魔女かどうかわからなかったら、投票できないじゃない……」

「魔女を見つけて殺すまでここから出られないんだ。魔女だという証しよう拠こがなくても、魔女だという疑いがあるなら殺していくしかない。そうだろ？　それともなにか。魔女だという証拠が見つかるまで誰にも投票しないつもりなのか？」

「……最後に投票するのは仕方ないかもだけど……でも、それしか方法がないだなんて思いたくないよ」

　大勢の死がレナの脳のう裏りにこびりついている。

　これ以上誰も失わない。全員でここから帰る。魔女を探すのではなく、このゲームそのものを終わらせる方法を探す。それが最善であるはずなのだ。

「きっと方法があるはず。あきらめちゃったらダメだよ。投票がはじまる前にこのゲームを終わらせる方法を、みんなで考えようよ」

「それで、その方法とやらが見つからなかったらどうするんだ」

「それは……」

　レナは答えられずにうつむいた。

「はっ。結局答えられねえじゃねえか。綺き麗れい事を言えばイイコトをしたことになるとでも思ってんのか？」

「わたし……そんなつもりじゃ……」

「じゃあどんなつもりだってんだよ！　そうやって綺麗事を言うだけのくせに、自分はなにも悪いことしてません、みたいな顔してんのが一番ムカつくんだよ！」

　思いもしなかった言葉にレナは打ちのめされた。

　自分は間違っていないつもりでも、キョーコにはそんな風に見えていたのだ。

「もういいわ」

　静かな声は、リリアンヌのものだった。

　立ち上がると、そばにいた魔ま法ほう少女たちが警けい戒かいするように距きよ離りを取った。

　リリアンヌはそんな魔法少女たちをうつろな目つきで見つめたあと、ふらつく足取りでレクリエーションルームへの階段を上っていった。

「リリィちゃん！」

　レナは慌あわてて追いかけた。

　階段の途と中ちゆうで追いついたレナに対し、リリアンヌは振り返りもせずに言った。

「レナも次の投票はワタシに入れていいよ」

「リリィちゃん……。そんなこと……」

「ドントウォーリー。大だい丈じよう夫ぶよ。ヤケになってるわけじゃないから」

　振り返ったリリアンヌは、妙みようにすっきりとした表情をしていた。

「さっきのレナの言葉でわかったの。投票を行うことなくこのゲームを終わらせる。ワタシへの投票が避さけられないのなら、投票が行われる前にこのゲーム自体を終わらせればいい。そうでしょ？」

「う、うん！　そうだよ！」

　レナは勢いよくうなずいた。

　リリアンヌに票が集まっていることは悲しいことである。だけど、リリアンヌがあきらめることなく、自分と同じように考えてくれたことはうれしいことだった。

「それに、方法もちょっとだけ思いついているんだ」

「方法って……このゲームを終わらせる方法が!?」

　あれだけ考えても手がかりすらつかめなかったのだが、リリアンヌにはその方法が思い当たるのだという。

「上手うまくいくかわからないし、できればやりたくはなかったけど……この状じよう況きようじゃそうも言ってられないからね。アキラのためにも、ワタシは必ず生き残る……」

　リリアンヌの顔に暗い陰かげが差した気がして、レナは目を瞬またたいた。

　その一瞬で陰は消え、元の疲れた笑みに戻もどっていた。

「サンキュー、レナ。心配してくれてありがとう。そろそろ戻ったほうがいいよ。怖こわいお友達が迎むかえにきてくれてるみたいだし」

　階段の入口を振り返ると、いつのまにかフブキが姿を現していた。

　無表情な瞳でじっとリリアンヌを見つめている。手には巨きよ大だいな刃やいばが握にぎられていた。

　フブキの〈加速限界アクセル〉ならば、階段の入口からリリアンヌに向かって切りつけるまで一秒とかからないだろう。

　フブキもまたリリアンヌを疑っているのだと知って、レナは少しだけ悲しくなった。







　フブキと共に階段を下りると、入口で待っていたサクヤが声をかけてきた。

「リリアンヌさんの様子はどうでしたか？」

「とりあえず、平気そうだったよ。少し疲れてるみたいだったけど、その──」

　続けようとした言葉をとっさに吞のみ込んだ。

　リリアンヌは、投票が行われる前にこのゲームを終わらせる、と言っていた。

　それをそのまま伝えることに、少しだけ迷いがあった。リリアンヌが疑われているこの状況では、その方法が妨ぼう害がいされると思ったのだ。

「……ヤケになってるわけじゃないって言ってた」

　フブキも会話を聞いていたはずだが、なにも言わなかった。レナが言わないと決めたことに対して、なにかを言うつもりはないらしい。

「暴れたりとか、そういうことは？」

「それは大丈夫。リリィちゃんは落ち着いてたよ」

　答えてから、レナは異常に気がついた。

　サクヤたち魔法少女全員が階段の前に集まっている。異様な雰ふん囲い気きに、レナは気け圧おされるようにして後ろに下がった。

「みんな、どうしたの……？」

　震ふるえる声で問いかける。

「決まってるだろうが！」

　真っ先に答えたのはキョーコだった。

「追いつめられた魔ま女じよが次になにをするのかなんてわかりきってる。虐ぎやく殺さつだ。私たち全員を殺す以外に、あいつが助かる道はもうないんだからな」

　メガネの奥の鋭するどい視線が、レクリエーションルームへの階段に注がれている。

「このまま投票の時間まで閉じこめておけば、それでゲームは終わりってことだよね」

　くるみが硬かたい顔でうつむいたままつぶやく。

　その一歩後ろで、いのりが暗い表情を浮かべていた。魔法少女同士で争うこの状況を憂うれえているのだろうか。

　少し離はなれた壁かべ際ぎわでは茜が腕を組んで成り行きを見守っている。

「閉じこめるだけじゃ生ぬるい。さっさと殺すべきだ」

　キョーコが強きよう攻こう策さくを主張する。

「今こうしてる間にも反はん撃げきの準備をしてるかもしれないだろう。あいつを殺せばゲームは終わる。次の投票を待つ必要もない！」

　あまりにも過激な発言だったのに、反対する者はいなかった。

　無言の中で視線を交かわし合い、次し第だいに決意を固めていく。全員の意志が強攻策へと傾かたむいていくのがレナには感じられた。

　これ以上誰だれにも死んでほしくない。たとえそれが魔女であったとしても。

　それがレナの偽いつわりのない本音だ。

　リリアンヌが魔女だというのであれば、それをフィアに報告することでゲームを終わらせたい。

　建前とはいえ、このゲームは魔女を見つけることが目的だったはずだ。処しよ刑けいまでするなんて間ま違ちがっている。

　言うまでもなくそれは理想論だった。誰だって、できるのであればそうしたいに決まっている。

　だけどできないのだ。

　あのフィアがルールの変へん更こうを認めるとは思えないし、誰が魔女なのかだって、誰にもわからない。リリアンヌが絶対に魔女であると思っている者はいないだろう。魔女である可能性が高い、という推測、あるいは魔女であって欲しいという願望にすぎない。

　キョーコのようになるのも仕方がない、と頭の中ではわかっている。

　一歩間違えれば次に死ぬのは自分なのだから。

　このデスゲームから抜ぬけ出す方法が魔女の処刑しかない以上、死にたくなければ魔女を殺すしかない。

　いくらレナでも、リリアンヌを助けるために、自分を殺してくださいとは口にできない。どんなに綺麗事を言おうとも、どうしたって死ぬのは怖い。震えるほどに怖いのだ。

　だからキョーコたちの行動は理解できるし、非難もできない。生命として当然の行動だ。

　だけど、レナの心はもう疲れきっていた。

　死の恐きよう怖ふと自分の理想のあいだで揺ゆれ動うごき、そのたびに打ちのめされてきた。

　弱り切った心の本音がそのまま口からこぼれてしまう。

「こんなこともうやだよ……」

　こぼれるような小声を聞きつけたキョーコが、鋭い視線を向けてきた。

「まだそんなこと言ってんのか？　いつまでもいい子ぶってんじゃねえよ！」

「本当にリリィちゃんを殺すつもりなの？」

「なにを今更──」

「どうしてそんな簡単に殺すなんて言えるの？」

　ぼろぼろと熱いものが流れ出す。

「助かるためには仕方ないかもしれない。わたしだって死にたくはないから……。でも、誰も死なないでこのゲームを終わらせる方法があったら、そっちのほうがいいに決まってるでしょ？

　ねえみんな、目を覚ましてよ。人を殺すことは当たり前なんかじゃない。とってもひどいことなんだよ。なのにどうして、誰も止めようとしてくれないの？　殺したほうがいいだなんて、どうしてそんなこと言うの？　あきらめないでよ。もっと他ほかの方法も探してよ。友達を殺すこんなゲームを当然と思わないでよ……」

　あふれ出す涙なみだを両手で受け止める。泣なき濡ぬれた声に魔法がこもる。

「お願いだから……おかしいって思ってよ……っ！」

　無意識に発動した〈真実の言葉ベストアンサー〉が、その場にいた魔法少女全員の心に突つき刺ささった。

　レナの心からの叫さけびが、レナが感じている悲しみそのままの純度で胸を締しめ付つける。

　あれだけ騒さわいでいたキョーコが、ピタリとその口を閉とざしていた。

　くるみが硬かたい顔のままでうつむき、いのりが泣きそうに顔を歪ゆがめる。

　フブキは目を閉じて押おし黙だまり、サクヤでさえも目の端はしに光るものを浮うかべていた。

　沈ちん黙もくが満ちあふれる。

　いくつかのすすり泣きが響ひびく中で、その声は静かに響きわたった。

「いろいろ考えたんだけどさ、絶対に確かなことがひとつだけあるんだよね」

　それはリリアンヌの声だった。

　はっとして階段を見上げる。だけどリリアンヌの姿はない。

　いったいどこから、と思ったとき、再度の声は背後から聞こえた。

「それは、ワタシは魔女じゃないってこと。これだけは絶対に確かなことで、これだけが絶対に確かなことなんだよね」

　リリアンヌは目の前にあるレクリエーションルームへの階段を上がっていったはずだった。なのになぜ後ろにある階段から下りてきたのだろうか。

　不安が急速に膨ふくれ上がっていく。

　背後の階段。その先につながるのは、ウエポンルームだ。

「だからね、考えたんだ。投票がはじまる前にどうやったらこのゲームを終わらせられるのか。答えは簡単だったよ。それはね──」

　ピン、となにかの跳はねる小さな音が響く。

　リリアンヌがなにかを放ほうり投げた。

　レナにはそれが、黒くてデコボコとした、鉄製のパイナップルに見えた。

　フブキがレナを抱だき抱かかえ、真横へと飛んだ。

　急激な加速であっという間に部屋の反対側に到とう達たつし、そのまま床ゆかへ押し倒たおされる。

　驚おどろく暇ひまもなく、激しい爆ばく音おんが響きわたった。

　爆ばく炎えんと衝しよう撃げきでバロットルームが激しく揺れる。真っ赤な紅ぐ蓮れんの炎が膨れあがり、木こっ端ぱ微み塵じんとなったテーブルの欠片かけらが雨のように降り注いだ。

　音が鳴り止やみ、煙けむりが晴れてからようやく、手しゆ榴りゆう弾だんを投げたのだ、とレナは気がついた。

　それも、全員が集まっていた場所の真ん中に。

　フブキが助けてくれなければレナは死んでいた。それどころか、全員が死んでもおかしくなかった。

「リリィちゃん、どうして……っ！」

　レナの叫びに答えたのは、狂くるったような笑い声だった。

「ワタシは魔女じゃない。イコール──ワタシ以外を全員殺せばこのゲームは終わるってことじゃない！」

　あまりにも一方的な理り屈くつにレナは立ち尽つくしてしまった。

　さっきの攻こう撃げきで犠ぎ牲せい者しやが出なかったことが唯ゆい一いつの救いだった。

「ついに本ほん性しようを現したな！」

　キョーコが吠ほえながら駆かけだした。

　リリアンヌが隠かくし持もっていた銃じゆうを取り出すと続けざまに発はつ砲ぽうした。

　キョーコはジグザクに動き、襲おそいかかる弾だん丸がんを紙かみ一ひと重えでかわしていく。

「たかが銃で倒せると思ってんのか？　魔ま法ほう少女なめんな！」

　さすがはＣ級ライセンスを持つ魔法少女である。強化された身体能力は、魔法の力が無くても銃じゆう弾だんを難なくかわしていった。

　下がりながら銃を撃うち続けるリリアンヌの背中が、壁かべに当たって止まった。一いつ瞬しゆんの隙すきを逃のがさずにキョーコが飛びかかる。

「くらいな！」

　手にしたナイフを勢いよく突き出した。

　その瞬しゆん間かん、リリアンヌの口元が歪んだ笑えみを象かたどった。

　キョーコが最後の一歩を踏ふみ出すと同時に銃口を手のひらへと押し当てる。

　引き金を引いた次の瞬間、銃弾がキョーコの眼前に現れた。

〈物質転送オービツト〉。物質を転送する魔法。

　キョーコは反応すらできなかった。

　銃弾が額を貫かん通つうする。

　赤い血しぶきを後頭部からまき散らして、キョーコの体が後ろへと吹ふき飛とんだ。

「あははっ。最初からこうすれば良かったわ！」

　リリアンヌが愉ゆ悦えつの笑みを浮かべる。

　そのまま手のひらに向けて連続で引き金を引いた。

　転送された銃弾がサクヤの眼前に、茜の頭上に、フブキの目の前に現れる。

「キル、ゼム、オール！　みんなまとめて殺してあげるわ！」

「……くっ！」

〈加速限界アクセル〉によって加速したフブキの刃やいばが銃弾を弾はじく。

　同時に茜とサクヤも動いていた。

　サクヤの〈桜反射リフレクシヨン〉が光の花びらを舞まい散ちらせ、リリアンヌに向けて銃弾を反射する。

　リリアンヌが身を屈かがめてかわすあいだに、茜が床の上を走った。

「あんたも死になさいよ！」
















　転送された銃弾が茜の前後左右を取り囲み、一いつ斉せいに襲いかかった。

「〈魔法少女の誓いアリス・オブリージユ〉も関係なしですか。つまりあなたが魔ま女じよだったと」

　狂きよう乱らんのリリアンヌとは対照的に、茜が冷静な眼まな差ざしで刀の柄つかに手をかけた。

「刀堂流抜ばつ刀とう術、居の型四番『春はる月つき』」

　鞘さやから抜き放つ動作にあわせて、舞まいを踊おどるようにくるりと一回転する。

　優ゆう雅がとさえいえるその一動作で、放たれた四発の銃弾が瞬またたく間まに両断された。

　軌き道どうのずれた銃弾が茜の脇わきをすり抜けていく。

　そのまま動きを止めることなく、流れるような足あし捌さばきで床の上を滑り、刀を振ふる。

　続けざまに三閃せん。

　とっさに投げたリリアンヌの銃が身代わりとなって両断され、残る二閃が床を切きり裂さく。発動した〈分離切断テンコマンド〉が無数の斬ざん線せんを生み出し、リリアンヌの足あし下もとを粉々に切り裂いた。

「シット！」

　舌打ちと共にリリアンヌが落下していく。

　茜は淀よどみない動作で刀を鞘に収めると、重心を深く落として身構えた。

「刀堂流抜刀術、居の型零ぜろ番、裏うら奥おう義ぎ──」

　柄に当てた手が軽く握にぎられたと思った瞬間、神速の居合い抜きが放たれた。

「──『冬とう景けい・枯かれ桜ざくら』！」

　低い重心から全身の力を使って放たれる、大木の如ごとき豪ごう腕わんの一いち撃げき。

　それは斬ざん撃げきではない。鉄の刃を鈍どん器きと見立てて振るわれる、優美さも華か麗れいさもかなぐり捨てた殺人のための裏奥義。ただの一ひと振ふりでどんな大木でも内部から破は裂れつさせて立ち枯らす、必殺の一撃が襲いかかる。

　リリアンヌは空中で身動きがとれない。回かい避ひは不可能だ。殺やった。誰だれもがそう思った。

　その刹せつ那な。

　リリアンヌの口元が愉悦に吊つり上がった。

　しなやかな手が襲いかかる刀に触ふれる。

　触れた刀の先せん端たん部分が消失し、茜の首元へと転送された。

　神速の居合いを振り抜く動作そのままに転送された切っ先も振り抜かれ、茜の首を切り飛ばす。

　赤い噴ふん水すいを噴ふき上げて刀の魔法少女が倒れた。

「あははははっ！　これで二人！」

　狂きよう気きの笑い声がこだまする。

　追いかけるように着物姿の魔法少女が崩くずれた穴に飛び込んだ。

「少しお遊びが過ぎるようですわね」

「ウェルカムターゲット！　次はアンタね！」

　歓かん喜きの声と共に銃弾が転送される。

　サクヤが空中を蹴けると、見えない壁に反射されるようにして銃弾をかわした。

「やるじゃない！」

「この程度なら造作もありません」

「なら、これはどう!?」

　背中に隠していた短機き関かん銃じゆうを取り出す。

　手のひらに押し当てた銃じゆう口こうから、パラララララ、とタイプライターのような軽快な音が連続する。音は軽くてもそれは悪あく魔まの咆ほう哮こうだ。一分間に千五百発という恐おそるべき速度で弾たまが吐はき出され、そのすべてがサクヤの周囲へと転送される。

「な……っ！」

　真っ黒な蠅はえがたかるかのような隙すき間まのない銃弾の包囲。逃にげ場ばのない死の牢ろう獄ごくだ。

「避よけられるものなら避けてみなさいよ！」

　前後左右上下のすべての方向から銃弾が襲いかかる。

　品の良いサクヤの顔が焦あせりに歪ゆがんだ。

「〈桜反射リフレクシヨン〉全方位展開フルレジスト！」

　無数の光が花開き、サクヤを囲むように発生した対反射力場が銃弾のすべてを弾き返す。

　しかし銃弾の雨は止まなかった。

　どんなに優ゆう秀しゆうな魔法少女でも、魔法を無限に使い続けられるわけではない。

　絶え間なく襲いかかる無数の弾丸が、魔法の効果が切れるわずかな一瞬の隙を突ついてサクヤの防ぼう御ぎよ壁へきを撃ち破った。

「く……っ！」

　銃弾の一発が太ふと腿ももに突き刺ささる。

　とっさに膝ひざを突いたサクヤの後頭部に、リリアンヌの銃口が押しつけられた。

「チェックメイト。これで三人目ね」

　サクヤに向けて引き金を引く、その直前、高速で飛来した刃が銃じゆう身しんに突き刺さった。

　行き場を失った弾丸が銃身内で暴発。銃じゆう把はを握っていたリリアンヌの手を吹き飛ばした。

「きゃあっ！」

　吹き飛んだ手を押さえてリリアンヌがうずくまる。その隙にサクヤが振り返った。

「これはほんのお礼ですわ」

　ニコリと微笑ほほえみ、残された腕うでに触れる。

　風船が割れるような音と共にリリアンヌの腕が破裂した。

　獣けもののような絶ぜつ叫きようが響ひびきわたる。

　腕を失ってよろめくリリアンヌに向けて、小さな影かげが床を走った。

〈加速限界アクセル〉によって加速したフブキの体当たりがリリアンヌを弾き飛ばす。

　吹き飛ばされたリリアンヌが片かた腕うでで立ち上がったそこは、茜によって切り裂かれたガラス壁へきの前だった。

　フブキの横にサクヤが立つ。

　階段を駆け下りて追いついたレナとくるみ、いのりもその後ろに並んだ。

「あきらめろ。その怪け我がではもう勝ち目はない」

　フブキが冷れい酷こくに告げる。

　相対するリリアンヌは、青い瞳ひとみを血走らせながら睨にらみ返してきた。

「ファック！　今いま更さら……後に引けるわけないでしょっ。アンタたち全員を殺すまで、ワタシは──！」

　そのとき、ガクンとリリアンヌの体が落ちた。

　それはもしかしたら茜の執しゆう念ねんだったのかもしれない。死してなお消えることのなかった怨おん念ねんが、リリアンヌの体を地じ獄ごくへと引きずり落としたのだろう。

「あっ……」

　足下の床ゆかが崩れ、リリアンヌの体が虚こ空くうへと投げ出された。

　床の縁ふちに捕つかまろうと伸のばした手はむなしく空を切り、亀き裂れつへと吞のみ込まれていく。

「リリィちゃん！」

　意識するよりも先に体が動いていた。

　穴へと駆け出したレナは、眼下の光景を見て愕がく然ぜんとした。

　星明かりひとつ無い闇やみの中に、リリアンヌの姿だけが浮うかんでいた。

　レナの脳のう裏りに、いつか聞いたフィアの言葉がよみがえる。

　──ここはナイトスフィア以外なにもない世界なのです。一度重力圏けんから離はなれると、無限の闇を永遠に落ち続けるのです。

　落下するリリアンヌは必死に手足を泳がせていたが、一度落ちた体が戻もどることはなかった。闇の中を真っ逆さまに落ちていく。くるみやいのりが横に並んだが、できることはもうなにもなかった。リリアンヌの顔が歪んだ。なにかを叫さけんだように見えたが、次元の狭はざ間まに声は響かなかった。

「リリィちゃん……っ！」

　届かない。そうわかっていても、レナは手を伸ばした。

　落ちていくリリアンヌもまた手を伸ばした。その姿は遥はるか彼方かなたにある。救いを求める手が届くはずもない。瞬く間に遠ざかっていく。

　涙なみだがこぼれ落ちるのを止められなかった。

　まただ。目の前で大切な友人が失われたのに、またなにもできなかった。もう誰も失わない。全員でここから帰る。そう決意したのに、レナはただ見ているだけだった。

　悲ひ嘆たんに暮れるレナの手に、軽い感かん触しよくが伝わってきた。

　恐る恐る開くと、いつのまにかリリアンヌのネックレスが握りしめられていた。

〈物質転送オービツト〉でレナへと託たくしたのだろう。

「リリィちゃ──」

　声が途と切ぎれる。

　リリアンヌの姿はもう、どこにもなかった。

　豆まめ粒つぶよりも小さな金色の点がひとつあるだけで、それもすぐに見えなくなる。

　星明かりひとつない無限の闇だけが足下に広がっていた。

　同じようにのぞき込んでいたくるみやいのりも、絶句したように闇を見下ろす。

　その時、部屋の中に小さな妖よう精せいが現れた。

　愛らしい笑えみを浮かべてくるんと舞まい踊る。

「槙村キョーコさん、および刀堂茜さんの死亡を確かく認にんしました。ですが残念ながらお二人とも魔女ではなかったのです。

　また星ヶ崎リリアンヌさんの圏けん外がい離り脱だつを確認しました。ナイトスフィアへの帰き還かんは不可能なため、これをもって魔女の処しよ刑けいと同様の──あっ。今リリアンヌさんの死亡を確認しました。ですが残念ながらリリアンヌさんも魔女ではなかったのです」

　愛らしい笑顔のまま宣告する。

　あまりにも簡単に告げたため、フィアが口にした意味を理解できなかった。

　死んだのだ。三人もの魔ま法ほう少女が、この一いつ瞬しゆんで。

「どうして……？」

　ネックレスを胸の前で握りしめ、レナは小さく嗚お咽えつする。

「どうしてこうなっちゃうの……？」

　誰も犠ぎ牲せいにならない方法を探していた。

　それこそが理想だと皆みなに説いて回った。

　上手うまくいかなくても、思いは伝わるはずだと信じていた。

　なにか方法があるはずだ。そう自分に言い聞かせてきたし、話せばみんなもわかってくれると信じていた。

　だけど、レナの言葉は誰の胸にも届いていなかった。

　リリアンヌも、茜も、キョーコも、サクヤも、フブキですらも、人が人を殺すことは仕方がないと思っている。

「どうして……っ」

　悔くやしくて涙が出た。怒いかりの感情が煮にえたぎって心を焼き尽つくそうとする。

　自分のことを理解してくれない皆に腹が立った。頑かたくなに考えを変えようとしない皆に腹が立った。それ以上に、なにもできない無力な自分に腹が立ち、情けなくて涙が出た。

　理想はしょせん理想だった。

　夢は叶かなわないまま終わり、最悪の結末を迎むかえた。

　残る魔法少女はたったの五人だ。

「これでわかったことがあります」

　足を銃じゆう弾だんで撃うち抜ぬかれながらも、サクヤは笑みを絶やさないままにつぶやいた。

「どうやら〈魔法少女の誓いアリス・オブリージユ〉は機能していないようです」

　すべての魔法少女は「いついかなる場合においても相手を死に至らしめてはならない」という「非ひ殺さつの誓い」をかわしている。これを破れば魔法少女としての資格を剝はく奪だつされ、魔法も使えなくなるのだという。

「二人の魔法少女がリリアンヌさんの手で殺害されました。知っていたのかどうかはわかりませんが、殺人を犯おかしても魔法少女の資格は剝奪されないようですわね」

　息を吞のむような沈ちん黙もくがあった。

「それから、これを見てください」

　サクヤが屈かがみ込み、崩れた床の切断面に指を這はわせる。

「自然に崩れたのなら、ボロボロの断面になるはずです。ですがこれはまるでナイフで切断したかのように滑なめらか。誰だれかが故意にやった証しよう拠こですわ」

　レナは怯おびえたように首を動かした。

「誰かがって……いったい誰が……」

「魔ま女じよです」

　サクヤは断言した。

「どのような魔法を使ったのか存じませんが、それは今更ですわね。

　どうやらわたくしは勘かん違ちがいをしていたようです。魔女は疑われないように隠かくれているものだと思っておりました。ですが逆だったのです。いつまでも疑われないなんて不可能に近いですし、フブキさんのように〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉で追いつめようともしてくるでしょう。魔女が隠れるのはどんどん難しくなっていきます。時間をかければかけるほど、魔女にとっては不利になるのです。

　最も確実に生き残る方法は、奇くしくもリリアンヌさんが仰おつしやってました。投票がはじまる前に自分以外を皆みな殺ごろしにすること。これこそが、魔女がとるべき戦略だったのです」

　レナは首を振ふった。

　否定したかったのではない。理解したくなかったのだ。

「ククク……カカカカカカカカカカカッ！」

　呼んでもいないのに醜しゆう悪あくな哄こう笑しようが響きわたる。

「これだからやめらんねえ！　もっと見せてくれよ、てめーらの本ほん性しようをよ！」

　耳みみ障ざわりな声から逃のがれるようにして、レナはその場に座り込んだ。

　両手で耳をふさぎ、響きわたる笑い声を遮しや断だんする。

　どうしてこんなに辛つらいことばかりが起きるのだろう。

　レナは子供のように泣きじゃくった。
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　バロットルームに戻ると、先ほどの惨さん劇げきは夢だったのではと思うほどキレイになっていた。赤く染まった床や天てん井じようは元の白さを取り戻し、キョーコと茜あかねの遺体はすでに片付けられている。

「壊こわれても修復しない」とフィアが言っていたように、崩くずれた箇か所しよはそのまま残されていた。ただし爆ばく発はつで半はん壊かいしたはずのテーブルだけは元通りになっていた。

「投票で必要だからなのかもしれませんわね」

　サクヤがつぶやき、レクリエーションルームへと足を向ける。

　その足はいのりの〈治癒フアーストエイド〉によって完治していた。

「サクヤちゃん、どこ行くの……？」

「ひとつ確かめなければならないことがあります」

　たおやかな笑みを浮かべて階段を上っていく。

　レナも一点だけ気になっていることがあった。たぶんサクヤと同じ疑問だろう。そしてなんとなく、答えもわかっていた。

　きっとこの先には見たくないものがある。

　気が乗らないが、それでも自分の目で確認しなければいけなかった。

　重い足取りで階段を上る。ぞろぞろと他ほかの魔法少女たちもついてきた。

　レクリエーションルームに入ってすぐにそれは見つかった。

「リリィちゃん、どうして……」

　思わず声がこぼれる。

　レナが見ているのは、レクリエーションルームとウエポンルームを隔へだてる大きな壁かべだった。壁がある限りこの部屋からとなりのウエポンルームには移動できない。

　だがリリアンヌは移動し、大量の武器を携たずさえて攻こう撃げきしてきた。爆ばく弾だんかなにかで壁を破は壊かいしたのなら音ですぐに気がつくだろう。それがなかったということは、なんらかの魔法を使ったということだ。

〈物質転送オービツト〉は、実は自分も転送できるのか、別の方法で移動したのか。それを確かめに来たのだ。

　そして答えは目の前にある。

　二つの部屋を隔てる壁に、人ひとり分の穴が開いていた。

　床ゆかには握にぎり拳こぶし大の瓦が礫れきが無数に転がっている。瓦礫はナイフで切り取ったようにキレイな表面をしていた。

　その一つを拾い上げてサクヤが笑みを見せる。

「リリアンヌさんの魔法で壁を少しずつ転移させて、穴を開けたのでしょう。自分自身を転送できないというのは本当だったようですわね」

　床に転がるボール状の瓦礫の数は、一つや二つなんかではない。数え切れないほど大量に転がっている。

　これらを一つずつ削けずりだして捨てるのは、簡単な作業ではなかっただろう。

　一時の感情で衝しよう動どう的にできることではない。

　揺ゆらぐことのない確かな決意と、やり遂とげるための冷静な執しゆう念ねんが必要だ。

「どうしてなの、リリィちゃん……」

「それはレナさん、貴女あなたのせいですわ」

「え……？」

　突とつ然ぜんの言葉にレナは呆ほうけた声を上げた。

「わたしのせい……？　どうして……？」

　意味がわからなすぎて、驚おどろくこともできない。そんなレナに向けてサクヤが微笑ほほえむ。

「レナさんの『投票がはじまる前にゲームを終わらせる方法を探そう』という呼びかけが、追おい詰つめられたリリアンヌさんに最後の手段を思いつかせたのです。自分以外を殺していけばこのゲームは終わるはずだ、という最後の手段を」

　レナは言葉を失った。

　確かにそう言った。それは間ま違ちがいない。しかし──

「そんな、そんなつもり……」

「投票後にリリアンヌさんの様子をたずねたとき、レナさんは一瞬言いよどんでから『リリアンヌさんの様子はいつもと同じだった』と仰おつしやいました。ですがあのとき、本当はなにか別のことを言おうとしたのではないですか」

「別のことって……」

「たとえば、ゲームを終わらせる方法を思いついた、とかでしょうか」

　確かに階段で話をしたとき、リリアンヌは「投票前にゲームを終わらせる方法がある」と言っていた。あの時点ですでにこの計画を思いついていたのだろう。

　暗い感情を胸の内に隠したまま、笑顔でレナを追い払はらったのだ。

「キョーコさんも、追い詰められた魔女が取る方法はひとつしかない、と仰っていました。リリアンヌさんが話した内容を教えていただければ、いくらでも対策はあったのです」

「でも……そんなこと、思いもしなくて……ゲームを終わらせる方法があるならって、わたし……」

　はあ、とわざとらしいようなため息の音が聞こえた。

「理想を追い求めるのが悪いとは申しません。誰も死なない方法があるのなら、それが一番であることは間違いないのですから。

　ですが、理想はあくまでも理想です。なのにレナさんは理想を追い求めるあまり、リリアンヌさんをかばってしまった。それが先ほどの惨劇を招いたのです。どうしてこんな結末になったのかと仰いましたね。答えはもうおわかりでしょう。レナさんのせいです」

　のろのろと目を向けるレナに、サクヤが微笑む。

「レナさんが殺したのです」

　サクヤの声が弱り切ったレナの心にこだました。

　レナのせいなのだ。レナのせいでリリアンヌは計画を思いついた。レナのせいで止めることができなかった。

　ふらついた足から力が抜け落ち、崩れるように座り込んだ。

「わたしの……せい……？」

　突然、一条の銀ぎん閃せんが横切った。

　光の花びらが舞まい散ちり、フブキの投げた大型の刃やいばがサクヤの眼前で停止した。

　あと一秒遅おそかったら自らを貫つらぬいていたにも拘かかわらず、サクヤは婉えん然ぜんと微笑んだ。

「どうしたのですかフブキさん。なにをそんなに怒おこっていらっしゃるのでしょう」

「黙だまれ。その口を閉じろ。でなければ殺す」

「まあ怖こわいですわね。ですがフブキさんは少し過保護なのではないでしょうか」

「なにを──」

「フブキさんは思わないのですか？　このような状じよう況きようになってもまだ綺き麗れい事を口にするだけのレナさんを、少々鬱うつ陶とうしいと」

「黙れと言っただろう！」

　両手に生み出した刃を左右から同時に叩たたきつける。〈加速限界アクセル〉による高速の斬ざん撃げきは、〈桜反射リフレクシヨン〉によって防がれた。

「なにを焦あせっているのですか。フブキさんも本当は思っているのでしょう。レナさんの行動は少々目に余ると」

「私は──」

「杞き憂ゆうとは思いますが念のため忠告致いたしますと、噓うそをつけば〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉に違い反はんしたことになり、命を落とします。発言には気をつけてくださいませ」

「………………」
















　フブキはそれ以上なにも言わなかった。

　冷静な表情の奥で唇くちびるをかみしめながらサクヤをにらみつけている。

　サクヤの言葉を否定できないのだろう。フブキもまたレナを偽ぎ善ぜん者と思っているということだ。

　フブキだけでなくいのりやくるみも、なにも言わずに黙ってレナから視線を逸そらした。

　レナは愕がく然ぜんとした。

　これ以上一人も犠ぎ牲せい者しやを出したくないという考えは間違っていたのだろうか。

　凍こおりついた空気の中をサクヤが悠ゆう然ぜんと歩んでいく。下り階段に差し掛かかったところで、冷静な声が呼び止めた。

「待て。ひとつ聞きたいことがある」

　フブキの言葉にサクヤが振り返る。

「なんでしょうか？」

「貴様の〈桜反射リフレクシヨン〉は運動する物質を反射させる魔ま法ほうだったはずだな」

「ええ。それがなにか問題でも？」

「だとしたら、リリアンヌの腕うでを破は裂れつさせたあれはなんの魔法だ」

　鋭するどい視線で問いかける。対するサクヤは婉えん然ぜんと微笑んだままだった。

「大したことではありませんわ。人間の体には常に、外側から押おし潰つぶそうとする空気の圧力と、体内から膨ぼう張ちようしようとする力が釣つり合った状態で存在しております。そのバランスを少し崩すだけで、人間の体は簡単に潰れたり破裂したりするのです」

　笑顔のままで解説する。

「それよりわたくしからもひとつ質問がございます。フブキさんの〈加速限界アクセル〉はご自身を加速させる魔法だと伺うかがった記き憶おくがあるのですが、わたくしを助けていただいた際に投とう擲てきされた刃はずいぶんと速いように感じました。刃で鉄の銃じゆうを貫くのも容易ではないでしょう。なにかの魔法ではないかと推測しているのですが、考えをお聞かせ願えませんか？」

　品のある笑みを絶やすことなく滔とう々とうと述べる。

　フブキはかすかに眉まゆを動かし、やがて短く息を吐はいた。

「私の魔法は私自身を加速させるものではなく、物質の移動速度を速めるものだ。だから投げた刃を加速させることもできる」

「ふふ。やはりそうでしたか。念のために、噓をついた理由を伺っても？」

「……手の内をすべて晒さらしたりはしないように心がけている。それだけだ」

「ナイトスフィアに来たばかりのあの時点で、もうわたくしたちを警けい戒かいしていたということでしょうか？」

「そうだ」

　フブキが短く答える。

「じゃ……じゃあ……フブキさんが魔ま女じよということですか……？」

　声を震ふるわせたのはいのりだった。

「魔女はここに来る前から……このゲームを知っていた……。ゲームがはじまってもいなかったあの時点で警戒できたのは……このゲームが殺し合いのゲームだって、知っていたから……。つまり……」

　違ちがう、とレナは言いたかった。

　自分だけが助かりたいとか、そのために人を殺すとか、フブキちゃんはそんなひどいことはしない。

　だが、声は出なかった。

　打うち砕くだかれた心が、喉のどを震わせる力をレナから奪うばい取っていた。

「リリアンヌさんが落ちたのだって……フブキさんが押し飛ばしたからでしたし……。やっぱり……フブキさんは……」

「だったら──」

　フブキの声が怜れい悧りに響ひびく。手を伸のばすと、そこに巨きよ大だいな刃が現れた。

　ひぃっ、と悲鳴を上げていのりが後ずさる。その目の前の床に刃を突つき立たてると、フブキは背中を向けた。

「──それで私を刺さすといい。後で投票されるのも、今殺されるのも同じだ。私を魔女だと思うのなら、今ここで殺せばいい」

　いのりが呆ぼう然ぜんとフブキの背中を見つめる。

　膝ひざを折るようにかがみ込むと、突き立てられた刃を手に取った。

　その手は小刻みに震えている。

　いのりの仲間であったハナも、アイリも、龍たつ美みも、みんな死んでしまった。その手にこもるのは、助かりたいという思いだけではないだろう。

　ゆっくりと、ゆっくりと、いのりの手が持ち上がる。

「やめて……いのりちゃん……お願い……」

　レナの声が弱々しく響く。

　震える切っ先がフブキの背中に向けられる。カチカチと音が鳴る。いのりの歯が震えて打ち合う音だった。

　フブキは動かない。目を閉じたまま背中を向けている。その顔には恐きよう怖ふも焦しよう燥そうも見られなかった。背後に迫せまる運命の刃をただじっと待ち受けている。

「ううう……」

　呻うめくような声がかすかに響く。

　握にぎりしめられた刃が不意に強く動き、からんと音を立てて床ゆかに落ちた。

　いのりの目から幾いく筋すじもの涙なみだが浮うかんではこぼれ落ちていく。

「うううぅぅぅぅぅっ！」

　しゃがみこみ、押し当てた手のひらの隙すき間まから慟どう哭こくの声を響かせた。

　投票することと、刃で刺すことは、結果は同じでも意味はまったく違う。

　投票できるのは、それが自分一人ではないからだ。みんなで決めた結果なんだ、と言い訳できる。殺したのは自分じゃない。そう言い聞かせることができる。それが少女たちの精神をギリギリのところで保っている。

　だけど刃にはその言い訳がない。自らの手と意志でその命を奪うのだ。そんなこと、本来ならばできるはずがない。

　だがリリアンヌは銃を手に取った。

　追い詰められたリリアンヌの中でどんな変化があったのか、本当のところは誰だれにもわからない。

　真綿で首を絞しめるような死へのカウントダウンと、仲間を売ることで自分が助かる投票のシステムが、本来なら不可能なはずの凶きよう行こうへと少女たちを走らせるのだ。

　レクリエーションルームには五人の魔法少女がいる。

　たったの五人だ。

　はじめは十三人もいたはずなのに、わずか三日で半分以下にまで減っていた。

　最後の一人になるまでこのゲームは続くのだろうか。それとも、どこかで終わりを迎むかえるのだろうか。

　気がつけば、室内にいるのはレナとフブキの二人だけになっていた。

　部屋に戻もどったのだろう。レナも戻りたかったが、座り込んだまま体が動かなかった。

「フブキちゃん……わたし、まちがってたのかな……」

　ぽろぽろと涙がこぼれる。

「わたしのせいでみんな死んじゃったのかな……」

　レナの無責任な言葉がリリアンヌを凶行へと走らせてしまった。

「わたしがいなければ、みんなは……」

「違う！　レナのせいではない」

　フブキが優やさしい言葉をささやく。

「悪いのは魔女と、このゲームそのものだ」

「でも……」

「レナの他人を思いやる優しさはすばらしいものだ。それは決して失ってはならない。しかし、すべてを守ろうとして、結果としてすべてを失ってしまっては意味がない。時には切り捨てることも必要だ。優しいだけでは世界は救えないし、レナも守れない」

　フブキの声が静かに響く。

「戦わなければ守れないものもある」

　フブキの言葉を否定することは、レナにはできない。

　犠牲者は出さないと言いながら、すでに八名もの命が失われているのだ。

　手て遅おくれなのだ。なにもかもが。レナにできることはもうなにもない。襲おそいかかる運命を無気力に受け入れるだけだ。

　そのままずっと、二人はそこにいた。

　言葉を交かわすこともなく、夢と現うつつの狭はざ間まで行ったり来たりを繰くり返す。

　夢の中で、あるいは現実の中で、誰かの温ぬくもりがレナの手を握りしめた。

「なにがあっても、レナだけは私が守る」

　冷静な声が聞こえる。

「そのためならば、私は──」

　ありがとう、とレナは思った。声にはならなかった。無言のまま親友の手を握りしめる。

　握りしめながら、ぼんやりと思う。

　フブキちゃんはわたしのために、いったいなにをしてきたのだろう、と。







　どんなに辛つらくて悲しくても、時間だけは等しく流れていく。

　変わることなく淡たん々たんと、無む慈じ悲ひなまでに粛しゆく々しゆくと、辛い時を押し流し、過ぎた過去を忘れさせ、新たな未来を運んでくる。

　その流れに逆らえる者は誰もいない。魔女ですらも。神ですらも。

　悲しみを癒いやす暇ひまもなくその時は三み度たび訪おとずれた。

　鐘かねの音が鳴る。

　スフィア全体に響きわたる、ガラスを打つような澄すんだ鐘の音が、十二の時を数える。

　真夜中は魔女の時間。

〈魔女の裁判アリスハンガー〉がはじまる。







「ではでは、これより夜の投票〈魔女の裁判アリスハンガー〉をはじめるのです」

　レナたちがバロットルームに入ると、すでに他ほかの魔ま法ほう少女は全員席に着いていた。

「少し時間が過ぎていますが、これくらいなら大目に見るのです。魔女と思う方の名前を書いて、投票してくださいなのです。最も多くの票を集めた方を魔女として〝処しよ刑けい〟しますです。時間は五分間なのです。ではでは、投票を開始してくださいなのです！」

「すでに他の方にはお話ししましたが、レナさんたちのためにもう一度説明しましょう」

　開始と同時にサクヤが口を開いた。

「残りは五名しかおりません。魔女が積極的にわたくしたちを殺そうと狙ねらってくる以上、投票を操作される危険性を排はい除じよしなければなりません」

　サクヤの言葉にフブキがうなずく。

「その通りだ。だがどうする？」

「投票を皆みなで相談して決め、全員の投票先を統一しましょう。五人で決めれば、魔女一人の票で操作される危険性は減るはずです」

　答える声はなかった。

　サクヤの提案はもっともらしいように聞こえる。

「わたくしは、レナさんは魔女ではないと考えています。レナさんの考え方に思うところはありますが、だからこそ魔女ではないと考えられます。フブキさんも同様でしょう。そしてくるみさんも、ずっと一いつ緒しよに戦ってきた仲間ですから、魔女ではないと信じています。なので──」

　笑えんだままの瞳ひとみが最後の一人、いのりに向けられた。

「え？」

「──わたくしは、いのりさんに投票したいと思います」

「な……なんで……っ」

　慌あわてたように立ち上がる。

「私は……魔女じゃありません……。私よりも……フブキさんのほうが……」

「いのりさんはフブキさんに投票するということですね。くるみさんはどうですか？」

　となりに座るくるみが、ゆっくりと室内の魔法少女たちを見回した。

「ボクは……サクヤと同じにするよ。サクヤはボクなんかよりもずっと頭がいいし、今までも一度も間ま違ちがったことはなかったから。

　それにレナとフブキは……ボクの目から見ても魔女ではない気がする。証しよう拠こなんかないただの勘かんなんだけど……二人がアイリやリリアンヌを殺すところをイメージできないんだ。だから……」

　最後の言葉はかすれるように消えた。周囲を見み渡わたしていた視線がいのりに向きかけ、直前で伏ふせられる。

「サクヤの案に私も賛成だ」

　フブキも答えた。

「私の目から見ればサクヤもくるみもいのりも同じように魔ま女じよの可能性がある。しかしサクヤの提案はいつも、魔女に有利になるというよりは、魔女を追いつめる効果のほうが強いように思う。可能性という点でいうのなら、サクヤは現時点ではまだ魔女の可能性が低いだろう。そのサクヤが信じるというのだから、くるみもある程度は信じていい。それに物質も修復できるのなら、ベッドごとアイリを焼き殺したあと、ベッドだけを修復することもできたはずだ」

「なんで……なんでですか……」

　悲痛な声が響ひびきわたる。

「私……なにもしてないです……。なにも悪いことしてないです……。あなたこそ魔女なんでしょ……！　噓うそをついて私たちを騙だまして……リリアンヌさんを殺したんじゃないですか……！」

　醜みにくい叫さけび声ごえに、レナは耳をふさぎたくなった。

　傷ついた人を癒したい、という思いから〈治癒フアーストエイド〉の魔法が生まれたのだという。そんないのりが口くち汚ぎたなく罵ののしるなんて信じたくなかった。

「レナは……レナはどう思ってるのですか……!?　私は魔女じゃないって……みんなに説明してください……！」

「………………。私は……」

　ためらうように口を閉とざす。

「残り三分です」

　フィアの声が聞こえた。

　制限時間内に投票しなければ処しよ罰ばつを受ける。どのような処罰なのかわからないが、おそらくは命を奪うばわれるのだろう。

　焦あせりと恐きよう怖ふに押されるようにして、レナは声を絞しぼり出だす。

「……一日目の〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉の時、みんなで投票してルールを決めたよね。あの時、いのりちゃんも途と中ちゆうから議論に参加して、投票もしてた」

「はい……そうです……。それが……なにか……？」

　いのりの声が恐怖に震ふるえている。

　その先を言うかレナは迷った。

　言えば決定的な疑問をぶつけることになる。いのりが魔女であると、突つきつけることになる。自分が、また、殺すのだ。

　だけどもう後には引けない。

　それにもしかしたら、レナの勘かん違ちがいかもしれないのだ。いのりは魔女ではないという証拠を、いのり自身の口から聞けるかもしれない。

　わずかな希望にすがるようにして、続きの言葉を吐はき出す。

「でもね、茜ちゃんは参加してなかった。今朝聞いた話によると、ルールの説明が聞こえてなかったからって言ってた」

「それが……いったい……」

「いのりちゃんは茜ちゃんの傷を治してたから一緒にいたはずだよね。〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉の説明は、茜ちゃんには聞こえてなかった。なのに、一緒にいたはずのいのりちゃんはどうして聞こえてたの？」

　いのりの顔色が変わった。

「そ、それは……」

　こぼれた言葉がかすれて消える。

　レナは悲しくなった。言いたくはない。だけどもう、言わなければならない。

「いのりちゃんは知っていたんじゃないのかな。ここに来る前から〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉がどんなものかを」

　それは、つまり──

「ち、違ちがうんです……！　あれは……っ」

　いのりが激しくテーブルに手をついた。

「確かに私は、このゲームのことを前から知っていました……！　でもそれは……噂うわさを聞いていたから……。今の神様よりも前の神様の頃ころに、魔法少女たちを閉じこめて殺し合いをさせるような……そんな試験もあったって聞いたことがあって……でもそれだけで……！　私は魔女なんかじゃない……！　信じてください……っ！」

　いのりの言い分は、一応筋が通っているように感じられた。

　でも感じられるだけだ。一度生まれてしまった疑いを晴らすには至らない。

「残り二分なのです」

　愛らしい声が絶望的に響く。

「これで全員の意思は確かく認にんしましたわね。では投票は──」

「私は……フブキさんに投票します……！」

　機先を制するようにいのりが叫んだ。手にした紙を投票口へと入れる。

「あいつが魔女です……。私じゃ、私じゃない……私じゃないのに……どうして……っ」

　あふれ出す涙なみだが次々とテーブルの上に落ちる。

「どうして、こんなことになるの……。私は、みんなを助けたくて……魔法少女に……」

　それから、はっとして顔を上げた。

「そうです……！　私は魔法で……何人も命を助けました……！　魔女だったらそんなことはしないはず……。死んだほうが都合がいいんですから……。つまり私は、魔女じゃないってことですよね……！」

　最後の希望にすがるいのりに対して、サクヤが静かに首を振ふった。

「いのりさん、それは違うのです」

「違うって……なにが違うんですか……！　サクヤの傷も治したじゃない……。助けたのは本当でしょう……!?」

「今残っている人たちは皆、魔女とは思えない方ばかりです。この状じよう況きようの中では、魔女ではない理由を挙げられてもこれ以上評価は変わりません。聞きたいのは、誰だれが魔女なのか、という情報です。わたくしもいのりさんが魔女だとは思っておりません。魔女の可能性が一番高い、と思っているのです。この違い、わかっていただけますでしょうか？」

　いのりは何度も首を振った。

「わからない、わからないよ……。なにを言っているの……？　魔女だと思っていないのなら、私は魔女じゃないってことでしょ……？　なのに、なんで投票するの……？」

「反論があるのなら拝はい聴ちよういたします。魔女を見つけてこのゲームを終わらせたい、と思っているのはわたくしも同じですから。貴女あなたが魔女ではないと証明できれば、投票先を変えることにもやぶさかではありません」

　慇いん懃ぎんな口調だったが、サクヤはよほどの情報がない限り自分の意見を変えないだろう。それはフブキも同様だ。

　サクヤとフブキが投票するため、いのりに二票が入るのは確定している。別の誰かに三票を入れなければいのりは助からない。レナ、くるみ、いのりの三人が、フブキかサクヤのどちらかに三票を入れるしかないのだ。

　しかしこの状況でレナがフブキに投票するはずがない。だから可能性があるとしたらサクヤしかない。しかしくるみがサクヤに投票することもないだろう。

　つまりフブキとサクヤが投票を決めた時点で、もう結果は決まってしまったのだ。

　それでもいのりはあきらめず、自分は魔女ではないと主張した。

「あなたたちの傷も……私が治してあげたじゃない……！　魔女だったら……そんなことするはずないでしょ……！」

「そうやって信用を得ようとしたのではありませんか。わたくしや他ほかの一人を殺したところで、生き残りはまだまだいたのですから」

「そんなこと……あるわけないです……！」

「それにいのりさんの投票先は、ずっと周りに合わせたものでした。魔女を探し出そうとする意志が感じられませんでしたわ。魔女が隠かくれるには絶好のポジションということができるでしょう」

「ち、ちがう……！　私は……そういうつもりじゃ……！」

　よろめく足取りで近寄ろうとしたいのりの体が、いきなり真後ろへと吹ふき飛とばされた。サクヤの〈桜反射リフレクシヨン〉が弾はじき返したのだ。

「近寄らないでいただけますか。貴女が魔女なら、わたくしを殺しにくるでしょうから」

　いのりは愕がく然ぜんと目を見開き、糸が切れた人形のように床ゆかにへたり込んだ。

「ねえ……私なにか悪いことしましたか……？　だったら言ってください……。謝りますから……。私はただ……みんなのことを思って……癒いやせたらいいなって……それだけだったのに……どうして……」

　その答えは、レナには言えなかった。

　フブキとサクヤは友達を守ることを選んだ。いのりの友達はみんな死んでしまった。理由は、それだけだった。
















　いのりは泣なき喚わめいた。

「なんで、なんで、なんで……っ！　こんなのって、あんまりです……！　どうして……こんな……！」

　サクヤが嘆たん息そくする。

「泣き喚いても結果は変わりませんというのに……」

「そんなひどい言い方しないでよ」

　言葉が口を衝ついて出た。自分でも驚おどろくほど鋭するどい声だった。

「いのりちゃんに治してもらったのは本当じゃない。そんな冷たい言い方ってないよ」

「そうでしたわね。魔女かどうかはわかりませんが、傷を治していただいたご恩は本物です。その節は大変お世話になりましたわ」

　慇懃無礼な物言いにレナは怒いかりに似た感情を覚えた。

「残り三十秒なのです」

「時間ですわね。投票先はいのりさんにする、ということでよろしいでしょうか？」

　反対する声はなかった。

　いのりは顔を埋うずめたまま泣き声を上げている。

　一人、また一人と投票用紙を落としていく。

　レナもためらった挙げ句に、いのりの名前を書いて投票した。迷いはあったが、投票以外の方法を探すべきだ、なんて主張する資格は今のレナにはもうなかった。

　それに、疑いを持っているのもまた事実なのだ。

　もしかしたらこれでゲームは終わるかもしれない。

　そう期待している自分に気がつき、レナは深くうなだれた。

　最後の投票と同時にフィアがテーブルの中央でくるりと舞まい踊おどった。

「投票の完かん了りようを確認しました。みなさんお疲つかれさまでしたなのです」

　小さな腕うでを振り上げ、光のキューブを生み出す。

「では、結果発表なのです！」

　光の粒つぶが寄り集まり、投票結果を描えがき出した。




　春はる風かぜいのり　４票

　黒くろ金がねフブキ　１票




「というわけで、最多得票者は四票のいのりさんなのです！」

　床に伏ふせるいのりの背中がビクリと震ふるえた。

　フィアの小さな体が舞い踊り、光のキューブが三日月形に生まれ変わる。

「神様に逆らった悪い魔ま女じよに天てん罰ばつを──処刑執行エクスキユージヨン！」

　光の鎌かまがいのりに向けて振り下ろされた。

　死の間ま際ぎわに人の本ほん性しようは顕あらわになる。

　もしかしたら、処しよ刑けいの宣告から執しつ行こうまでのわずか数秒こそが、このゲームの真の目的なのかもしれない。

　他人の心配をする者。他人を蹴け落おとして生き延びようとする者。自分以外の全員を殺そうとする者。

　これまでの多くの者と同じように、いのりもまた顔を上げた。泣き腫はれ、血走った目が──レナを見た。

　すべてを失い、それでも最後に残されたものがその瞳ひとみにはこめられている。純じゆん粋すいで、クリアな、魂たましいの形が顕わになる。

「レナ……お願いします──」

　そのまっすぐな瞳に見覚えがあった。

　あれは今朝のことだ。いのりは言っていた。

　レナの魔ま法ほうに憧あこがれていると。心に響ひびくレナの魔法だけがこの状況からみんなを救えるのだと。それはレナにしかできないのだと。

「──こんなことは……私で最後にしてください」

　言えるだろうか。自らの死を前にしてそんな言葉が。

「……いのりちゃん、そんな……」

　いのりは魔女ではない。魔女ではなかったのだ。

「いのりちゃん……！」

　ごめんね、のその一言だけはかろうじて吞のみ込んだ。

　言えるわけがない。今いま更さらそんな言葉。謝って許してもらおうだなんて虫がよすぎる。すべてはもう、終わってしまったのだ。

　いのりが泣き濡ぬれた顔を微かすかにほころばせた。

　そうだ。忘れていた。いのりはいつでも控ひかえめで、こんなにもあたたかな笑えみを浮うかべていた。笑みだけで人の気持ちを和やわらげるような、優やさしい女の子だったのだ。

「どうして……」

　どうしていつも、大切なことばかり忘れてしまうのだろう。

　これが一日目だったなら、いのりを疑ったりはしなかったはずだ。

　しかし疑ぎ心しん暗あん鬼きの心が、微かな間ま違ちがいを魔女の証あかしだと勝手に決めつけてしまった。ほんの小さな穴を奈落への道であるかのように騒さわぎ立てて、魔女の烙らく印いんを押しつけてしまった。

　長い時間のあいだに、レナの心もまた黒く染まっていたのだ。

「どうして……っ！」

　いのりが口元に笑みを残したまま、ゆっくりと目を閉じる。

　その目が開くことは二度となかった。

「処刑の完了を確かく認にんしました。ですが、残念ながら春風いのりさんは魔女ではなかったのです」

　にこやかに告げられる事実に、もはや痛みも感じない。

　レナはただ静かに涙なみだを流した。







　▽４日目 00:18【生存者　残り４名】







　いのりの遺体を部屋に運ぶと、残りはたったの四人となった。

　テーブルの中央でフィアがくるりと舞い踊る。

「狡こう猾かつな魔女はみなさんの中に潜ひそんでいます。これを見つけ出すために〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉を定めたいと思うのです」

　フィアの言葉に応じて、テーブル中央の石板が浮き上がる。

「制限時間は十五分間なのです。それでは魔女を見つけ出すためのルールをみなさんで考えてくださいなのです」

　いのりの死を悲しむ暇ひまもなく次々と進行していく。

　度たび重かさなる悲劇にレナの心はもう疲れ切っていた。意識がもやに包まれたようにかすみ、うまく働かなくなる。

「さて、妙みよう案あんをお持ちの方はいらっしゃいますでしょうか」

　サクヤがにこやかに切り出す。その声はあまりにもいつも通りだった。

　罪もない少女がまた一人犠ぎ牲せいになったのだ。その無念さを思えば、涸かれたと思っていた涙がいくらでもあふれてくる。

　にもかかわらず、サクヤはいつも通りだった。あまりにもいつも通りだった。

「いらっしゃいませんか？　フブキさんはどうでしょう」

　フブキは無言で首を振ふる。

　サクヤが少しだけ肩かたを落とした。

「そうですか。かくいうわたくしにも妙案は思い浮かびませんでした。そう簡単に見つかるものでもないのですね。ですから次善の策として、これ以上人数を減らさないようにしたいと思うのです」

「どういう意味？」

　となりに座るくるみが尋たずねると、サクヤがたおやかな笑みを浮かべる。

「残りは四人しかおりません。ここまで減ってしまうと、魔女が自分の正体が露ろ見けんするのを覚かく悟ごで攻こう撃げきしてくる場合も十分に想定できるでしょう。そして魔女の魔法は未いまだ解明されておりません。今攻撃を受ければ不利になるのは否いなめないのです」

　アイリを焼き殺し、声を操あやつって投票を操作し、床を切きり裂さいてリリアンヌをスフィア外に落とした。

　どれもまったく違ちがう方法だ。いったいどんな魔法なら可能になるのだろうか。

「魔女にとって一番困るのは、ゲームが引き延ばされることでしょう。投票による処刑が最も不確実で、自分が犠牲になる可能性が一番高い方法です。それに長引けば長引くほど、ぼろを出す危険性が高くなる。ゲームを長引かせること──すなわち、投票による処刑の回数を増やすメリットは、魔女にはまったくないのです。

　ですから、魔女による攻撃を防ぐために『魔法を使用してはならない』か『殺人を犯おかしてはならない』というルールはどうでしょうか。〈魔法少女の誓いアリス・オブリージユ〉も機能しておりませんし、動きを制限されるのは実質的に魔女だけとなります」

「魔法が使えないのは困る」

　フブキが冷静な声で反対した。

「私の魔法は私自身を強化するものだ。使えなくなるのは困る。それに──」

　静かな目がレナに向けられる。

「──レナの魔法は、レナの意志とは関係なく発動する時がある。そんなことでレナがルールに違い反はんしたと判断されるのは避さけたい」

　レナは言われてからようやくその可能性に思い至った。

　確かに一度、無意識に〈真実の言葉ベストアンサー〉を発動している。魔法の使用を無条件に禁止されてしまうと、フブキの言うとおり「事故」で処刑されてしまう可能性があった。

「それとひとつ心配なのは、魔女は第二の約やく定じよう『噓うそをついてはならない』に違反していないという点だ。魔女はあのとき噓をついたはずだ。だがルールに違反したとは判断されなかった。今回もまた同じことが起きないようにしなければ意味がない」

「それについてはわたくしも答えは出ていません」

　サクヤが申し訳なさそうに口にする。

「たとえば『噓をついても気付かれない』という魔法があったとすれば、第二の約定に違反しないかもしれません。ですが、そうなると別の様々な問題が浮ふ上じようしてくるのですが」

　確かにその魔法だと「どうやってアイリを焼き殺したのか」という問題が解決しない。

「もしかしたら……魔女は自分が魔女であると気付いていないんじゃないかな」

　くるみがぽつりと声をこぼす。

「だとすれば、第二の約定に違反しなかったのも当然だと思うんだけど」

　くるみの推理に、レナは愕がく然ぜんとする衝しよう撃げきが走った。

　今更そんなことが許されるのか。

　みんな魔女であると疑われて犠牲になったというのに、その魔女が自分でもわからないなんて、あまりにも酷ひどすぎる。

　そこまで考えて、もうひとつの最悪の可能性に思い至る。

　──魔女は本当に、この中にいるのだろうか。

　くるみの言葉を思案していたサクヤが、やがて静かに首を振った。

「魔女は自分が魔女であると知らなければ、自分だけが生き残ろうとしないはずです。アイリさんも、リリアンヌさんも、殺されることはなかったでしょう。二人もの犠牲が出ていること。それこそが、魔女が自分を魔女であると認識している証しよう拠こです」

　どこか楽しげに解説するサクヤを見て、レナは薄うすら寒さむいものを感じた。

　サクヤは明らかにこの状じよう況きようを楽しんでいる。

「魔法の使用を禁止できないのなら『殺人を犯おかしてはならない』にいたしましょう。わたくしたちにはお互たがいを攻撃するメリットはないのですから、このルールによって動きを封ふうじられるのは、実質的には魔女だけとなります」

「私はそれで構わない」

「ボクもいいよ」

　フブキとくるみがそろってうなずく。

　レナも反対する理由はなかったため、黙だまってうなずいた。

　フィアがくるりと宙を舞まう。

「では〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉第三の約定は『殺人を犯してはならない』でよろしいですか？」

「ええ、お願いいたします」

「はいなのです。〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉第三の約定は『殺人を犯してはならない』に決定しましたのです！」

　フィアの声と共に、石板に文字が刻まれる。

「それではこれで〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉の制定を終わるのです。みなさん頑がん張ばって魔ま女じよを探してくださいなのです」

　最後にそう言い残し、フィアの姿が消える。

「皆様お疲つかれさまでした。これで安心して眠ねむれますわね」

　サクヤがころころと笑った。

　どうしてこんな時でもそんな表情ができるのか。レナには理解できなかった。

　投票をするなとは言えない。自分が助かるために他人を犠牲にするなとも言えない。だけど、これは、あまりにも……。

　魔女は誰だれなのか。その答えは未だ出ていないが、今までにわかったこともある。

　魔女は計算高い。

　今日まで生き残り、未だにその正体を悟さとらせてもいない。人をいともたやすく殺せるほどに冷れい酷こくで、まるで良心の呵か責しやくを感じさせない。物理的にではなく、精神的な面で、実行できる人間は限られるだろう。

　少なくともレナには、自分には絶対にできないと断言できる。

　疑いたくなかった。

　でも、レナをのぞいた三人の中に魔女がいる。残りはたったの三人なのだ。

　疑わないでいられる余地は少ない。

「サクヤちゃん……。どうしてもひとつだけ、確認したいことがあるの」

「なんでしょうか」

「サクヤちゃんの魔ま法ほうは──」

　口の中が粘ねばつくように乾かわき、レナの言葉を阻そ害がいしようとする。

　それでも強ごう引いんに口を開いた。

「──サクヤちゃんの魔法は、声も反射できるの？」

「まあ。……ふふふ」

　広げた扇おうぎの後ろ側で、サクヤが婉えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「それについては答えられません、とだけ申しておきましょう」

　サクヤだったのだ。あの声の正体はサクヤだった。声を幾いく重えにも反射させればどこから響ひびいているのかわからないし、音質も変えられる。誰の声なのかわからないようにしながら、言葉で投票を操っていたのだ。

「サクヤ、まさか……」

　フブキが驚きよう愕がくに声を震ふるわせる。

「ひとつだけ答えろ。お前はいったい、なんのためにこのゲームをしている！」

「あらあらまあ。うふふふふふふふふ」

　今度は、はっきりとわかるほど黒い笑みだった。

「まったく、貴女あなたたちは本当に素晴らしいですわね。このような場で出会ったことが悔くやまれるほどです。もしもお互い生きてここから出られたら、ぜひともまたお会いしたいものです」

　フブキは答えず、厳しい視線を向けるだけだった。

「そうそう。このゲームの目的でしたわね。確かなことはお答えできませんが、ひとつだけ。命を賭けるに足る理由がある、とだけは申しておきましょう」

　その言葉に含ふくまれた意味を悟って、レナは凍こおりついた。

　残っているのは四人。〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉によって殺人を封じているから、決着は投票でつけることになる。レナとフブキ、サクヤとくるみが手を組んでいるから、投票は二対二で割れるだろう。この均きん衡こうをなんらかの方法で破らなければならない。三対一にするのか。あるいは、二対一にするのか。

　サクヤは命を賭けてでも生き残ると告げた。

　つまり言外に、殺し合いのゲームを続ける、と宣言したのだ。

　勝ち残った末になにがあるのか。

　レナには分からない。たとえあらゆる願いが叶かなうといわれたって、友達を殺してまで叶えたいとは思わないだろう。

「先ほどのレナさんの様子ではずいぶん前から気がついていたようですが、どうして今まで黙っていてくれていたのですか？」

「魔女を見つけるために投票を操作しているのだと思ってたから……。方法はひどくても、犠牲が出るのを気にしないだけで、その目的は魔女を探すためなんだと……」

「少し違いますわ」

　サクヤが否定した。

「魔女を探す必要はないのです。わたくしは魔女ではないのですから、生き残り続けさえすればいつかは魔女がいなくなるときが来ます。魔女を狙ねらい討うつのではなく、自分が生き残ることを最優先とする。味方を残し、敵となりそうな方から排はい除じよしていく。このゲーム唯ゆい一いつの必勝法ですわ」

「そんなの……」

　そんなの必勝法なんかじゃない。

　レナはそう言いたかった。

　このゲームは魂たましいを刈かり取とるゲームだとレナは思っている。正義を志したはずの魔法少女たちを疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいらせ、お互いに殺し合うよう仕向けている。屈くつすることなく自分の心を保てるのか、心を悪に染めて殺し合いのゲームに参加するのか。これは魔法少女の正義を試ためす試練なのだ。

　サクヤはゲームに参加した。「ゲームとの勝負に負けた」のだ。

　そしてもうひとつ、重大な可能性にレナは気が付いた。

　声を反射して操作できるというのなら、当然声が響くのを遅おくらせることもできるだろう。

　ならば可能なはずだった。

〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉が制定される前につぶやいた言葉を、〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉が制定された後に響かせることだって。

「サクヤちゃん、どうして……？」

　着物姿の魔法少女が微笑む。

「夜もだいぶ更ふけてまいりましたし、先にお休みをいただいてもよろしいですか？」

　レナの問いかけに答える気はないようだった。

「ではまた明日あした。ごきげんよう」

　華はなやいだ笑みを残して、プライベートエリアの中へと消えていった。







　レナはフブキと同じ部屋にいた。

　本来ならば全員が同じ部屋に集まりお互いを監かん視しするべきなのだが、その必要もなくなってしまった。

　レナは落ち込んでいた。

　魔女が誰かわかれば、みんなで投票することになる。

　投票を以もつて殺すということだ。

　他ほかにこのゲームを終わらせる方法がわからないのだから、仕方ないのだろう。ためらえば次の犠ぎ牲せい者しやは自分になる。殺さなければ殺されるのだ。やるしかない。

　だけど、レナにはどうしても、仕方がないと割り切れなかった。

　自分の甘い考えで多くの犠牲者が出たことは理解している。受け入れられない現実から目をそらすために理想ばかりを追い求める、自分ではなにもしない偽ぎ善ぜん者だということも、十分に思い知っている。

　わかっている。わかっているのだ。そんなことくらいはもうとっくに。

　それでもレナは、あきらめたくなかった。

　死ねば人はそれで終わりなのだ。失えば二度と取り返しがつかない。ハナも、アイリも、その他のみんなにも、もう二度と会えないのだ。仕方がない、の一言で切り捨てていいほど命は安くない。

　人を殺したんだから殺されてもいいんだ、などという暴力的な理り屈くつで割り切ることは、やはりレナにはできなかった。

　けれど、ならばどうすればいいのだろうか。

　その問いに答えられない限り、レナは偽善者のままだ。

　思おもい悩なやむレナの肩かたに、フブキがそっと手を置いた。

「今日はもう休むといい」

　レナは言葉に出さず首の動きだけで答えた。

　辛つらいことばかりだったが、フブキと一いつ緒しよにいられることはレナにとって救いだった。幼い頃ころからずっと一緒に過ごしてきた、誰よりも大切な親友なのだから。

　それだけで安心してしまったのか、ベッドに入るとすぐに睡すい魔まが訪おとずれてきた。

「心配せずにゆっくり眠るといい。なにがあっても、レナは私が守るから」

　フブキの声が聞こえた気がした。

　どうしてそんなにわたしのことを助けてくれるの？

　そう聞きたかったが、すでにレナの意識はほとんど夢の中にいた。疑問は声にならず、深い眠りの中に吸い込まれていく。

　レナの言葉はフブキに届かなかったはずだが、それでもフブキは静かに答えた。

「私はレナに救われた。生きる意味をレナにもらったんだ」

　その声をレナは夢の中で聞いた。







　▼黒くろ金がねフブキ【10年前】







　幼い頃のフブキは、決して幸せとはいえなかった。

　父親は酒さけ癖ぐせが悪く、酒がないと言っては母に暴力を振ふるうような男だった。母が家にいないときはフブキに暴力を振るってきた。父親と会話をした記き憶おくは両手で数えられる程度しかない。会話した回数よりも、殴なぐられた回数のほうが多いだろう。

　幸せな生活とはいえなかったが、それでも優やさしい母親がいてくれた。父親はクズだったが、母と一緒ならば生きていける。幼いフブキはそう思っていた。

　六歳になったフブキは、小学校に入学する年になった。

　レンタルとはいえピカピカの服に身を包んだフブキを見ると、母親は涙なみだを浮うかべて抱だきしめた。

「いつのまにかこんなに大きくなってたんだね。入学おめでとう」

「おめでとうって、小学校は義務教育だよ」

　誰だれでも入学できるんだから祝うようなことじゃない、と言いたかったのだが、母親はかまわずにフブキを抱きしめ続けていた。

　喜んでくれるのはうれしいが、泣きながら抱きしめるのはちょっと喜びすぎなんじゃないかと思う。大げさすぎるし、なにより恥ずかしい。

　周りには他の入学生もいて、抱き合うフブキたちを不思議そうな目で見ていた。

「もう、お母さんったら。みんな見てるよ」

「うん。そうだね。ごめんね」

　母親が涙を拭ぬぐって離はなれる。その顔は笑え顔がおのままだった。

　考えてみれば、こんなに笑ってくれたのはいつ以来だろうか。

　思い出そうとしたが、わからなかった。

　でもかつては確かに父も母も優しくて、みんな笑い合っていたはずなのだ。

　いつからこんなことになってしまったのか。

　考えても仕方ない、と内心で首を振った。

　あの頃の父はもういないが、母がまだ一緒にいる。それでいいではないか。

　そう思ってフブキは笑った。

　笑うのは苦手だったけど、きっと上手うまく笑えたのだろう。母親もまた微笑ほほえみ返し、もう一度抱きしめてくれた。







　入学式が終わると、フブキはいち早く学校を飛び出して、校門前にある母親との待ち合わせ場所にやってきた。

　入学のささやかなお祝いとして、ファミリーレストランで一緒にご飯を食べることになっていたのだ。

　ファミリーレストランでの食事にはしゃぐような年でもなかったけど、母と一緒にご飯を食べることだけは今でも楽しくて仕方がなかった。

　待ち合わせ場所にはまだ誰もいなかった。

　母親も入学式には参加していたはずだから、きっとまだ中に残っているのだろう。少し早く来すぎたかもしれない。

　フブキはそわそわとしながら母親の帰りを待った。

　一人、二人と、学校を出てくる人たちが現れる。

　誰かが出てくる度たびに母ではないかと顔を輝かがやかせ、違ちがう人だとわかるとすぐに元の位置に戻もどった。

　やがて大勢の人が雪崩なだれのようにあふれ出してきた。フブキは見落とさないように一いつ生しよう懸けん命めいに全員の顔を確かめた。

　しだいに人数が減りはじめ、一人、二人だけとなり、やがてフブキだけが残った。

　学校の先生が心配そうに声をかけてきたが、母を待っているんです、と答えた。

　やがて日が暮れはじめ、外は寒いからとフブキは学校内の一室に入れられた。先生たちが母を捜さがしてくれたが、どこにも見つからなかったという。

「黒金さんは、お母さんと一緒に学校に来たのよね？」

「はい。そうです」

「入学式にも参加するって言ってた？」

「はい。とても楽しみにしてましたから」

　しっかりとした声で答えると、女性の先生はそらすように目を伏ふせた。

「でも出席者の名めい簿ぼには黒金さんの名前がないのよ」







　フブキは学校を飛び出した。

　母は一緒に学校まで来た。フブキの成長を泣いて喜んでくれたではないか。

　なのに。どうして。

　呼び止める声が聞こえた気がしたが、かまわずに振り切った。

　きっと家に帰ったんだ。

　あれだけの人ひと混ごみだ。見落としてしまうのも仕方がない。携けい帯たいなんてフブキはもちろん持っていないから、先に家に帰って待つことにしたのだろう。

　もつれそうになる足を必死に動かして走った。扉とびらを開ける手に必要以上の力が入ってしまい、家の中に大きな音が響ひびいた。

　寝ねていたところを起こされた父親がフブキを殴りつけた。一発では飽あき足たらず、二発、三発と殴り続けた。痛みに耐たえながらもフブキは家の中に目を向けた。

　狭せまい家だ。中の様子は一目でわかる。

　母親の姿はなかった。







　一年が経たった。

　あれ以来母の姿は一度も見ていない。

　母を捜してフブキは街中を歩き回った。事故という最悪の可能性も考えたが、幸か不幸か入学式当日に事故は起きていなかった。

　学校には一度も行っていない。

　フブキのために無理して買った中古のランドセルや教科書があったはずなのだが、いつのまにか家からなくなっていた。代わりにビールが一ケース増えていた。酒さけ浸びたりの父親はもうまともに仕事もできないはずだから、きっとそういうことなのだろう。

　季節が一回りして、春になった。

　一年ぶりにフブキは学校へ行くことにした。

　今日は入学式だ。もしかしたら母親がいるかもしれない。

　藁わらにもすがるとはこういうことを言うのだとわかっていたが、それでもフブキはわずかな可能性をあきらめられなかった。

　結果からいうと、フブキは学校に入ることもできなかった。

　入学式が終わる頃を見計らって学校に行くと、校門前には多くの新入生がいた。母親に連れられ、あるいは父親と手をつなぎながら、幸せそうな表情の子供たちがいた。

　それは一年前のフブキだった。

　そして、今はもうなによりも遠くなってしまった日常だった。

　あふれそうになる涙をフブキは必死にこらえる。

「私は………………」

　忘れていれば平気だった。

　知らなければあきらめもついた。

　だけど、失ったものが目の前にある。

　本当ならば自分も受けられるはずだった当たり前の幸せが、目の前にあるのだ。

　泣いてはいけないと思い、フブキは強く瞳ひとみを閉じた。

　泣けば今の自分を認めてしまう。忘れていた幸せを思い出してしまう。

　そうしたらきっともう、耐えられない。

　幸せそうな歓かん声せいを聞きながら、フブキは背を向けた。

　帰ろう。

　ここはもう、私がいるべき場所じゃない。

　暗い決意と共に足を踏ふみ出したその時に、声は聞こえた。

「ねえ、どうしたの」

　振り返ると、優しそうな顔の女の子がフブキを見つめていた。

　一目見ただけで、人生に辛つらいことなんてなにもないんだろうな、とわかるくらいの明るい笑顔だった。

「同じ学校だよね？　名前はなんていうの？」

　思わず見とれていたため、フブキは答えられなかった。

　それがレナとの最初の出会いだった。







「今日は入学式だから授業はないんだって」

　第一印象の通り、女の子は明るい性格だった。

「せっかく重い教科書を持ってきたのに残念だよね。しかも本当はいらなかったんだって言われるとなんだかさらにガッカリしちゃうよねえ。先生には笑われちゃうし、みんなにはバカにされるし。もう散々だよ。あれ、そういえばあなたは教科書持ってないね。あっ、そういえば自己紹しよう介かいしてなかったね。わたしは愛あい葉ばレナ。二年三組だよ。あなたは？」

　黙だまって歩くフブキのとなりで一方的にしゃべり続け、いきなり自己紹介をはじめた。

　無視してもよかったのだが、明るいレナに引きずられるようにしてフブキは口を開いた。

「黒金フブキ」

　短く告げると、レナが小首を傾かしげた。

「フブキちゃんって名前なの？」

「今そう言ったんだけど……」

「やっぱり！」

　あきれ顔のフブキを無視して、レナがぎゅっと手を握にぎりしめてきた。

「いつもうちのクラスで休んでるフブキちゃんって、あなたのことだったんだ！」

　思わず体が硬こう直ちよくした。

　レナの手を振ふり払はらうようにしてほどく。

「私のことは放ほうっておいて」

　突つき放はなすような声だったが、レナは気にしなかった。

「あ、でも今日は来てたってことは、明日あしたからは学校に来れるの？」

「私の話を聞いてた？　構わないでって言ったんだけど」

「どうして？」

　無む邪じや気きな問いかけに、フブキは思わず口ごもってしまった。

「どうして、って……」

「せっかく友達になれたんだもん。一いつ緒しよに遊ぼうよ」

　あっさり言われたその言葉に、フブキの心が揺ゆれた。

「………………私だって、本当は──」

　かみしめた唇くちびるから言葉が漏もれそうになる。弱い心を吐はき出したくなる。もう嫌いやだと叫さけびたくなる。

　それを必死に吞のみ込んで、違う言葉に変えた。

「──そうね。学校で会ったら、よろしくね」

「うん！　明日は一緒に遊ぼうね！」

　レナの明るい笑え顔がおがまぶしくて、フブキはつい下を向いた。







　レナと別れたあと、近所の公園にやってきた。

　特になにか目的があったわけではない。家の近くで時間をつぶすのに一番最適なのがこの公園なだけだ。

　夜の公園でブランコに座りながら、目の前のアパートを見上げた。

　無数の明かりが窓からもれている。その一つ一つが家族の存在を示しており、明かりの数だけ幸せがあるのだろう。その中の一つに目を向ける。どれも同じ明かりなはずなのに、自分の家だけがどんよりとくすんでいるような気がした。

　夜もだいぶ遅おそくなってきた頃ころ、家の電気が消えた。

　それを確かく認にんしたフブキはようやく立ち上がる。

　母がいなくなってから、父はさらに荒あれた。理由がなくても顔を見るだけで殴なぐるようになった。父が起きているときに帰ればまた殴られる。父が寝た頃を見計らってこっそりと家に戻もどった。

　起こさないように静かに歩き、部屋の隅すみでそっと横になる。布ふ団とんの代わりに座布団を敷しき、タオルケットをかけて眠ねむりにつく。そして父が起きるよりも先に目を覚ます。

　今では目覚ましをかけなくても時間通り正確に起きられるようになったほどだ。

　目覚めたフブキは手早く準備をすませると、朝食を求めてテーブルの上を漁あさった。

　空になった缶かんビールや、食い散らかしたつまみがあちこちに散乱している。

　チーズなどの大きなものはダメだ。数が減るとバレるおそれがある。スルメとか、ビーフジャーキーとか、一つ二つなら減ってもわからないものが望ましい。

　それらをいくつか口に運ぶと、袋ふくろを慎しん重ちように元の位置に戻した。

　もちろんこんな程度で足りるわけがない。水を一気飲みにして空腹をごまかす。

　そんな生活を一人で続けて、もう一年になる。

　ふと昨日のことを思い出した。

　あのレナという女の子は、こんな生活なんかしていないだろう。

　帰るべき家があり、あたたかな家族がいて、おいしいご飯を食べられるのだろう。

　わかっている。比べたらいけない。

　どんなに羨うらやんでも、どんなに悔くやんでも、フブキの現実はここだ。抜ぬけ出す方法なんてないのだから、あきらめるしかない。

　いつもならそれで平気だった。

　心を暗く閉とざしてすべてをあきらめれば、なにもかもがどうでもよくなる。それで涙なみだは乾かわくのだ。

　だけど。

　ぽたり、と小さな雫しずくがこぼれた。

　なんだと思う暇ひまもなく、またひとつこぼれ落ちる。

　それが自分の涙なのだと気づいたときにはもう、とめどなく流れ出していた。

「うぅぅ……」

　フブキは自分の口を押さえた。

　ダメだ。声を出してはいけない。父が起きればまた殴られる。心を殺すんだ。

「ううううう……っ！」

　わかっていたのに、抑おさえられなかった。

　涙があふれ、嗚お咽えつがこぼれる。

　どんなに賢かしこくても、どんなに強がっていても、フブキはまだ七歳の女の子だ。一度折れてしまった心では、もう立ち直れなかった。

「うううううああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　もっと遊びたい。

　もっと美味おいしいご飯が食べたい。

　もっともっともっともっと、友達といっぱい遊びたいのに！

「お母さん、帰ってきてよ……っ！」

「うっせえんだよガキが！」

　硬い拳こぶしがフブキの頰ほおを殴りつけた。

　何度も拳を振り下ろされる中で、フブキはいつしか気を失っていた。

　最後に母の笑顔を思い浮うかべようとしたが、うまく思い出せなかった。




　目を覚ますとフブキは家の中で倒たおれていた。

　父親の姿はない。

　出かけたのだろう。仕事なんかあるはずがない。パチンコか、競馬か。

「行かなきゃ……」

　負けて帰ってくればまた殴られる。

　よろめく足取りで家を出た。




　空を見上げると、太陽はとっくにお昼の位置を過ぎていた。

　体が空腹を訴うつたえていたが、どうすることもできない。公園の水でも飲もうかと足を向けたところで、歩道の先に見知った姿を見つけた。

「あっ。よかった、フブキちゃんいた」

　明るい笑みがフブキに向けられる。

　そこにいたのは昨日会ったばかりの少女、愛葉レナだった。

「学校に行ってもいなかったから、捜しに来ちゃったよ」

「どうして……」

　まぶしい笑顔も、今のフブキにとっては自分の惨みじめさを思い出させるだけだった。

「あのね、家の場所は先生に聞いたの。フブキちゃんを迎むかえに行くっていったら、すぐ近くだよって教えてくれたから」

「……違ちがうわよ。どうして私なんかのところに来たって聞いたのよ！」

　自分でも驚おどろくような声が出た。

「構わないでって言ったでしょ！　放っておいてよ。私はあなたたちみたいにはなれないの。今いま更さら学校なんて行けるわけないじゃない！」

「そんなことないよ」

　レナの手が優やさしく握りしめてくる。

「みんなも会いたがってたよ。フブキちゃん、一度も学校来たことないからって──」

「やめてっ！」

　レナの手を強く振り払った。

「あんたに……私のなにがわかるのよっ！　裕ゆう福ふくで恵めぐまれたあんたなんかに、私の苦労がわかるわけないじゃない！」

　なんてつまらないことを言っているのだろう。

　こんなことを叫んでもなにも変わらないのに。

　それでも言葉は止まらなかった。

　吐き出し続ける暴言を、レナは黙って聞いていた。

　怒おこるわけでもなく、哀あわれむわけでもなく、まっすぐな瞳ひとみでフブキを見ている。

「なんなのよ……なんなのよその顔は。どうせ私のことなんかなんにもわかってないんでしょ！」

　フブキの言葉に、レナはうなずく。

「わかるよ」

「そんなわけないじゃない！　だったら、さっきまで私がなにしてたかわかるっていうの？　なんで私がこんなところにいるのか、私があいつになにをされていたのか、全部わかるっていうの!?」

「うん。わかるよ」

「どうしてっ!!」

「だって、フブキちゃん泣いてるもん」

　言われてはじめて気がついた。

　両目からあふれた涙が頰を濡ぬらしていた。

　レナはハンカチを取り出すと、フブキの涙を優しく拭ぬぐいはじめた。

「昨日もフブキちゃんは泣いてたよね。意外と泣き虫さんなんだ」

「昨日は、別に泣いてなんか……」

「泣いてたよ。だって泣きそうな顔してたもん」

「じゃあ泣いてなかったんじゃない……」

　思わず言葉がもれてしまった。

「わたしは頭とかよくないから、難しいことはわからないの。でもね、フブキちゃんが大変だったことくらいならわかるよ」

　……つまりなんにもわかってなかったんじゃない。

　わかると言い切ったあの自信はいったいどこから来たのだろうか。フブキはもう言い返す気も萎なえていた。

　レナはハンカチをポケットにしまうと、フブキの手を握にぎってニッコリと笑顔になった。

「ほら、一いつ緒しよに学校行こう」

「……なんで今の流れでそうなるの……？」

　話にまったくついていけない。

「だって学校楽しいよ？」

　さらに斜ななめ上からの回答が飛び出してきたため、フブキはこれ以上の会話をあきらめた。

　この子はダメだ。頭のネジが二本か三本くらい足りないに違いない。

　すっかり脱だつ力りよくしてため息をつく。いつのまにか怒いかりも悲しみも消えていた。

「大だい丈じよう夫ぶだって。ほら行こう」

　なんの根こん拠きよもなく言い放つと、レナは駆かけだした。

　手を引かれるフブキは黙だまってついて行くしかなかった。

　当然だが授業はとっくに終わっていたため、学校に行っても生徒はほとんど残っていなかった。
















　廊ろう下かを掃そう除じしていた先生がレナに気がつき、笑え顔がおになった。

「どうしたの愛葉さん。なにか忘れ物でも……あら、もしかしてあなた……黒金さん!?」

　出で迎むかえた先生は、レナの手に引かれたフブキの姿を見て驚いた。

　そういえば、入学式の時に声をかけてくれた人に似ている気がする。だから覚えていたのだろう。

　とにかくまずはここで待っててと言われ、知らない部屋へと案内された。黒い革かわ張ばりのソファに高級そうな木製のテーブルが置かれた、比ひ較かく的てき狭せまい部屋だった。あとで知ったのだが、そこは「応接室」という場所らしかった。

　なにか欲ほしいものはないかと聞かれたので、フブキは正直にお腹なかが空すいたと答えた。

　しばらくして先ほどの先生が戻もどってきた。

「こんなものしか用意できなかったけど」

　それはカレーだった。

　給食はないはずだから、きっと先生が作ってくれたのだろう。

　どこにでもあるような安っぽいレトルトのカレーだ。

　そんなものですら、フブキにとってはいつ以来なのか思い出せないくらいの、まともな食事だった。

　スプーンを持つ手がわずかに震ふるえた。

　口に含ふくむと、やっぱり思った通り、甘ったるいお子さまカレーだった。

　それでもフブキは食べた。泣きながら食べた。

　食べても食べても空腹が膨ふくらんでいく。こんなに美味おいしいのは初めてだった。

　となりに座るレナが驚いたように見ている。

　こんな食べ方は意い地じ汚きたないとわかっていても、止められなかった。カレーなんてありふれたものを最後に食べたのはいつだったのか。

　何度も口に運ぶうちに、忘れていた記き憶おくがよみがえってきた。

　それはまだフブキがうんと小さかった頃ころだ。

　父も母も笑っていた。

　その日の夕食はカレーだった。今ならば思い出せる。驚くくらい不味まずいカレーだった。レトルトのルーを煮に込むだけなのにどうやったらこんなに不味くなるんだと父が笑っていた。母も照れくさそうに笑っていた。フブキも、不味い不味いと言いながらも笑って食べていた。

　狭せまい家の中で三人が肩かたを寄せ合って暮らしていた。貧びん乏ぼうで大変だったけど、幸せだった。

　いつだったのかも思い出せない。けれども確かに、そんな日はあったのだ。

　スプーンを持つ手が止まった。

　嗚お咽えつがあふれて止まらなくなる。

　父も母も、もういない。

　幸せだったあの頃にはもう二度と戻れないのだ。

　フブキは泣いた。声を殺して泣いた。

　一年の調査の中で、本当はフブキも知っていたのだ。

　母親は入学式に参加していなかった。

　別の街に移り住み、別の名字となって、別の男と暮らしていた。

　フブキは捨てられたのだ。

　打ち震えるフブキの体を、レナがそっと抱だきしめてくれた。

「やっぱりフブキちゃんは泣き虫さんだね」

　あたたかな腕うでが母親みたいだったから、フブキは大声を上げて泣いた。







　それからフブキは、ずっとレナと一緒にいた。

　小学校を卒業するまでずっと一緒のクラスだったし、中学も同じ学校に通った。高校だってもちろん同じだ。フブキの学力なら国内でもトップクラスの高校に入れたが、そんなものに興味はなかった。

　レナに勉強を教え、レナが遅ち刻こくしないように迎むかえに行き、レナのために料理を作る。すべてがうれしくて、すべてが楽しかった。もう二度と手に入らないと思っていたささやかな幸せがそこにあったのだ。表情からではきっと誰だれにもわからなかったと思うけど、フブキは毎日が幸せだった。

　レナが魔ま法ほう少女になると言いだした時、当然のようにフブキも魔法少女になった。

　当時から凶きよう悪あく事件は増えはじめていた。魔法少女として活動をしていれば、いつかは危険な目にも遭あうだろう。

　フブキが絶望の淵ふちにいたとき、手を差さし伸のべてくれたのがレナだ。レナがフブキを救ってくれた。レナがいなければフブキは今もあの狭い家の中で心を押し殺していただろう。

　レナが生きる意味をくれたのだ。

　だから、今度はフブキの番だった。

　なにがあっても、どんな時でも、必ずレナを守る。

　どんなに理り不ふ尽じんな運命が相手でも、必ずレナを救い出してみせる。

　そう決意した。




　黒金フブキは魔法少女だった。

　大切な親友のためならば命を懸かけることもためらわない、一いち途ずな魔法少女だった。







　▽４日目 08:15【生存者　残り４名】







　レナはゆっくりと目を開けた。

　部屋の明かりを消し忘れていたらしく、まぶしい光に目がくらむ。

　どうにか慣れてきた目で室内を見み渡わたすと、時計が午前八時であることを示していた。

　懐なつかしい夢を見た気がしていた。

　レナとフブキが出会ったばかりの頃だから、九年も前の記憶だ。

　あれからレナは毎日のようにフブキと共に学校に行った。

　あちこち寄り道したせいで毎日遅刻したのだが、フブキと一いつ緒しよに登校すると笑顔で許してもらえた。「愛あい葉ばさんはえらいわね」なんて褒ほめられていたくらいだ。

　もっとも当時のレナには褒められる理由がわからず、フブキちゃんと一緒なら学校をサボっても怒おこられない、くらいにしか思っていなかった。

　当時のことを思い出してレナは忍しのび笑わらいを漏もらした。

　怒られないのはフブキが特別だからで、フブキはきっとどこかのお嬢じよう様さまにちがいない、と思っていたのだ。

　もちろん実際にそんなことはなくて、それどころかフブキの父親は娘むすめにも暴力を振ふるうようなひどい男だった。

　母親は一人で逃にげ出し、職を失った父親は毎日酒を浴びながら家に入いり浸びたっていた。

　家に帰れば暴力を振るわれ、しかし今更学校に行く勇気もなく、一人で途と方ほうに暮れていたときに出会ったのがレナだったのだ。

　はじめは何事にも無気力だったフブキも、強ごう引いんに連れて行くレナに根負けし、やがてはレナが来るのを待ってくれるようになった。

　そういえばこの頃から「レナは人の話を聞かない」と言われていたような気がする。

　当時は怒られているのかと思っていたが、今ならわかる。

　あれは照てれ隠かくしだったのだ。レナは人の話を聞かない、だからしょうがなく一緒に学校に行くんだ、というかわいらしい言い訳だったのだろう。

　中学生になる頃にはフブキは一人暮らしをはじめていた。詳くわしい話は聞かなかったが、父親はどこかの更こう正せい施し設せつへと送られたらしい。

　ちゃんと学校にも来るようになった。むしろ遅刻しそうになるレナを毎朝起こしに来てくれたくらいだ。

　といっても、フブキが言うには学校に来ていたわけではなく「レナに会いに来てるだけ」だったらしいのだが。

　そう言われてレナも嬉うれしくないわけがない。

「わたしもフブキちゃんのこと大好きだよ！」と言ってはフブキを赤面させていた。

　そんな毎日がずっと続いていた。出会ってから今日までずっと一緒だった。

　なにしろ九年だ。人生の半分を共に過ごしたことになる。

　もはや家族といってもいい。

　なぜ今になって昔の夢なんて見たのだろうか。

　辛つらい現実を忘れるために、脳が幸せな記憶を呼び覚ましたのか。それとも、なにか予感めいたものを感じたからなのか。

　その疑問について考える機会は、永久に訪おとずれなかった。

　気がつくと、部屋の扉とびらが少しだけ開いていた。

　その隙すき間まから隠れるようにして、フブキが中をのぞいていた。

　明るい部屋とは対照的に、廊下は闇やみに包まれている。

　扉の陰かげに体を隠してじっとレナを見み据すえる視線は、まるで監かん視しをしているかのようにも感じられる。

　ぞっとするほどの冷れい徹てつな瞳ひとみに、レナは思わずベッドの上で距きよ離りを取った。

「フブキ、ちゃん……？」

　九年だ。それだけあれば人は変わる。

　レナも成長したし、フブキも成長した。

　今ここにいるのは出会った頃のフブキではない。

　そんな当たり前のことがなぜだか強く意識された。

　扉が開く。闇が消える。そこにいるのはいつものフブキだった。

「起こしてすまない」

「う、うん。平気だよ。もう朝なんだし。それより、どうしたの……？」

「……これから言うことを、落ち着いて聞いてほしい」

　フブキの態度にただならないものを感じた。頭の奥でチリチリとした痛みが走る。なにか良くないことが起ころうとしている。

　ゴクリと喉のどが鳴った。心臓が鼓こ動どうを速めていく。ゆっくりと深呼吸をして心を静め、覚かく悟ごを決めてからうなずいた。

「うん、もう大だい丈じよう夫ぶ。それで……？」

　それでもフブキはためらったが、やがて一つの言葉を口にした。

「サクヤが死んだ」

　研とぎ澄すまされた氷のような声が、狭い室内に反はん響きようする。

「魔ま女じよに殺された」







　▽４日目 08:20【生存者　残り３名】







　バロットルームの入口に立ったまま、レナは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

「サクヤ、サクヤ……サクヤああああああああああっ!!」

　部屋の中央でくるみが泣きすがっていた。

　くるみが魔女だったとしたら大した演技力だな、とぼんやりした頭で思った。

　いや、ここまで生き残ってきたのだ。それくらいはやってのけるだろう。

「カカカカカッ！　此この花はなサクヤの死亡を確かく認にんしたぜ」

　現れたフィアが醜しゆう悪あくな声で告げる。

「だがサクヤは魔女ではなかったようだな」

　サクヤは真っ白なテーブルの上で死んでいた。

　血のにじむ赤い線が頭の上から足の先まで等とう間かん隔かくに刻まれている。全身を細かく輪切りにされたまま、血の海となったテーブルの上に横たわっていた。

　最初に思ったのは、やっぱりサクヤが魔女なのでは、というものだった。

〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉第三の約やく定じようにより殺人は禁止されている。つまり、自殺だ。しかしゲームは続行している。サクヤは魔女に殺されたのだ。

「どうして……」

　なにがどうなっているのか、まるでわからなかった。

　どうやったらこんなことができるのか。どうしてバロットルームにいるのか。いったいなんのためにこんな残ざん酷こくな方法を選んだのか。それとも意味なんてないのだろうか。魔女は自分が最後の一人になるまで殺し続けないといけない。順番も、方法も、そのときの気分次し第だいなのかもしれない。

　今いま更さらのようにふと思った。魔女はどうしてゲームを続けているのだろう。

　それは二日目にも思い、いつのまにか忘れていた疑問だった。

　投票によって一人ずつ減っていく中で名乗れないのはわかる。名乗り出れば、投票で処しよ刑けいされるのは確実だからだ。

　だが魔女は積極的に殺人を犯おかし、このゲームを攻こう略りやくしようとしている。そこには、生き残りたい、という意志以上のものが感じられた。

　サクヤも「このゲームには命を賭けるに足る理由がある」と言っていた。

　きっと魔女も、このゲームの意味を理解しているのだろう。

　なぜこんな殺し合いをさせるのか。まったく意味がないように思えるこのゲームにもなにか目的があって、魔女はそれを達成したいのかもしれない。

　このゲームの勝者は願いをひとつなんでも叶かなえられる、とか、そういうなにかがあるのだろう。

「あんたが魔女だったのか！」

　くるみの叫さけび声ごえが聞こえた。

　フブキをにらみつけ、声を荒あららげる。

「あんたがサクヤを……！　他ほかのみんなを……！」

「それはこっちの台詞せりふだ。まさか貴様とは思わなかったが、生き残っているのは三人だけ。状じよう況きようが、貴様が魔女だと示している」

　二人の魔ま法ほう少女がにらみ合う。お互たがいがお互いを魔女だと主張している。その言葉に演技は感じられなかった。少なくともレナにはそう思えた。

　ふらつく足取りでバロットルームに足を踏ふみ入れる。

　その時だった。

　切きり裂さかれたサクヤの体から光があふれ、無数の赤い線が床ゆかを這はいずり回った。

　床の上で弧こを描えがき、文字を書き、複雑な文様を描いていく。

　バロットルームの床一面に巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんが現れた。

「これは……魔術ウイツチクラフト……！」

　フブキがうめき声を上げてレナに駆かけ寄よろうとする。

　その足から力が抜ぬけ、がくんと膝ひざを折った。

「なんだ……これは……？」

　愕がく然ぜんとした声をもらして床に倒たおれる。

　それを見たくるみが怯おびえた表情で後ろへと下がった。

　魔法陣は宙に浮うかび上がると、高速で回転をはじめた。

　文字が躍おどるように流れ、無音詠えい唱しようを開始する。

　血のように赤い光がひとつ、またひとつと生まれ、レナの許もとへと飛んでいった。

　起動した魔術は明らかにレナを対象としていた。

「レナ……ッ！」

　苦く悶もんに満ちた叫びが響ひびく。

　集まった赤い光はレナの眼前で凝ぎよう縮しゆくすると、爆ばく発はつするように膨ふくれあがった。

　光があふれ、視界のすべてが紅あかく染まる。

　眩くらむような紅い世界の中で、レナは華はなやいだ声を聞いた。

　──これはレナさんに託たくしますわ。

　光が薄うすれる。世界が元に戻もどる。

　次に目を開いたときにはもう、魔法陣はなくなっていた。

　空中に小さな光が浮かんでいる。

　手を伸のばすとそれはレナの手のひらで光を失い、小さな紅い珠たまに変わった。

「サクヤちゃん……？」

　答える声はなく、着物姿の魔法少女は切り裂かれたままそこに倒れていた。







　いつまでもバロットルームにいるわけにはいかないので、レナたちは階下のラウンジルームにやってきた。

「ククク……カカカカカッ」

　呼んでもいないのにフィアが現れる。

「ついにここまで来ちまったなあ。残りは三人だ。ファッキン魔女のクソ野や郎ろうを褒ほめてやるべきなのか、だらしねえクソビッチの魔法少女アリスを貶けなすべきなのか、ちーっと悩なやむところだ。なあ？」

　口元を引き裂く醜悪な笑みでレナたちに笑いかける。

　レナは無視しようとしたが、不意に思いついたことがあって口を開いた。

「わたしたちの中に魔女がいるんだよね？」

　本当は魔女なんていないのではないか。その疑問を解消しておきたかった。

　フィアがけたたましい笑い声を上げる。

「おいおい今更かよ。だがいいぜ。何度でも教えてやるからそのポップコーンみたいにスカスカの頭にぶち込んでおきやがれ。

　愛あい葉ばレナ、黒くろ金がねフブキ、君きみ塚つかくるみ。この三人だ。てめーらファッキン魔法少女アリスの中の一人がファッキン魔女だ。天地がひっくり返ったってこいつは絶対だ」

　やはりそうなのだ。

　この中の誰だれかが──いや、どちらかが魔女なのだ。

　くるみが勢いよく立ち上がる。

「魔女はフブキだよ。だってボクは魔女じゃないし、レナも違ちがうって思う。残るのはフブキしかいないんだ」

　怒いかりを抑おさえたような重い口調が響き渡わたる。

「レナがフブキを疑いたくないっていうのはわかる。きっと辛つらいよね。でも冷静に考えてほしい。サクヤは、その……腕うでや足ならともかく、頭まできれいに輪切りにされていた。あんなこと、通常の方法じゃ絶対にできない。ボクやレナみたいな非力な魔法少女にはできないんだ。

　でも、恐おそろしいほどに冷れい酷こくで、戦う力もあるフブキにならできる。

　アイリの時だって、たとえば空気中の電子を高速で振しん動どうさせれば電子レンジのようなことができるんじゃないのかな。リリアンヌを殺したのは間ま違ちがいなくフブキだったし、考えてみればこれまでの議論の中心には必ずフブキがいた。フブキならいつだって自分の好きなように投票を操作できたんだ」

　対するフブキが冷静に声を発する。

「確かにくるみが魔女とは意外だった。どうやったのか方法もわからない。だが、生き残ったこの状況が、こいつが魔女であることを示している。私を信じてくれ」

　フブキの瞳ひとみはまっすぐにレナを見ていた。

「私はレナにこの命を救われた。レナの命は私の命よりも重い。その私だけが生き残るなんてことは絶対にあり得ない。レナは必ず私が守る」

　揺ゆるぎない言葉だった。そして何度も言われてきた言葉だ。それこそ、このゲームがはじまるずっと前から、フブキはレナの傍そばにいたのだ。

「そんなの口ではどうとでも言えるじゃないか」

「貴様が信じる必要はない。私はレナに言っている。だが、そうだな──」

　その瞬しゆん間かん、フブキの姿がかき消えた。

　高速で移動し、くるみの背後に回る。巨大な刃やいばがくるみの首筋に押し当てられた。

　驚おどろいたくるみが振ふり返かえるより先に、フブキが再び元の位置に戻った。

「私が魔ま女じよだとしたら、今ので貴様を殺していただろう。生かす理由はなにもないからな。だがしなかった。私は魔女ではないからだ」

　くるみは見開いた目で硬こう直ちよくしていた。恐きよう怖ふに凍こおりついているのは明らかだった。

　頰ほおに幾いく筋すじもの汗あせを浮かべていたが、やがて気を取り直したように猛もう然ぜんとフブキをにらみつけた。

「〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉に違い反はんすることを恐れたんでしょ！」

「だがサクヤは殺されている。第三の約定が魔女に効果がないのは明らかだ」

「ルールを破る方法があるんでしょ。やり方は知らないけど、今はできないんだ。だからボクを攻こう撃げきできなかった」

　くるみの反論に、フブキは押おし黙だまった。

「そもそもボクが魔女だとしたら、どうして仲の良かったサクヤを殺すの？　まずは敵であるフブキを狙ねらうべきじゃないか。でもそうしなかった。なぜなら、ボクは魔女なんかじゃないからだ」

「私はずっと部屋の中で警けい戒かいしていたからな。襲おそいたくても襲えなかったのだろう。魔女は〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉第二の約やく定じようも無効化している。今回も絶対に安全とはいえなかった。それはサクヤも同じだったはず。それでもサクヤを攻撃できるのは、サクヤと親しかったくるみだけ。そうではないのか？」

　フブキが淡たん々たんと述べる。

「貴様は本当は、昨日の投票で私かサクヤのどちらかを殺したかったはずだ。その後、夜に残ったほうを殺す。そうすれば生き残るのはレナといのりだけになる。どちらも戦いに向いている魔法少女ではない。いくらでもやりようはあっただろう。

　しかしサクヤの提案で投票はいのりになってしまった。

　レナ、私、サクヤ、くるみ。この四人で一番疑わしいのは、どうしたって貴様になる。四人が生き残れば投票も貴様になるだろう。かといってレナを殺すと、残るのは私とサクヤだ。その状況はあまりにも不利だと判断した。だから仕方なくサクヤを殺し、この状況に持ち込んだんだ」

「じゃあ仮にボクが魔女だとしたら、なぜフブキはボクを攻撃しないの？　フブキからしてみれば、ボクを殺せばゲームは終わるんでしょ？　なんでしないの？　それは、ボクが魔女じゃないって知ってるからじゃないの？」

　レナがはっとしてフブキを見た。フブキは一いつ瞬しゆん目を閉じ、やがてかすかな声で答えた。

「できるならばそうしたい。だが、レナはその方法を望んでいない」

　怜れい悧りな視線がくるみを見み据すえる。

「なんだよそれ。そんな理由で──」

「誰かを殺して得られる平和を、レナは望んでいない」

　その声は静かで、遮さえぎることを許さない力強さを持っていた。

「これ以上誰も死なない結末を、レナはあきらめていない。ならば私もその結末を最後まであきらめない」

　フブキの言葉を聞いて、レナは涙なみだがあふれそうになった。

　その理想は誰にも届いていないと思っていた。でも違った。フブキだけは理解してくれていたのだ。

　もうそれで構わないと思った。誰の胸に届かなくても、フブキだけが理解してくれたのなら、それだけで……。

　だけど心の中の冷静な部分がささやきかける。

　本当にそうなのだろうか。くるみの指し摘てきは痛いところを突ついたように思える。フブキは苦くるし紛まぎれの言い訳として、レナの理想を使っただけではないのか。

「その命は投票まで預けておく。せいぜい自分の行いを悔くいることだ」

　フブキの声が静かに響き渡った。







　フブキはくるみに、くるみはフブキに投票するだろう。

　レナがどちらに入れるのか。その一票で処しよ刑けいが決まる。レナが決めるのだ。

〈魔女の審問会アーリーオーダー〉ではくるみに投票した。理由なんてない。フブキには入れたくなかった。それだけだった。

　昼はそれでもいいだろう。だが夜は──

　少し考えるといって、レナは自分の部屋に閉じこもった。

　プライベートルームのベッドに腰こしかけて、深く息を吐はき出す。

　残り十二時間。

　もしもレナが投票しなかったらどうなるだろうか。

　制限時間内に投票しなかった者は「処しよ罰ばつ」されることになっている。おそらくは命を奪うばわれるのだろう。

　残ったフブキとくるみはお互たがいに投票するしかない。投票が同数の場合は両方とも〝処刑〟される決まりだ。

　レナが投票しないだけで、全員が死んでしまうのだ。

　これ以上の犠ぎ牲せい者しやを出すことなくこのゲームを終わらせたい。その思いは今も変わっていないが、だからといって投票から目を背そむけることはできなかった。

　どちらが魔女なのか。

　どちらの命を奪うのか。

　その答えを、レナは出さなければならない。







　まず最初にレクリエーションルームへとやってきた。

　サクヤが遺のこした魔ま術じゆつについて調べようと思ったのだ。

　昨日の午前中に、サクヤは魔術関係の本を読んでいた。バロットルームに仕し掛かけられていた魔術もその時に見つけたものではないだろうか。

　浮うき上がった魔ま法ほう陣じんの形を思い出しながらページをめくっていく。

　程ほどなくして目的のページは見つかった。

　やはりあの魔術はここに書かれていたものだったのだ。

　しかし、その内容を読んでレナは困こん惑わくした。

「対象を初期化する魔術……？」

　それは対象にかけられたあらゆる魔ま法ほう的変化を元に戻もどす、いわゆる初期化魔法ニユートライズと呼ばれる種類の魔法だった。

　レナは紅あかい珠たまを取り出す。

　サクヤが死の淵ふちで発動し、最後の力でレナに託たくした魔術の結けつ晶しようだ。

　魔術の本を調べているときに知ったのだが、魔法と違って魔術は外にある魔ま力りよくを使って起動するものらしい。だから一人につきひとつしか魔法が使えないレナたちにも、魔術ならば使えるらしかった。

　魔術結晶さえあれば、レナにも発動できるということだ。

　そんなものをサクヤがなんの意味もなく託した、とは考えにくい。

「もしかして、これでゲームを止めるつもりだったの……？」

　この「ゲーム」はナイトスフィアの基底部に描えがかれた設置型魔術によって行われていると前にフィアが言っていた。

　その魔術を初期化したら、ゲームを強制的に終しゆう了りようさせられるだろう。

「でも、サクヤちゃんが自分で使えばよかったんだよね……」

　それにゲームだけでなく、この世界そのものも魔術によって作られているのだ。

　魔術を打ち消したとき、中にいるレナたちが無事に帰れるという保証はない。

　最悪の場合、世界の消しよう滅めつと共にレナたちも消えてしまうだろう。

　そんな分の悪い賭かけをするわけにはいかないし、サクヤだってしないはずだ。

　きっと違ちがう使い道があるのだ。

　しかもそれは、サクヤが殺される直前では意味がなかった。もっと違う場面で、レナにとって必要なときがあるから、サクヤは託したのだろう。

　それがどんな場面であるのかは、レナにはわからなかった。

　それに、わからないことは他ほかにもある。

　アイリを焼き殺した方法。

　リリアンヌの床ゆかを切きり裂さいた方法。

　そして、噓うそをついたはずなのに〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉が発動しなかった理由。

　わからないことばかりで、なにから考えればいいのかもわからない。

「どうすればいいの、フブキちゃん……」

　困った時、あるいは難しくて迷った時、レナが頼たよりにするのはいつもフブキだった。

　冷静沈ちん着ちやくで慌あわてることのないレナの親友は、どんなに危機的な場面でも的確なアドバイスをくれるのだ。

　しかしそのフブキが魔女かもしれない以上、フブキに頼るわけにはいかなかった。

　答えはレナが一人で出さなければならない。

「こんな時フブキちゃんならなんて言ってくれるのかな……」

　人生の半分を共に過ごしてきた親友だ。

　目を閉じればいつでもその姿を思い描ける。

　無表情のまま、冷静な声で、だけどほんの少しだけ得意げな調子で、きっとこんな風に言ってくれるだろう。

　──話が複雑なときは、一度シンプルな形に戻すといい。

「シンプルって？」

　誰だれもいない空間に向かって問いかける。聞き慣れた声が頭の中で答えた。

　──事実だけを考えるんだ。自分の感情や推測は捨てて、明らかになっている事実だけで判断するんだ。

「事実だけで……」

　フブキのアドバイスに従って、レナは思い浮かべていく。

　魔ま女じよはレナたちの中にいる。それはフィアが明言しているから間ま違ちがいない。

〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉第二の約定は「噓をついてはいけない」に決定した。

〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉に違い反はんした者は魔女であると見なされ、〈魔女の審判アリスハンガー〉と同様に処刑される。

　そしてレナたち全員が「自分は魔女ではない」と宣言した。

　あのとき魔女は間違いなく噓をついたはずであり、ならば当然〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉は発動したはずである。

　しかし誰も処刑されなかった。

　すべて否定しようのない事実である。

　ならば、答えはひとつしかない。

〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉は発動した。しかし、処刑は完了しなかった。

　それしか考えられなかった。

　しかしなぜ処刑が完了しなかったのか。

　それはわからなかった。

　なにをすればそんなことになるのか。

　いったい魔女は、どんな魔法を使ったのだろうか……。

　深みへと落ちていく思考を、首を振ふって中止した。

「……今いま更さらわたしが考えたところでわかるわけないよね」

　レナが少し考えてわかるなら、とっくに誰かが気付いていただろう。

　そもそも〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉に違反しても処刑されないなんて、このゲームを根底から破は綻たんさせかねない方法だ。まともな手段ではないのだろう。

　──裏うら技わざ。禁じ手。外げ法ほう。そう呼ばれるべきなにかを魔女はしたのだろう。

　フブキの声にレナはうなずく。

　本来なら起こるはずのない何かが起こっているということだ。

　誰もが不可能と思うような……不可能かどうか考えようとすら思わないような、そんなあり得ないなにかが。

　たとえば、この世界から出られるとしたらどうだろう。

〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉の約定はこの空間だけのルールであり、外の世界ではもちろん適用されない。

　ナイトスフィアごと外の世界へワープすれば、処刑されないのではないだろうか。

　しかしそれはありえない。

　仮にもここは神様が作った第三世界だ。魔法少女の魔法ごときで神様の力を超こえられるわけがない。

　空間転移のリリアンヌでさえ、自分自身の転送はできなかった。転移の魔法はそれほどまでに高位の魔法なのだ。

　だけどレナはどこかで聞いた気がしていた。絶対の法である〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉から逃のがれ、処刑さえも無効化するような、そんな奇き跡せきとしか思えないような方法をどこかで──

　悩なやんでいたレナは、救いを求めるようにリリアンヌのネックレスを取り出した。

　空間転移について考えていたから、ついリリアンヌの形見に手が伸のびたのだろう。

　何気なく蓋ふたを開けて中の写真に目を落とす。

「え……？」

　最初に感じたのは困惑だった。あるはずのないものがそこにあった。

　血で走り書いたと思われる赤い字で「cuire」と綴つづられている。

　次に感じたのは直感だった。

　これは偶ぐう然ぜんではない。

　リリアンヌからレナに宛あてられたメッセージだ。

　確かめるために、室内の辞書を片かたっ端ぱしから調べていった。

　程なくしてそれは見つかった。

　フランス語でとある単語を意味する文字だったのだ。

「まさか、そんな……」

　リリアンヌが遺したメッセージは、ひとつの答えを示していた。

　アイリの焼殺も、リリアンヌの床を切断した方法も、サクヤを無数に切り刻んだ方法も、〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉第三の約定に違反しないことも、すべて説明が付いてしまう。

　たったひとつの魔法がすべてを可能にするのだ。

　それができるのは一人しかいない。

　それに気がついたとき、閃ひらめきが雷らい光こうのように訪おとずれた。

　まったく違う別々の情報が突とつ然ぜんに結びつき、ひとつの仮説を浮かび上がらせる。

　だけどそれは、どう考えても不可能だった。現げん実じつ離ばなれしすぎている。

　しかし、もしもできるのであれば。

　残された最後の謎なぞ。噓をついても処しよ刑けいされない方法も、それで説明できてしまう。

「……でも、そんなこと……」

　本当にできるのだろうか。

　妄もう想そう、幻げん覚かくといわれてもおかしくないレベルの思いつきだ。

　なにしろ、不可能だ。絶対にできるわけがない。それこそ神にでもならない限り……いや、たとえ神になったとしても無理に決まっている。

　雨は空に向かって降らないし、月曜日の次が日曜日になることもない。

　それと同じくらいにあり得ないことだ。

　だからこそレナは手を伸ばした。

　不可能だからこそ、そこにはわずかな可能性が残されている。

　レナは一冊の本を手に取った。

　中をめくり、目的のページを探す。

　そこに書かれていた内容がレナの記き憶おくと同じであることを確かめると、レナはついに自分の考えを笑い飛ばせなくなった。

　もしも、もしも本当にここに書かれていることを魔女が利用したのなら。

　それはもう人じん智ちを超えた存在だ。

　魔法少女の魔法ごときで神様の力を超えられないのなら、どうすればいいだろうか。

　答えは簡単だ。神様の力を使えばいい。

　レナたちを殺し合わせようとするこのゲームの目的も。

　効力を失った〈魔法少女の誓いアリス・オブリージユ〉も。

　サクヤが遺した魔術の意味も。

　すべてがすべて、その答えを示している。

「………………どうして、そんなことが……」

　レナには理解できなかった。

　魔女にとってはきっと、見知らぬ他人の命も、一いつ緒しよに過ごしてきた友達の命も、おそらくは自分自身の命すらも、道ばたに転がる石と同じ価値しかないのだろう。

　そんな魔女を相手に命の大切さを説いたところで、伝わるわけがない。

　レナの目は壁かべにあいた穴、ウエポンルームへと向けられた。

　魔女がレナの思い描えがいている通りの人物なら、この先にある武器が有効なはずだった。

　だがそれは魔女と戦うということだ。

　話し合いを放ほう棄きし、暴力による解決を受け入れるということだ。

　そんなこと、したくない。

　しかしレナにその気がなくても、魔女はためらわないだろう。

　レナの命はもはやレナ一人のものではない。

　リリィを頼たのむと言ったアキラ。レナにならできると言ったハナ。これ以上悲しい犠ぎ牲せい者しやを出さないでと言ったいのり。最さい期ごの力で紅あかい珠たまを託たくしたサクヤ。

　多くの仲間の命が、レナの肩かたに掛かかっている。

　レナは負けるわけにはいかない。

　ただ黙だまってやられるわけにはいかないのだ。

　しかし──

「どうすれば、いいの……」

　このままでは魔女を処刑するしかない。

　なにか方法はないのだろうか。

　こんなゲームの言いなりになったままでいいのだろうか。悪あく魔まに魂たましいを売うり渡わたすこのゲームの思い通りに動くことは、レナにはどうしてもできない。

　なにか、なにかないのだろうか。

　このゲームを裏で操あやつっている何者かに一いつ矢しを報むくいるような、そんな裏技が。

　レナは悩んだ。

　悩みに悩み抜ぬいた。

　最後まであきらめなければきっとなにか方法が見つかるはずだ。そう信じた。

　そして結局──答えは出なかった。







　真夜中の十二時五分前となった。

　バロットルームにはすでにフブキとくるみがいた。

　現れたレナに対してフブキが近づいてくる。

「レナ、もしも投票を迷っているのなら、私に入れて構わない」

　一いつ瞬しゆんなにを言われたのかわからなかった。

「でも……私がフブキちゃんに投票したら……」

　ここには三人しかいない。

　レナとくるみの二票がフブキに入ったら、それだけで処刑が確定してしまう。

　自分に入れてもいいということは、私を殺してくれと言っているようなものだ。

「フブキちゃん……」

　なぜフブキがそんなことを言ったのか。レナには理解できなかった。

　だけどフブキの瞳ひとみは真しん剣けんそのものだった。

「構わない」

　そして、ある計画をレナに語った。

「そんな、そんなこと──」

　レナは絶句した。

　フブキが説明した計画は、それほどまでに無む謀ぼうだったのだ。

「とにかく、レナはレナの思う通りにしてほしい。レナの選せん択たくなら、私はどんな結果でも受け入れる」

　フブキは自分に投票してもいいと言った。レナが選ぶなら後こう悔かいはないと。魔ま女じよならばそんなことを言うだろうか。それとも、魔女だからこそ言うのだろうか。

　フブキはレナを信じると言った。

　だけどレナは、フブキのことをなにも知らないことに気がついた。

　テストの成績がいい。アイスはいつもミント味を選ぶ。消しゴムは欠片かけらを残さずきっちり使い切る。時間に正確でレナとの待ち合わせで遅おくれたことは一度もない。そしてレナがフブキより先に到とう着ちやくしたことも一度もない。いつでも冷静沈ちん着ちやくだけど人の感情を読むのが苦手で、レナがからかうとすぐに慌あわててしまう。

　そんなことを知って、なんの意味があるんだろう。

　レナはフブキの表面ばかりを見てすべてを知った気になっていた。九年の歳月を経てもなお、レナは親友すら理解できていなかった。

　フブキがどんな女の子なのか、実はなにも知らなかったのだ。

「私はレナを信じている」

　フブキの言葉が胸に痛かった。




　次にやってきたのはくるみだった。

　フブキとの会話が終わるのを待っていたのだろう。

「辛つらいと思うけど、よく考えて。ここで間ま違ちがえたらすべてが終わってしまうんだ」

　フブキには聞こえないように声をひそめて語りかける。

「何人もの魔ま法ほう少女を殺して、それでも正気を保っていられるなんて、どう考えたって普ふ通つうじゃないよ。そんなことができるとしたら、フブキのように冷れい酷こくな魔法少女だけ。実際にリリアンヌも突つき落おとして殺してるじゃないか。物理的にも、精神的にも、可能なのはフブキだけなんだよ」

　くるみの言う通り、可能と思えるのはくるみよりもフブキだった。でも、フブキがそんなことするはずがない、とレナは信じている。

　じゃあくるみなのかというと、それも信じられなかった。

　でも二人のうちのどちらかが魔女なのだ。

「ここで間違えたら終わりだよ。よく考えて」

　くるみの声が急せかすように響ひびく。




　時計の針はもうまもなく十二時を指そうとしている。

　生き残った三人の魔法少女はそれぞれ距きよ離りを開けてイスに座った。

　張はり詰つめていく緊きん張ちよう感かんの中で、レナはひとつの可能性に気がついていた。

　それはあまりにも無謀な賭かけだった。

　できるわけがない。失敗するに決まっている。

　けれどレナの中に存在する冷静な部分が、この機を逃のがすべきではないと告げていた。魔女の裏をかく絶好のチャンスだと。

　いや、それだけではない。このゲームを裏で操る何者かさえも欺あざむける。

　これ以上誰一人の犠牲も出さずにこのゲームを終えられるのだ。

　だが、失敗すれば──




　すべての準備が整ったころ、ついに鐘かねが鳴った。

　一つ、二つと重ねられる音を、レナは不思議と落ち着いた気持ちで聞いていた。

　この鐘を聞くのもこれが最後になるだろう。

　澄すみ渡るほどに美しい音は、はたして祝福の歌なのか、それとも鎮ちん魂こんの歌なのか。

　長かったゲームもこれで終わる。

　誰だれが生き残るのか。終わった先になにが残されるのか。

　すべてはこれから決まるのだ。

　鐘の音が止まる。

　真夜中の空気に溶とけていく。

　最後の〈魔女の裁判アリスハンガー〉がはじまる。







「ククク……カカカカカカカカカカッ！」

　現れたフィアがけたたましい笑い声を響かせた。

「とうとう来ちまったなあ！　ルールの説明はもういらねえだろ？　配られた手札はちゃんと使い切ったか？　泣こうが喚わめこうがこいつで最後。正しよう真しん正しよう銘めい、最後のチャンスだぜ」

　フィアの言う通りだった。

　はじまってしまったら、もう後には戻もどれない。すべてはあとたったの五分で終わってしまうのだ。

「ククク……。いい面つら構がまえじゃねえか。どうやら余計な気を回しちまったみてーだな。さあ、魔女と思う奴の名前を記入しな。はじめるぜ。お待ちかねの〈最後の五分間ラストオーダー〉だ！」

　フィアの宣言と同時に、フブキとくるみの二人が同時に投票した。

　二人からしてみれば魔女は誰なのかわかりきっている。迷う理由はなにもない。

　レナは、動けなかった。

　もう何度目かもわからない投票だったが、何度経験しようとも慣れるはずがない。

　レナの手元に一枚の紙がある。

　どこにでもある普通の白い紙だ。

　こんな手のひらほどの大きさしかない小さな紙切れで人が死ぬのだ。

　命をバカにしているとしか思えない。

　だがそれでも、このゲームに乗るより他ほかに手がなかった。

　こんなちっぽけな紙切れで人の命を奪うばう理り不ふ尽じんなゲームに、レナは打ち勝たなければならないのだ。

　どちらを殺すのか。

　投票を突き詰めて考えていけば、そういうことになる。

　レナは悩なやんだ。

　投票がはじまったこの土ど壇たん場ばになってもまだ迷っていた。

　わずか五分しかない制限時間は刻一刻と削けずられていく。時間が迫せまるほどに焦あせりがレナの脳のう髄ずいをじりじりと焼き焦こがしていく。気ばかりが急いてまったく考えがまとまらない。

　いや、時間が経たっているように思えるだけで、実際はまだ一瞬なのだろうか。一時間以上も悩んでいる気がするし、まだ一分も経っていないような気もする。自分の感覚すらもよくわからなくなっていた。

　レナの推測では、どちらが魔女なのか予想はついていた。確かめる方法もある。

　だが間違っていたら。

　もしも騙だまされているのだとしたら。

　罪もない少女をこの手で殺すことになる。

　今までの投票とはまったく違ちがう。死ぬとわかっている人の名前を書かないといけない。レナの入れたほうが死ぬ。レナが殺すのだ。

　血の気が引くのを感じた。氷みたいに冷たい汗あせが幾いく筋すじも頰ほおを滑すべり落ちていく。自分の両手が血にまみれている気がして、強く頭を振ふった。

　合理的に──あくまでも合理的に考えるならば。

　投票は、フブキにするべきだった。

　それが安全だと理性という名の悪魔がささやく。

　そうわかっていても、それでも、間違えるかもしれない、という疑ぎ惑わくを拭ぬぐい去さることができない。

　間違っていたら。騙されているのだとしたら。疑い出すともう止まらなくなった。

　日常の中で感じていたわずかな不安が頭の中で膨ふくれあがっていく。ときおり見せるフブキの冷静さが、魔女の冷酷さを表す証しよう拠このように思えてくる。だけどそんなのは勘かん違ちがいかもしれない。だとしたら親友をこの手で殺すことになる。九年も一いつ緒しよに過ごしてきた大好きな親友を、自らの手で。

　なにを信じればいいのか。どうすればいいのか。誰が魔女なのか。

　なにもわからなくなっていた。

　心が疲つかれ切っている。どうにでもなればいい、という自じ暴ぼう自じ棄きな考えが頭の中を埋うめ尽つくそうとしてくる。

　どちらでもいい。どちらかの名前を書いて投票してしまえば、この苦しみから解放される。もういいじゃないか。結局のところ、答えは二択たくだ。適当に書いたって五〇％で当たるし、悩んで書いても五〇％の確率で間違える。運を天に任せるんだ。そうすればもう、なにも考えなくていい。

　レナの頭はいつのまにかそんな考えだけになっていた。知らず知らずのうちに選せん択たく肢しを狭せばめている。それはつまりもう、レナの中ではどうしたいのか決まっているということだ。

　その人の名前を書くのは仕方がないのだと、自分自身を騙せるような理由が。

「残り一分だ」

　ゾクリとした。

　残り六十秒。いや、この瞬しゆん間かんにも減り続けている。五十九、五十八、五十七……

　血の涙なみだが溢あふれ、軋きしんだ心が悲鳴を上げた。

　それでも時は無情にタイムリミットを削っていく。三十六、三十五、三十四……

　レナは悩んだ。悩みに悩み抜ぬいた。

　いや、本当は悩んでなんかいなかった。

　書くべき名前は最初から決まっている。

　そのための勇気がなかったから、焦りと不安と恐きよう怖ふの中から絞しぼり出だそうとしていた。そのための五分間だった。

「残り十秒だ」

　限界まで膨らんだ焦しよう燥そうに押し出されるようにして、レナはついにその名前を書いた。

　投票用紙を穴に落とし込むと、そのまま顔をテーブルに押しつける。

　顔を上げるなんてできない。

　自分でなにを書いたのかも、もうよくわからなくなっていた。

「投票の完かん了りようを確かく認にんしたぜ」

　嘲ちよう笑しようを含ふくんだフィアの声が響く。

　なにも見たくない。なにも聞きたくない。なにもかも忘れてしまいたい。たったいま自分がしたことの結果すら確認したくなかった。

　このまますべて終わって欲しい。目を開けると、すべてが夢となって消えてくれたらいいのに。

「泣いて喜べ。醜しゆう悪あくで悪あく趣しゆ味みで胸むなクソ悪いゲームもこれで終わりだ。もう運を天に任せるより他はねえ。辛かったか？　苦しかったか？　嬉うれしかったか？　楽しかったか？　まあどれでもいい。そんなことは、もうどうでもいいんだ。すべてはこの瞬間のためにあった。魔ま女じよが勝つか、魔法少女が勝つか。そいつが今ここで決まる。さあ、目ん玉をおっぴろげてよーく見な。こいつがてめーらの示した正義だ！」

　フィアの声が聞こえる。

　それでもレナは顔を上げなかった。

　確認するまでもなく、表示される結果はわかっていた。







　黒金フブキ　２票

　君塚くるみ　１票




　バロットルームは静せい寂じやくに満ちていた。

　息を吞のむ音すらも聞こえない、完全な静寂だった。

　投票結果を見てフブキはどう思っただろうか。

　レナを信じていると言ってくれた。投票しても恨うらむことはないとまっすぐな瞳ひとみで告げてくれた。

　それでもやっぱり、裏切られたと思うだろうか。

　死を目前とした時に、その人の本ほん性しようが顕あらわになる。どうして本当に入れたのだと、絶望と後こう悔かいの念に苛さいなまれてはいないだろうか。

　現実から目を逸そらすように、そんなことばかりを気にしていた。

「最多得票者は２票の黒金フブキだ」

　フィアの声が醜悪に響ひびく。

「クカカカッ！　ファッキン魔女に死の刑けい罰ばつを。さあ、処刑執行シヨータイムだ！」

　狂くるい叫さけぶ声とは対照的に、それはあまりにも静かに執しつ行こうされた。

　ごとん、と誰かの倒たおれる音が聞こえた。

　死んだのだ。

　レナの親友が。

　フブキが。

　レナの投票によって、音もなくその心臓を止められた。

　握にぎりしめた手に血がにじむ。

　食いしばった歯がギリギリと音を立てた。

　痛みなんてなにも感じなかった。

　終わった。きっと終わった。これでよかったんだ。

　何度も何度も言い聞かせる。

　それでも手のひらの痛みは感じられない。

「処しよ刑けいの完了を確認した──」

　初めて聞くフィアの厳おごそかな声。

　これが最後の宣告になる。

　涙でぐしゃぐしゃの頭で祈いのりながら、続く言葉を聞いた。




「──どうやらフブキは魔女ではなかったようだな」




　声が冷たく響き、そしてゲームは続く。







　▽５日目 00:07【生存者　残り２名】







　魔女はくるみだった。

　レナはのろのろと顔を上げる。

　正面に座る小こ柄がらな魔ま法ほう少女が鋭するどい目を向けてきた。

「アンタが……アンタが魔女だったのか!?」

「えっ……？」

　憎ぞう悪おのこもった声にレナはとまどった。

　残りは二人しかいない。どちらが魔女であるかなんてわかりきっている。

　なのに、なぜ……。

　最悪の想像が頭をよぎる。

　それは一度考え、そしてありえないと切り捨てた可能性だ。

　──魔女は、自らが魔女であると知らないのではないか？

　くるみは魔女であることに気がついていないのか、あるいは……自分が魔女なのか。

　レナはゆるやかに首を振った。

　違う。そんなことはありえない。

「魔女はくるみちゃんだよ。自分でも知ってるんでしょ？」

「なんだ、気付いてたんだ」

　くるみはあっさりと演技をやめた。

「自分を魔女だと思わせて自殺でもしてくれれば楽だったんだけど」

　いつもと変わらない、少年のような笑えみだった。

「フブキに投票したからてっきり騙されるかと思ったのに。……いや、まだ手はあるかな。フブキはレナのせいで死んじゃったんだからね」

　抉えぐるような言葉が突つき刺ささる。

「ねえ、気分はどう？　大好きな親友を自分の手で殺した感想は？　フブキはレナのことを信じてるって言ってたよね？　なのにレナは信じなかった。レナが殺したんだ！」

　一言一言を嚙かみしめるようにレナへと聞かせてくる。

「いくらボクでも、親友を殺すなんて、そんなひどいことはできないよ！」

　思わず耳をふさいでしまいたい衝しよう動どうに駆かられた。

　レナがフブキを殺した。

　その事実は間ま違ちがいないのだから。

　しかしだからこそ、レナはそれを受け入れなければならない。

　うなだれそうになる頭を必死に持ち上げて、くるみを正面から見すえた。

「……くるみちゃんが魔女なのは、なんとなくわかってた」

「えっ？」

　驚おどろきの声が上がる。

「今更強がりを言うの？　レナはボクじゃなくてフブキに投票した。それがつまり、ボクじゃなくてフブキを魔女だと思ったって証拠でしょ。フブキがアイリを殺し、リリアンヌを殺し、サクヤを殺した殺人犯だって思った。そういうことでしょ？」

　レナは首を振ふった。ゆるやかに、力なく。

「ううん。ちがうよ。魔女はくるみちゃんだって、投票の前からわかってた」

　レナはリリアンヌのネックレスをテーブルに置いた。

　小さなメダル状の蓋ふたを開くと、故郷の美しい写真の上に、自分の血で走り書いたと思われる「cuire」の文字があった。

「辞書で調べてみたの。それはフランス語で『料理』って意味だった」

　リリアンヌが落ちたあの時、くるみもまた床ゆかの割れ目から下をのぞき込んでいた。

　真横にいたレナにはくるみの顔は見えなかったが、真下にいたリリアンヌからは見えていただろう。

　狙ねらい通どおりにリリアンヌを落としたくるみは、いったいどんな表情をしていたのだろうか。

「リリィちゃんはこれを伝えたくてわたしにネックレスを渡わたしたんだと思う。その時に気付いたの。アイリちゃんは殺されたんじゃない。『料理』されたんじゃないかな、って」

　くるみの〈簡易調理クツキングエンド〉は、料理の味付けを変える魔法だと本人が言っていた。

　間違いではないのだろう。

　だけどすべてを伝えていたわけではない。

　味が変わるのは、あくまでも一側面に過ぎなかった。

「くるみちゃんの魔法が発動する条件は二つ。材料があることと、自分で同じものが作れることだったよね。材料に手を触ふれて、頭の中で実際に作り直す調理過程レシピを思い浮うかべることで発動するってことでしょ。つまり逆に言うと、思おもい描えがいたレシピの通りに料理を作り直すということ。

　それがくるみちゃんの本当の魔法──〈料理を完成させる魔法クツキングエンド〉なんだ」

　最も恐おそるべき点は、材料を選ばないこと、にあるだろう。

　手を触れてレシピを思い浮かべれば、人間でさえ思い通りに作り直されてしまうのだ。

　くるみが小さく手を叩たたいた。

「そこまでバレてるなんて驚いたな。レナって意外と油断ならないよね。

　うん、レナの言う通りだよ。手で触れることさえできればなんでも料理できるんだ。それこそ人でも、物でも、なんでもね。だからサクヤは刺さし身みにしてみたんだ。全身が切り刻まれていたのはそういうわけ。どうもボクの正体に気付いたっぽいから殺やっといたんだけど、レナにもバレちゃったから結局同じだったかな」

　自じ慢まんするでもなく、まるで朝食のメニューを思い出すような口調で語る。

「アイリはステーキね。中までじっくりと焼くウェルダンにしてみたんだ。ベッドに焦こげ跡あとがなかったのはそのため。ちょっと火加減を間違えて真っ黒焦げになっちゃったけど。少しでもレシピを間違えると思い通りにならないのが欠点なんだよね。

　リリアンヌの時は、床にちょっと切れ目を入れてみたんだ。刺身っていうほどじゃなくて、料理の下ごしらえみたいな感じで。まさかあんなにすっぱりいくとは思わなかったから逆にびっくりしちゃった。

　おかげでサクヤに魔女の仕し業わざだってバレちゃって、投票もみんなで決めるとか言い出されちゃってさ。ほんとフブキが推理した通りだったんだよ。いのりが死んじゃったせいで、レナとフブキを残してあとは投票に賭かけるしかなかった。正直言って、負けも覚かく悟ごしたんだよね。ほら、ボクって戦う魔法少女じゃないから、正面から戦えばまず負ける。でもレナが投票してくれたおかげで勝てたよ。ありがとう」

　ニコリと笑みを浮かべる。

　でもその目は笑っていない。凄せい絶ぜつなまでに剣けん吞のんな光を放っている。

　狙いを定さだめた捕ほ食しよく者の目だった。

　くるみは一日目の自己紹しよう介かいの時から「料理の味付けを変える魔法」だと告げていた。あの時からすでにくるみの計画は始まっていたのだろう。

「人」を「料理」して殺害するという、恐るべき計画が。

　考えるだけでもおぞましい行こう為いだ。レナにはまるで理解できない。

「でもひとつだけわからないんだ。そこまで推理しておきながら、なんでボクに投票しなかったの？」

　レナはうなだれた。開きかけた口から言葉がもれることはなかった。

　黙だまり込むレナを見て、後悔しているからだとくるみは勘かん違ちがいしたようだった。

「まあなんでもいっか。追おい詰つめられた人間は、なにをするかわからないからね」

　テーブルに両手をつく。

　音もなくあっさりと、木製のテーブルが真っ二つに割れていた。

　そういう魔法なのだとわかっていても、実際目まの当たりにするとやはりレナは驚いてしまった。

「ダラダラ続けてもしょうがないし。もう終わりにしよっか」

　割れたテーブルのあいだを悠ゆう然ぜんと歩いてくる。両りよう腕うでを軽く広げ、手のひらをレナへと向けていた。

　あの手に少しでも触れたら一いつ瞬しゆんにして「料理」されるのだろう。

　レナは逃のがれるように距きよ離りを取る。

「逃にげるの？　時間のムダだからやめようよ。ボクもレナも戦う魔法少女じゃない。レナの非力な魔法じゃ、ボクの魔法には絶対に勝てないよ」

　それでもレナは後ずさる。その背中が壁かべにぶつかって止まった。

　くるみの口の端はしがニヤリと歪ゆがむ。

　床を蹴けって一気に距離を詰めてきた。

　二人の身体能力はほぼ同じだ。くるみの攻こう撃げきをかわし続けることは難しい。

　レナは手のひらを強く握りしめる。

　覚悟を決めなければならなかった。

　争いたくはない。だけど、戦わなければ──

　その直後。

　白銀の閃せん光こうがくるみの足を切きり裂さいた。

「な……っ！」

　くるみが驚きの声を上げて飛び下がる。

　巨きよ大だいな刃やいばがくるみの太ふと腿ももの半ばにまで突き刺さっている。

　力を失った膝ひざが地面を突いた。

「この刃は……なんで──」

　驚きよう愕がくに見開いた瞳ひとみが部屋の中央へと向けられる。

「──なんで生きてるのっ!?」

　視線の先にいたのは、荒あらい息で立ち上がるフブキの姿だった。

「心臓が止まるとわかっていれば……事前に〈加速限界アクセル〉で血液を動かしておけば、いいだけだ……」

　右みぎ腕うでで刃を投げた状態のまま、左手をテーブルにつけて体を支えている。肩かたを上下させて喘あえぐように呼吸をしていた。

　テーブルについた手から力が抜ぬけ、ガクリと体が傾かしぐ。レナは慌あわてて駆け寄った。

「大だい丈じよう夫ぶフブキちゃん？」

　肩を貸しながらたずねると、フブキは苦しげに答えた。

「すまない……、助けるのが遅おくれた……。まだ鼓こ動どうが安定しなくてな……」

「ううん、わたしこそゴメンね……。フブキちゃんに、こんなこと……」

　フブキは事前に、自分に投票してもいいと言った。

　たとえ心臓を止められても、自分の魔ま法ほうで血液を動かせば死ぬことはないから、と。

　レナはその案に乗った。

　くるみが魔ま女じよであると確信できなかったレナは、フブキに投票することで、本当にくるみが魔女なのかを確かめようと思ったのだ。

「構わない……。レナは、くるみを疑いたくなかったのだろう……。だから試ためした。私に投票したあとに、くるみがどういう態度を取るのか見たかったんだ」

　苦しそうにうめくフブキの目がくるみを見た。

「どうやらあっさりと本ほん性しようを現したようだな……」

　くるみは無言で立ち上がると、太腿に突き刺さる刃を投げ捨てた。

　苦痛に顔が歪み、傷口から鮮せん血けつがあふれ出す。瞬またたく間まに血だまりができていく中で、くるみの手が傷口を押さえた。

　あふれ出す鮮血の勢いが弱まり、やがて完全に止まった。

「治ち療りようもできるのか。便利な魔法だな……」

「大したことじゃないよ。焼いて傷口をふさいだだけだから」

　刺さされた足を軽く動かして傷の具合を確かめる。

　フブキが腕うでを伸のばすと、光と共に新たな刃が現れた。

　しかしもう片方の腕は自分の左胸を強く握にぎりしめている。

　くるみが驚愕から不敵な笑えみへと表情を変えた。

「ずいぶん苦しそうだねフブキ。さっきは驚いちゃったけど、魔法で血液を循じゆん環かんさせるっていうのは、やっぱり無理があるんじゃないの？」

「私は、ずっと考えていたことがある……」

　脂あぶら汗あせを流しながらも、フブキは静かに語り出した。

「それは、このゲームはなんのために行われているのか、ということだ。

　サクヤは、命を賭けるに足る理由がこのゲームにはあると言っていた。魔ま術じゆつによってこれだけの世界を生み出し、神にも劣おとらない力で維い持じしている。悪あく趣しゆ味みな思い付きだけで行える規模ではない。なんらかの目的があるはずだ」

　荒い息を整えるように深呼吸を繰くり返かえし、再び口を開く。

「誰だれかが『神に逆らった魔法少女を処しよ刑けいするため』と言っていたな。魔法少女には『いついかなる場合においても相手を死に至らしめてはならない』という〈魔法少女の誓いアリス・オブリージユ〉があるから公然と処分するわけにはいかない。だからこんなゲームで〝処刑〟することで誤ご魔ま化かしているのだと。

　初めはそうかもしれないと思っていた。だが、本当に罰ばつするだけだったら自分ですればいいだろう。万ばん能のうな神の力があれば一瞬で灰にできる。〈魔法少女の誓いアリス・オブリージユ〉に反するというが、その誓いを定めたのが他ほかならない神自身なのだから、いくらでも方法はあるはずだ。こんなゲームで多くの魔法少女を巻き込んだら本ほん末まつ転てん倒とうだろう。別の目的があるとしか考えられない」

　確かにその通りだった。

　すでに十名もの命が失われている。

　これはゲームの結果だから仕方ないんだ、と言い訳できる範はん疇ちゆうを超こえていた。

「とはいえ、フィアたち神の御み使つかいは噓うそをつかない。神様に逆らった悪い魔法少女だから罰して欲しい、と言うのなら、魔女は本当に神に逆らった悪い魔法少女なのだろう。その上で、こんなゲームに参加させられている。いや、魔女がいたから、私たちはこのゲームに巻き込まれた、と考えるほうが自然か。

　私たちは目の前の投票に怯おびえ、魔女の正体ばかりを探してしまった。それではいけなかった。そもそも『魔女』とはなんなのか。それをもっと真しん剣けんに考えるべきだったんだ。

　このゲームは魔女ありきではじまっている。私たちは誰でもいいが、魔女は神に逆らった不届き者でなくてはならない。魔女を理解せずに魔女を見つけるなんて無理に決まっていたんだ」

　声に後こう悔かいをにじませながら、荒い息を吐はき出した。

「そしてもうひとつ疑問だったことがある。このゲームは誰が行っているんだ？

　最初は神が行っているものだと思った。だがすぐに違ちがうと気がついた。人の死を前提としたこのゲームは、今の神が目指したはずの『笑顔に満ちた世界』からあまりにもかけ離はなれている。それにそもそも、魔術は使用を禁止されているはずだ。なのになぜ魔術が起動している？

　フィアも、妖よう精せい事典の説明とは違う性格をしているし、ここには明らかに神の意志が介かい在ざいしていない。魔術のプログラムに従って動いているだけだ。だがなぜ神が直接運営しないのか。しないのではなく、できないのだとしたら」

　フブキは言葉を切った。

　わずかにためらうような間を置いて、ゆっくりとその言葉を口にする。

「この世界に神はもういない。殺されたのだろう。おそらくは、魔女によって。それが『神様への最大の反逆』なんだ」

　三人しかいない室内に沈ちん黙もくが落ちた。

「〈魔法少女の誓いアリス・オブリージユ〉が適用されないのも当然だ。その誓いを定めた神がいないのだから。

　しかし不在となった神の代理は必要だ。誰かがその座にいなければこの世界は維持できないからな。しかし誰でもいいというわけではないだろう。神の不在を知っていて、神と同等の資質を具そなえている者が望ましい。

　条件を満たす者は多くない。だが、このゲームが神の殺害を条件にはじめられるとすれば、少なくとも一人は必ずその条件を満たす者が存在することになる。神の不在を知り、神に匹ひつ敵てきする資質を持つ者──つまり、神を殺害した本人だ」

　フブキが静かな視線で魔女を見る。

「貴様が神を殺し、神の代理に成り代わった。そうだな、君きみ塚つかくるみ」

　名指しされたくるみは、小さく笑った。

「すごいね。推測だけでそこまでわかっちゃうなんて。さすがはこのゲームに選ばれただけはあるってことなのかな。

　そうだよ。フブキの言う通り、今の神様はボクさ。といっても力なんてほとんどないんだけどね。世界を維持するための最低限の力が与あたえられているだけ」

「そうだろうな。代理はあくまでも代理だ。

　サクヤが『命を賭かけるに足る理由がある』と言っていたことから考えても、このゲームがなんのために行われているかはすぐにわかる。

　神が死んだとき、すぐに行うべきこととはなんだ？　犯罪者の粛しゆく清せいか？　違う。次の神を見つけることだ。神がいなければこの世界は維持できない。このゲームはなにかの昇しよう進しん試験なのではないかと思っていたが、その通りだったのだろう。不在となった神の後こう継けい者しやを決めるための最終昇進試験。それがこのゲームなんだ。〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉でルールを定めるのも、神となったときの予行演習だったのかもしれないな」

「くるみちゃん、本当なの……？」

　レナの震ふるえる声に、くるみは興味深そうに反応した。

「へえ、レナも気付いてたんだ。さすがだね。でもそんなに驚おどろかなくてもよくない？　前の神があんなバカみたいな世界を作ったんだから、死んだって問題ないでしょ？」

　くるみはそう言ったが、レナが驚いたのはそれが理由ではなかった。

「じゃあやっぱり、噓をついても処刑されなかったのは……」

〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉を無効化するために、魔女はあり得ない方法をとったのではと推測していた。

　その方法は、ただの魔法少女には不可能だった。それこそ神様にでもならない限り不可能なはずだったのだ。

　しかし、くるみが神の代理だというのなら。

「魔女はあの時、明らかに噓をついた。でも処刑されなかった。それは〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉が発動したけど、処刑は完かん了りようしなかったから。そう考えたの」

　くるみは黙だまったまま厳しい視線をレナに向けている。

「……そうか、魔法を無効化したのか……」

　フブキがかすれた声でつぶやく。

「ずっと不思議だったんだ……。第二の約やく定じよう以降、誰もが発言に気を遣つかっていた。噓をつけば死ぬからな。しかしくるみだけは発言に気を遣っている様子はなかった。まるで処刑されるのが怖こわくないとでもいうように。それにレナの魔法が無意識に発動したとき、全員が悲しみに襲おそわれて表情を変えた。あのサクヤでさえ涙なみだをこぼしたほどだ。しかし、くるみだけは表情が変わらなかった」

「ふうん。それで」

　肯こう定ていも否定もせずに続きを促うながす。

　レナが途と切ぎれそうになる声で答えた。

「フィアは処刑するときに光の鎌かまを生み出しているし、そもそもこのゲームは魔術によって行われている。処刑も魔法によって行われてるんじゃないかなって思ったの。でも神様が使う魔法は、わたしたち魔法少女には防げない。たぶん魔法を無効化する魔法を持っててもダメだったと思う。できるとしたら一人だけ。それはね、フィアなんだよ」

　それは妖精事典の項こう目もくにも書かれていた。

　神の御使いであるフィアは、魔法の対象とはならないのだ。

　くるみは黙って聞いていた。レナの推理を笑い飛ばすこともなく、怖いくらいに真剣な眼まな差ざしをしている。

「くるみちゃんの魔法は、料理を作り直す魔法だよね。発動条件は二つ。すでに材料があることと、自分でも同じものが作れること。そしてフィアたち神の御使いは、神様が創るんだよね」

「まさか……作り直したのか……？　魔法を無効化するために、その能力を手に入れるためだけに──」

　フブキが感かん嘆たんと驚きよう愕がくの入り交じった声を漏もらす。




「──自分自身を神の御使いに作り直したのか！」




　それは恐おそるべき発想だった。

　誰が自分を魔ま法ほうで作り変えようと思うだろう。

　成功したからいいものの、失敗していたらどうなっていたことか。

　たとえそれで魔法が無効化できるからといっても、レナには恐ろしくて実行できない。

　歴代の神々だって、こんな事態は予想していなかったのだろう。

　まさか自分たちの御使いがゲームに参加するなんて思わないだろうし、魔法少女が自分自身を御使いに作り直すなんて、想像の埒らち外がいだったはずだ。

　このゲームは多くの魔法少女の命を生いけ贄にえに捧ささげて行われる。

　しかしそれだけではなかった。

　くるみは自分の命すらも生贄に捧げていたのだ。

「ふふふ。あははははははははっ！」

　くるみの笑い声がけたたましく響ひびく。

「すごいよレナ。本当にすごい。まさかそんなことまで見み抜ぬかれちゃうなんて思ってもいなかったよ。でも──」

　少年のような顔がニタリと歪ゆがむ。

「──だからどうしたっていうの？」

「さっきの話を聞いて思ったことがあるの。あのサクヤちゃんが黙ってやられるわけないよ。くるみちゃんの正体に気付いたサクヤちゃんは、そのための作戦を用意したと思う。でもその前に殺された。だから最さい期ごの力でわたしに託たくしてくれたんだと思うの」

「ああ、あの魔ま術じゆつか。でもそれがなんだっていうの？　今のボクには魔法も魔術も効かないんだよ」

「それはどうかな」

　フブキが荒あらい息を吐き出す。

「サクヤの魔術が発動したあの時、貴様は怯えるようにして距きよ離りをとったな。魔法の力を失って倒たおれた私を見て、本能的に感じたのだろう。これは自分を殺すための魔術だと」

「だったらなんだっていうの？　そうやってボクを騙だまして脅おどすつもりなのかもしれないけど、ボクに魔法や魔術が効かないことに変わりないんだよ」

「噓じゃない。本当だよ」

　レナの声にくるみが振ふり返かえる。

　レナは自分の言葉に魔法を込こめて、もう一度言った。

「本当だよ。サクヤちゃんはわたしに、そのための魔術を遺のこしてくれた」

「ふうん。本当なんだ。でもいったい──」

　言葉の途と中ちゆうでくるみの顔が驚愕に染まった。

「どうして……？　どうしてレナの魔法がボクに効いてるの……!?」

「それはサクヤちゃんが遺してくれたこれのおかげだよ」

　レナは紅あかい珠たまを取り出す。

　手のひらに載のせたそれを掲かかげると、起動の言葉を詠えい唱しようした。

「砕くだけ。〈対消滅魔術アーククラフト〉！」

　紅い光がほとばしり、床ゆかに複雑な文様が現れる。

　魔ま法ほう陣じんはくるみを中心として展開すると、高速の無音詠唱が空間を紅く染め上げた。

「ぐ……っ!?　うああああああっ！」

　苦く悶もんの声が紅い光の中にこだまする。

　光が晴れたとき、そこにあるのは膝ひざを突つき、絶望の表情を浮うかべるくるみの姿だった。

「そんな……これは……っ」

「サクヤが遺したのは、対象にかけられた魔法を打ち消す魔術だ。当然貴様が自分にかけた魔法もな」

「く……っ！　こんなバカなことが……！」

「言葉に気をつけろ。貴様はもう〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉を無効化できない。噓うそをつけば死ぬ」

「………………」

　くるみが無言で立ち上がる。

　その目は、しかし力を失うことなく、むしろ憎ぞう悪おの色を濃こくしていた。

　あきらめた者の目ではない。

　魔法を暴あばかれた今になっても、ゲームを続けるつもりなのだ。

「どうして、そこまでして、こんなことを続けるの……？」

　レナのかすれるような問いかけに、くるみが静かに答えた。

「レナは、前の神が掲げていた『笑え顔がおに満ちた、笑顔の絶えない世界を作る』という目標に賛成だったんだよね？」

「もちろんだけど……」

「ボクは反対だった」

　静かにはっきりと言い切った。







　▼君きみ塚つかくるみ【ゲーム開始１年前】







　魔法少女の活動には昼も夜もない。

　ある日、緊きん急きゆう招集として呼び出されていたくるみは、真夜中にこっそりと帰ってきた。

　自分が魔法少女であることは両親に話していない。

　最近は凶きよう悪あく事件が増加し、魔法少女の活かつ躍やくも連日テレビで報道されている。それに伴ともない怪け我がや、最悪の場合死亡してしまうケースも目立ちはじめていた。くるみがそんな魔法少女になったと知ったら心配し、きっと反対するだろう。

　音を立てないようにそっと玄げん関かんのドアを開ける。真っ暗な廊ろう下かの奥にあるリビングから光がもれているのを見てくるみは驚いた。

　こんな時間まで起きているということは、くるみが部屋にいないことに気がついたのだろう。帰ってくるのを待っているに違ちがいない。

　怒おこるのか、それとも心配してくれるのか。

　こんな時間に帰ってきたのだ。魔法少女であることを隠かくしてはおけないだろう。それにいつかは話さなければならないのだ。

　恐る恐る廊下を進む。

　黙っていたことは謝るしかない。だけど、くるみにはどうしても魔法少女を続けたい理由があった。

「あの、ボク……」

　おずおずとした手つきでリビングの扉とびらを開ける。

　そこにいたのは両親ではなく、テーブルに突っ伏ぷして眠ねむる小さな姿だった。

「あれ、このみ？」

　リビングで待っていたのはくるみの妹、このみだった。

「ふえ……？」

　あどけない顔が上がり、薄うすく開いた目がくるみを見る。

　眠ねむ気けが吹ふき飛とんだようにパッと笑顔が輝かがやいた。

「おねーちゃん、お帰りなさい！」

　元気な声が出で迎むかえる。

　それだけで一日の疲つかれが吹き飛ぶような、明るい笑顔だった。

「このみ、どうしたのこんな時間に？」

「えへへ。おねーちゃんを待ってたの」

　駆かけ寄よってきた小さな妹の頭に手を乗せると、明るい笑顔がさらに幸せそうにゆるんだ。

「おねーちゃんに食べてもらおうと思って」

　このみがテーブルに用意されていた皿を持ち上げる。

「今日もお仕事ごくろうさま」

　家にほとんどいない両親のかわりに、くるみが親代わりとして育ててきた。このみは妹として以上に甘えてくるし、くるみも姉として以上にこのみをかわいがっている。両親には話せない秘密も、このみにだけは打ち明けていた。

　このみが手にしたお皿にはクッキーが並べられていた。キレイな形に焼けているものは少なくて、中には焦こげたものもある。

　ひとつをつまんで口に運ぶ。

　焦げているせいで苦みが強いし、生き地じもうまくこねられなかったのだろう、所々粉っぽさが残っていた。お世辞にも美味おいしいとはいえない。

　だけどそれは、誰だれにも手伝ってもらわずにこのみが一人で頑がん張ばったからだ。くるみのために一いつ生しよう懸けん命めいに作ってくれた証あかしなのだ。

　気がつくと、幼い瞳ひとみが心配そうに見上げていた。

　クッキーの出で来き映ばえを気にしているのだろう。

　くるみは自然と笑みを浮かべた。

「うん、美味しいよ」

　心からそう言うと、心配そうだった顔がパアッと笑顔に戻もどった。

「えへへー。おねーちゃんに褒ほめられるとうれしいな」

「このみもクッキー焼くのが上手になったね。でも、どうせなら──」

　並べられたクッキーに手をかざすと、手のひらに魔法をこめた。

　くるみの〈簡易調理クツキングエンド〉は料理を作り直す魔法だ。焦げたクッキーをキレイに作り直すことだってできる。

　でもくるみはそれをしなかった。

　このみが一生懸命に作ってくれたのだ。それを作り直すだなんてもったいない。

　焦げたクッキーの苦味をそのまま生かすように、キャラメルを染しみ込ませる。このみは甘いものが好きだ。隠し味にホワイトチョコレートを混ぜてみてもいいだろう。

　仕上げに高温の光をイメージする。

　手をどけると、焦げていた表面をそのままキツネ色の焼き目に変えた、香こうばしいクッキーが出来上がっていた。

　このみが一口かじると、さくっと軽かろやかな音がした。

「わあ！　すっごく美味しくなった！　やっぱりおねーちゃんはすごい」

　弾はずむような声が響ひびく。

「おねーちゃんの魔ま法ほうは、みんなを幸せにするステキな魔法なんだね！」

　屈くつ託たくのない笑みを前にして、くるみも釣つられるようにして笑顔になった。

「違うよこのみ。ボクの魔法はそんなに大それたものじゃない」

　魔法の力は無条件に決まるわけではない。その人にとって必要な魔法が、その人にとって最も望ましい形となって与あたえられる。

　くるみは料理が趣しゆ味みなのではない。家にいない両親のかわりに料理をしていただけ。家に一人でいることの多いこのみのためにご飯を作っていただけだった。

　だから〈簡易調理クツキングエンド〉が与えられた。

「ボクはただ、このみに美味しいって言ってもらいたいだけなんだよ」

　このみがはにかむような笑みを浮かべる。この笑顔を守るために、くるみは魔法少女を続けているのだ。

　くるみの魔法は、みんなを幸せにするような素す晴ばらしい魔法ではない。

　もっとささやかで、愛にあふれた魔法。

　このみのための魔法なのだ。







　次の日の朝、くるみは一本の電話で目が覚めた。

『おはようございますくるみさん。お休みのところを申し訳ありません』

　サクヤの丁てい寧ねいな声が響く。

「平気だよ。そろそろ起きないといけない時間だったし。それよりどうしたの」

　くるみとサクヤは幼なじみであるが、朝早くからこうして電話をしてくるのは珍めずらしい。

　サクヤも自覚はあったのか、申し訳なさそうに声をひそませた。

『どうやらわたくしたちの活動を快く思っていない方がいるようでして、不ふ穏おんな動きがあるとの情報をつかみました。すでに一部の方が動き出しているとの噂うわさもあります。この週末は外出を控ひかえたほうがよろしいかもしれません』

「わかった。そうするよ。ありがとう」

　礼を告げて電話を切る。

　確かにこのところ活動が多く、家を空けるような日が続いていた。

　この土日くらいは家でゆっくりしていようか。

　このみもきっと喜んでくれるだろう。




「ほんとう!?　やったあ！」

　今日は一日中家にいると言うと、予想通りこのみはものすごく喜んだ。

　両親は家にいないことが多く、くるみにも魔法少女としての活動がある。どうしてもこのみ一人になってしまうことが多かった。

　そのたびにこのみは、お留守番くらい一人でできるよ、と笑顔で告げていたのだが、こうして喜んでいるところを見るとやっぱり寂さびしかったのだろう。

　このみはまだ十歳。小学四年生だ。一人で平気なわけがなかったのだ。

「今日こそおねーちゃんに美味しいクッキーを食べてもらうんだ！」

　このみが張り切って料理をはじめようとしたが、すぐに困った顔になった。

「そういえば昨日材料を使い切っちゃったんだ」

「じゃあ一いつ緒しよに買いに行こっか」

　くるみが提案すると、このみが顔を輝かせた。

「おねーちゃんとお買い物、久しぶりだね」

　喜んで飛び跳はねるこのみに苦く笑しようしながら出かける用意をする。ふとサクヤからの電話を思い出して、キャップを目ま深ぶかにかぶった。単色のカットソーとデニムのおかげもあって、ぱっと見は少年のように見えるだろう。

　変装としては簡単なものだが、顔写真を渡わたされた程度ではすぐにはわからないはずだ。

　用意を終えると、このみと手をつないで外に出た。

　家から少し歩いたところに、ショッピングセンターがある。豊富な品ぞろえを謳うたっているだけあって、普ふ通つうの店では取とり扱あつかっていないような商品も置いてある。

　クッキー作りにこだわりのあるくるみとこのみは、材料はいつもそのショッピングセンターで買っていた。

「えへへ。おねーちゃんとのデート、うれしいな」

　仲のいい二人はいつも話をしながら歩いているのだが、今日のこのみはいつも以上にはしゃいでいた。

　ただ買い物に行くだけなのだが、それでもこのみはうれしいようだった。

　魔法少女なんだから仕方がない、とこのみを一人にすることが多かったのだが、寂しい思いをさせすぎたかもしれない。

　これからはなるべく妹と遊んであげるようにしよう、と楽しそうなこのみの顔を見ながらくるみは思った。




「いっぱい買っちゃったね」

　このみが申し訳なさそうにくるみを見る。両手には買ったばかりのものがいっぱいになった袋ふくろが二つぶら下がっていた。

「これくらい大だい丈じよう夫ぶだよ。こう見えても魔法少女だからね」

「えへへ。さすがおねーちゃん」

　なにがうれしいのかこのみが笑う。

　くるみも笑えみを浮うかべようとしたとき、不意に目の前を歩く男に気がついた。

　やや前のめりで歩き、懐ふところの中に手を突つっ込こんでなにかを握にぎっている。うつむくようにして隠かくされているため、表情はわからない。だが、まっすぐにくるみに向かって歩いてくる。その速度は、少しずつだが速くなっていた。

「……──！」

　直感が、敵だと告げた。

　くるみは魔法少女だが、常人離ばなれした身体能力を持っているわけではない。魔法も戦せん闘とう向きではないし、普通の人間が相手でも場合によっては負けることがある。

　自然な動作で両手の荷物を置き、そのままさりげなく体の重心を落として身構える。

　相手を油断させ、不用意な攻こう撃げきを誘さそってカウンターを入れる、反はん撃げきの構えだ。

「おねーちゃん？」

　不安の入り混じった瞳が見上げる。わずかな空気の変化を感じ取ったのだろう。

「なんでもないよ。少しだけ離はなれててくれるかな」

　自然な笑顔を作りながら、このみを巻き込まないように一歩横へと移動する。

　サクヤからの忠告にもあった通り、狙ねらいはくるみだろう。まさかこんなすぐに、しかも白昼堂々と襲おそってくるとは思わなかった。

　残り五メートルほどになったとき、男が駆けだした。

「仲間の仇かたきだ！　覚かく悟ごしやがれ！」

　抜ぬき放はなった白しら鞘さやの刃はを腰こし溜だめに構えて走り出す。

　相打ち覚悟の捨て身の攻撃。

　魔法少女といえども中身は普通の女の子だ。刃は渡わたり十センチ以上もある短刀で刺さされればまず命は助からない。

　一いつ瞬しゆん、くるみの心に不安がよぎった。

　くるみは魔法少女だ。だけど、なんの力もない魔法少女だ。

　魔法少女として活かつ躍やくしているといっても、事件のほとんどはサクヤとキョーコが解決し、くるみはなにもしないことが多い。

　殺意に血走った目と、鈍にぶい光を返す刃が迫せまる。

　命を奪うばうための暴力の固まりが襲ってくる。

　自分はここで殺されるかもしれない、という恐きよう怖ふが、くるみの思考をわずかに鈍らせた。

　だから気付くのが遅おくれた。

　男はくるみからわずかにそれた場所へと向かっていた。

　ほんの一歩離れたとなり。

　顔立ちのよく似たくるみの妹、このみへと。

「──えっ？」

　どん、という軽い音と共に小さな体が弾はじき飛ばされる。

　傷口から溢あふれた鮮せん血けつが、赤い糸のように空中に弧こを描えがいていた。

　路上に落下し、身動きが取れないまま地面を転がる。

「あ、れ……？」

　見開いた幼い瞳ひとみは、自分になにが起きたのかを理解していなかった。

「やってやったぜ……。ざまあみろ！　俺たちに手を出すからこうなるんだ！」

「き──」

　くるみの意識は一瞬で沸ふつ騰とうした。

「──きさまああああああああああああああああああああっ!!」

　男の胸むなぐらをつかみあげる。

　常人を遥はるかに超こえた魔法少女の力で吊つり上げられ、男が驚おどろいた表情を浮かべた。

「なっ、てめえ──」

「よくもこのみを……殺してやる！」

　あふれ出す衝しよう動どうのままに叫さけんだとき、イメージが頭の中に膨ふくれ上がった。

　ありとあらゆる道具を用いて男の体を骨の一いつ片ぺんまで残さないほど粉々に叩たたき砕くだいて切り刻んで磨すり潰つぶして永遠に続く激痛の中で発はつ狂きようするまで殺し尽つくす。

　くるみは自らの魔法の本当の使い道を知った。

　この男も「料理」してやる！

　つかんだ手に力がこもる。

　男の顔が恐怖に歪ゆがんだ。自らがたどる運命を悟さとった顔だった。

「ひぃっ、やめ──」

「死ねっ！」

　憎ぞう悪おをこめて叫んだ。その瞬しゆん間かん。

　つかんだ手から力が抜けた。

　腕うでに力が入らなくなり、男の体が地面に落ちる。

「なっ……!?」

　怒いかりで強化された身体能力が元に戻もどっていた。

　拘こう束そくから解き放たれた男がくるみを振ふり払はらうようにして逃にげ出す。

「待て──」

　追いかけようとして、すぐにもっと重要な問題があることに気がついた。

「このみっ！」

　倒たおれた妹へと駆かけ寄よる。

　そばに膝ひざを突いたくるみは、その顔を見てぞっとした。血の気を失った頰ほおは、土のように黒ずんでいる。人の肌はだがしていい色ではなかった。

　手を握りしめると、わずかな力で握り返された。

「おねえ、ちゃん……？」

「待っててこのみ、すぐに治してあげるから！」

　今のくるみには自分の魔ま法ほうがすべて理解できていた。

　今ならばまだ間に合う。くるみの魔法なら傷を治すことはできなくても、傷口をふさぐくらいならば簡単にできる。

　傷口を縫ほう合ごうするイメージを頭に思い浮かべて魔法を発動させる。

　しかし──

「どうして……!?」

〈簡易調理クツキングエンド〉は発動しなかった。

　くるみはすぐに理解する。

〈魔法少女の誓いアリス・オブリージユ〉だ。

　殺意を持って魔法を発動しようとした瞬間に〈魔法少女の誓いアリス・オブリージユ〉の「いついかなる場合においても相手を死に至らしめてはならない」に違い反はんしたため、魔法少女としての力を奪われたのだ。

「寒いよ……おねえちゃん……」

　このみの手が小刻みに震ふるえる。くるみは必死に握りしめた。氷よりも冷たい手だった。

　小さな手を握りしめてただ祈いのる。

　──たった一度だけでいい。二度と使えなくなってもかまわない。だから一度、たった一度、今この瞬間だけ、このみを助けるために魔法を使わせてください……！

　くるみの祈りは、神には届かなかった。

「どうして……どうして……っ！」

　なんの力もない手を、何度も地面にたたきつけた。

「肝かん心じんなときに役に立たなくて、なにが魔法だよ……。大切な人を守れなくて、なんのための魔法なんだよっ！」

　どうしてこんな酷ひどいことをするんだ。このみを殺そうとした奴やつを殺そうとしただけだ。それのなにが悪いんだ。なのになぜ、罰ばつを受けるのはボクなんだ。このみを助けたい。願いはそれだけだ。なのに。

「おねえちゃん……」

　かすれるような声にくるみは慌あわててそばへと寄りそう。

「どうしたのこのみ!?」

「おねえちゃん……どこ……？」

「……このみ？」

「さむいよ……おねえちゃん……たすけて……」

「このみっ！　ここにいるよ！　ボクはここにいる！」

「痛いよ、くるしいよ……おねえちゃん、行かないで……このみをまた、ひとりにしないでよ……」

「このみっ！　このみっ!!」

「おねえ、ちゃん……」

　ぱたり、と。

　小さな手から力が抜けた。

「このみ……？」

　答える声はない。

　どんなに揺ゆすっても、声をかけても、このみが目を開けることはなかった。

　幼い顔立ちの妹は、涙なみだを流したまま静かにその目を閉じていた。

　泣き叫ぶ声がこだました。







　葬そう儀ぎを終えたあとのひっそりとした家の中で、くるみは一人、このみの部屋にいた。

　あれからすぐにこのみは息を引き取った。

　死因は失血死。

　刃は物ものによる刺し傷きずは奇き跡せき的に致ち命めい傷しようを避さけていたが、流れ出した血がこのみの小さな命を奪ってしまったのだ。

　傷さえふさげば助かる命だった。くるみの魔法があれば助けられたのだ。

　使えなくなっていた魔法は数時間前に復活した。

〈魔法少女の誓いアリス・オブリージユ〉の資格剝はく奪だつ期間は犯おかした罪によって変化する。実際に殺人を犯したわけではないから、処分も三日程度の軽いものだったのだろう。

　だけどくるみには、このみの葬儀が終わる瞬間を待っていたとしか思えなかった。

　握にぎりしめた拳こぶしがぎりぎりと軋きしんだ音を立てる。

　あんな奴を生かすために魔法が封ふうじられ、助かるはずだったこのみの命が失われた。

　大好きな妹一人救えなくて、なにが正義だ。なにが魔法少女だ。

　どうしてあんな奴が生かされないといけなくて、どうしてこのみが死ななければいけなかったのか。

　無む垢くな少女の命を見捨てるのがこの世界の理ことわりだというのなら、そんな理は必要ない。

　力があればこのみを救えた。

　力があれば男が襲ってくる前に倒せた。

　力があればこの世界に悪の存在を許さなかった。

　必要なのは力だ。悪を倒し、大切な人を守るための、圧あつ倒とう的てきな力が要いるんだ。

　笑え顔がおに満ちた、笑顔の絶えない世界なんて必要ない。

　悪を一人残らず根絶やしにした世界こそが、真に平和な世界なのだ。




　それからしばらくして、くるみはひとつの噂うわさを聞いた。

　神の座が空いたとき、次の候補者を決めるための試験がはじまるのだという。

「魔法少女昇格試験カレイドアリス・コンテスト」の中でも最高難度を誇ほこる、命を懸かけた生存試験デスゲーム。

　そのゲームに生き残った魔法少女が次の神になるのだという。

　くるみは決意した。

　神を殺し、自分がこの世界の神になる。

　そのためならばこの「魔法」を使うことにもためらいはない。

　今いま更さらなにを迷う必要があるというのだろう。

　くるみの魔法は世界を救うための魔法でもなければ、みんなを幸せにするための魔法でもない。

　このみを笑顔にするための魔法なのだから。




　君塚くるみは魔法少女だった。

　妹のために世界のすべてを敵に回した、復ふく讐しゆうの魔法少女だった。
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「犯人はすぐに捕つかまったよ。目もく撃げき者はいっぱいいたからね。でも、それがなに？　このみは殺された。自分たちの『仕事』の邪じや魔まだからという理由で。なんでそんな奴が生きてるの？　笑顔の絶えない世界っていうのは、犯罪者まで笑顔にするって意味なの？　人を殺した奴が笑顔で表を堂々と歩ける世界。そんなのボクは許せない。だから変えようと思ったんだ」

「変えるって、なにを……？」

　たずねる声が震えた。

　答えはもうわかっている。だけど聞かずにはいられなかったのだ。

　否定して欲しい。自分の勘かん違ちがいであって欲しい。

　その願いを、くるみの答えが否定する。

「この世界をだよ。前の神が作った世界を壊こわし、ボクが作り直す。笑顔の絶えない世界は終わりにして、ボクたちのような力のある魔法少女が支配する、真に平和な世界を作るんだ。今のレナになら、ボクの言うことがわかるでしょ？」

　レナは首を振ふった。

　言いたいことはわかる。確かにくるみの目指す世界は平和かもしれない。

　でも、そのために神様を殺した。

　神様だって、言ってしまえばＳＳＳスリースターズ級の魔法少女。中身はレナたちと同じ普ふ通つうの女の子だったはずなのだ。

　それに、十三人いた魔法少女は、今や三人しかいない。くるみの理想のために十名もの命が失われたのだ。

　ただの魔法少女にそんな権利があるのだろうか。

　レナの葛かつ藤とうを見み抜ぬいたのか、くるみが腕うでを広げて一歩近づき、諭さとすように語る。

「最近になって凶きよう悪あく犯罪が増えはじめたのはレナも知ってるでしょ。これからも犯罪は増え続ける。魔法少女が今の魔法少女である限り、増え続ける凶悪犯罪には対処できないんだ。口先だけの綺き麗れい事なんてなんの力もないんだよ」

　レナは押おし黙だまる。

　くるみの言う通り、レナが言い続けた「みんなでこのゲームを脱だつ出しゆつする」という目的は、ついに果たされることなく今日まで来てしまった。

「前の『笑顔に満ちた、笑顔の絶えない世界を作る』という神様の掲かかげる目標はまちがってる。悪が許されて、正義だけが殺される、そんな世界は直さないといけないんだ」

「だからって……だからってみんなの命を奪うばってもいい理由にはならないよ……」

　レナは力なく首を振る。

「もしも、このみちゃんがこのゲームに参加してたとしても、くるみちゃんはやっぱり殺すの……？」

　はっとしたようにくるみの目が見開いた。

「理想の世界ならみんなで作ればいいじゃない……どうしてこんなことをしたの？　サクヤちゃんだって、ハナさんだっていたんだよ……。みんなで力を合わせれば、きっとなんだってできた。なのに、どうしてこんなことを……」

　くるみがギリッと唇くちびるをかみしめる。

「このみちゃんだって、きっとこんなこと望んでないよ」

「うるさい！」

　くるみの声が響ひびく。

「レナになにがわかるんだよ！　ボクのことをなにも知らないくせに！　このみのことをなにも知らないくせに！　なんにも知らないくせに、まるでなんでも知ってるかのようなことを言うな！」

　引き攣つった叫さけびがこだまする。

「許せないんだよ！　このみを殺した奴やつが今も生きてることが！　そんな理り不ふ尽じんを許してるこの世界が！　魔ま法ほう少女が！　なにもできないボクだって！　全部許せないんだ！」

　くるみが床ゆかに手を叩たたき付ける。

　一いつ瞬しゆんにしてレナの足あし下もとの床が切きり裂さかれた。

　慌あわてて飛び退のいたレナの頭上で異音が響く。

　見上げると、切り裂かれた天てん井じようが崩くずれ落ちてくるところだった。

　レナの体がふっと浮うき上がる感覚があり、気がつくと部屋の反対側に移動していた。

　フブキが胸を押さえてうずくまる。どうやら〈加速限界アクセル〉の力でレナを抱かかえて逃にげてくれたらしかった。

　くるみは追いかけることなく、手をついたままうずくまっていた。

「……わかってるんだよ。正義とか、悪とか、そんなの本当はどうでもいい。ボクはただこのみを助けたいだけなんだ」

　小さな声がこぼれる。

「神様ならば、世界を変えられる。この世界のルールを自分の好きなように変えられるんだ。だったら、たったひとつの例外を作るくらい許されるはずだよね」

　ゆっくりと振り返った目は、異様なまでに血走っていた。

「助かるはずの命だった。それを理不尽なルールで奪われた。だから取り返す。今度こそボクの魔法でこのみを助けてあげるんだ！」

　心からの叫びを聞いて、レナはなにも言い返せなかった。

　レナだって、もしも目の前でフブキを殺されたら、冷静ではいられないだろう。

　十二人の魔法少女の命と引ひき替かえに助けてやると言われたら、断れないかもしれない。

　でもだからといって、今のくるみが正しいとは思えない。

　人の命に重さがあるとして、誰だれの命が重くて、誰の命が軽いかなんて、そんなのは神様にだって決められない。

　くるみは、開けてはならない禁断の箱を開けてしまったのだろう。

　妹を助けるため、というたったひとつの「希望」のために、その他のありとあらゆる災さい厄やくを世界に振りまいてしまったのだ。

　開けられた蓋ふたは誰かが閉じなければならない。

　一説によると、パンドラの箱は過あやまちに気がついたパンドラ自身の手で閉じられたという。

　ならば──

「レナっ！」

　フブキが荒あらい声を響かせる。

　気がつけば両手を広げたくるみが迫せまってきていた。

「そういえばレナを殺すと〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉第三の約やく定じよう『殺人を犯してはならない』に違い反はんしちゃうんだったね。だから、両手と両足を切り落とすだけで許してあげるね」

　狂きよう気きの瞳ひとみがレナを見み据すえる。

「そうすればもう投票できないでしょ。次の〈魔女の審問会アーリーオーダー〉でフィアに〝処しよ罰ばつ〟されるといいよ！」

　くるみの手がレナに触ふれる、その直前にレナの体は部屋の隅すみに移動していた。

　同時にフブキがガクリと膝ひざを突つく。

　止まった心臓の代わりに魔法で血液を循じゆん環かんさせるという荒あら技わざのせいか、今も呼吸は荒いままだった。額にはびっしりと脂あぶら汗あせを浮かべている。

「フブキちゃん、もういい……もういいよ……！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。心配は、いらない……」

　今にも倒たおれそうなフブキに肩かたを貸してやると、その体は驚おどろくほどに冷たかった。

　肩につかまる腕にもほとんど力が入っていない。

　つかまるというよりも、引っかかっているといったほうが近いような、そんな状態だ。

　切れ切れに息を吐はきながらも、最後の力を振り絞しぼるようにして口を開く。

「……レナ、聞いておいてほしいことがある」

　腕を伸のばし、大型の刃やいばを構えた。

「これを怖こわいと思うか？」

「……う、うん」

　正直にうなずく。フブキはかすかに苦く笑しようした。

「確かに危険な武器だ。私の〈加速限界アクセル〉に乗せて斬きれば、戦車ですら両断できるだろう。しかし、この武器のおかげで今もレナを守れている」

　しがみつく腕に力がこもる。

「私の魔法は戦うための魔法だ。でもそれは、レナを助けるために戦うための魔法だ。

　レナと共に魔法少女になったときに、私はひとつの誓ちかいを立てた。レナは私が守る。いつでも、どんなときでも、なにがあっても必ず守る。私が出せる限界の速度で、誰よりも早くレナの許もとへと駆かけつける。それが私の〈加速限界アクセル〉だ」

　はじめて聞くフブキの思いに、レナは声を詰つまらせた。

　それほどの思いでそばにいてくれていたことを、今はじめて知ったのだ。

「レナ。力を恐おそれてはいけない。力はただの道具だ。私の魔法と同じで、善悪は使う者の心が決める。

　悪あしき者が使えば、大切な人を殺すための刃となるだろう。

　優やさしい者が使えば、大切な人を守るための盾たてとなるだろう」

　レナの肩を離はなれて、フブキは歩き出す。

　その呼吸はひどく乱れているが、前を向く視線は少しも衰おとろえていなかった。

「フブキちゃん……っ」

「頼たのむから、止めないでほしい」

　小さいが、力強い声だった。

　レナの頼みをフブキが断るのは、これがはじめてかもしれなかった。

「レナが争いを好まないのは知っている。誰も傷つかない、誰も悲しまない世界を望んでいるのも知っている。話し合えばどんな人とでも必ずわかりあえると信じていることも知っている。

　でも、今は戦うべき時だ」

　胸を押さえ、苦しげな表情を浮かべながらも、フブキは宣言する。

「逃げて守れるものなんてなにもない」

　刃を構えると、くるみに向けて走り出した。

「ははっ。その通りだよフブキ。力がなければなにも守れないんだ！」

〈加速限界アクセル〉で加速するフブキの攻こう撃げきを、くるみは難なくかわしていた。

　本来ならばフブキとくるみでは勝負にならない。あっというまにくるみが倒されるだろう。それだけ今のフブキは疲ひ労ろうしているということだ。無理をしなくても、そう長くないうちにフブキが自ら倒れるのは明らかだった。そのあとでゆっくりと「料理」すればいい。そう思っているのだろう。

　フブキを助けられるのは自分しかいない。

　そう思ったら、迷いは一瞬だった。

「くるみちゃん、フブキちゃん、もうやめて！」

　レナの突とつ然ぜんの大声に二人の動きが一瞬だけ止まる。

　チャンスは今この瞬しゆん間かんしかなかった。

「フィア、お願いがあるの！」

　天井に向けて声をかける。牙きばを剝むき出だしにした醜しゆう悪あくな笑えみが見下ろしてきた。

「いいぜえ。言ってみろ」

「〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉第四の約定は『料理をしてはいけない』にしたいんだけど」

「な……っ！」

　くるみが驚きよう愕がくの声を上げた。

「そんなの──！」

　駆け出そうとした足が急に止まる。投げつけられた大型の刃が足下の床に突き刺ささった。

「他ほかに提案はねえか？　なら──」

「待って！　ボクは反対だ！　だったらボクは──」

「悪いがてめーの意見を聞く意味はねえな」

　フィアが下げ卑びた笑みで遮さえぎった。

「レナとフブキの二票は確定してる。てめーの案は採用されねえ」

　くるみは今度こそ驚愕に表情を凍こおりつかせた。

「なっ!?　フブキは関係ないでしょ！　処しよ刑けいされたじゃないか！」

「〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉の制定に必要なのは過半数の賛成票だけだ。死者が手を挙げてはいけないと誰が決めた？　それにそこのファッキン魔法少女アリスはまだ生きている。なら手を挙げる資格は十分にあるだろう」

「そんなの屁へ理り屈くつだよ！　そんなバカなことが許されるわけ──」

「黙だまれよクソビッチ。それを言ったらてめーはどうなんだ？　処刑されたのに生きてるって点では同じじゃねえか。わかったら雌めす猫ねこみてーにガバガバに開いた口をさっさと閉じやがれクソビッチ」

　続けざまに放たれる悪態にくるみは言葉を失っていた。

「くるみちゃん。もう戦うのはやめて。そしたら今の〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉は取り消すから」

「そんなの誰が信じると──」

　レナは息を吸い込み、言葉に魔ま法ほうをこめた。

「本当だよ。くるみちゃんが下がってくれたら、今の〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉は撤てつ回かいする」

〈真実の言葉ベストアンサー〉が発動し、今の言葉が噓うそ偽いつわりのない真実であるとくるみの心に訴うつたえかける。

「……。わかったよ。命拾いしたねフブキ」

　くるみがゆっくりと壁かべ際ぎわにまで下がる。

　その動きを確かく認にんしてから、レナは膝を突くフブキの許へと駆け寄った。

「レナ……、どうして……」

「フブキちゃんのバカッ！」

　いきなりの罵ば倒とうに、いつもは無表情な瞳がまん丸に見開かれた。

　たったの一言ではレナの気が収まらない。

　フブキの頰ほおをつかみ、思い切り横に引っぱった。

「バカ、バカ、バカ！　フブキちゃんの……えっと、その……とにかくバカッ！」

「……れにゃ……いひゃい……」

「自分だけが守るだなんて、そんなこと言わないで。なんでも自分ひとりでやろうとするのはフブキちゃんの悪いくせだよ。わたしだってフブキちゃんの力になりたいって、ずっと思ってたんだから。だって、友達でしょ。わたしにもフブキちゃんを守らせてよ」

　見開かれていた目がさらに見開き、それからかすかに細められた。

「ひょうだな。ひゅひゃひゅー」

「あっ。引っぱりっぱなしだった」

　慌あわてて手を放すと、フブキが頰をさすりながら言い直した。

「そうだな。すまない」

「わたしこそバカって言ってごめんね」

「気にすることはない。私は確かに愚おろかだった。それにバカというほうがバカなんだ。おあいこだろう」

「うん、そうだね。………………うん？」

「ところであんな約束をして平気だったのか？」

「え？　あ、うん」

　上手うまくはぐらかされた気がしたが、レナは頭を切きり換かえてくるみへと向き直った。

「フブキちゃん、わたし……」

「構わない」

　まだなにも言っていないのに、フブキは力強い声でうなずいた。

「レナの思う通りにするといい。私はレナを信じている」

　フブキの思いに涙なみだがあふれそうになった。それをこらえて前を見る。

　胸にはひとつの決意があった。

「わたしは……やっぱり誰だれにも死んでほしくない。優しいだけじゃダメだって、わかってるけど……。それにわたしだって、みんなを救えなかった。くるみちゃんを責めるなら、わたしだって責められないといけない」

　十名もの命を奪うばったんだから殺してもいいだなんて、そんな風に割り切れない。どんなに悪いことをしたのだとしても、それでも大切な命なのだ。死んで終わるのではなく、生きて償つぐないをするべきだ。

「わたしはね、決めたの。もう二度とあきらめたり、弱気になったりしない。甘すぎると言われても構わない。誰も死なない、誰も傷つかない。そんな理想を実現してみせる」

　元々レナにその力はあったのだ。だけど使おうとはしなかった。

「甘いって思われるかもしれないけど、わたしはやっぱりくるみちゃんを信じたい」

　本当は魔ま女じよになりたくなかったけど、無む理り矢や理りやらされていたのなら。

　殺したくなかったけど、殺すしかなかったのなら。

　ほんの少しでも罪悪感があるのなら。

　人を殺した罪はそう簡単には許されない。でも、償つぐなおうという気持ちがあるのなら。

　レナはその贖しよく罪ざいを手伝うつもりでいた。

　次の投票は自分に入れる。止まった心臓はフブキの魔法で動かせばいい。そうすれば二人とも〝処刑〟されたことになり、くるみが最後の「生存者」となる。これ以上誰だれ一人ひとりの犠ぎ牲せいも出さずにこのゲームを終えられるのだ。

　だけど、なにも感じていないというのなら。

　罪悪感がまったくないというのなら。

　そんな人を相手に命の大切さを説いたとしても伝わらないだろう。

　その時は──

「はは、はははっ」

　くるみの笑い声が響ひびいた。

「すごいよレナ。本当にすごい。尊敬する。レナこそ本物の魔法少女だ。世界中の誰よりも、正義の魔法少女だ」
















　笑んだ表情が一転して険しい顔つきに変わった。

「残念だよ。それじゃあこのみは助からない。ボクみたいな悪は止められないんだよ！」

　レナは黙って首を振ふった。

　くるみのことを最後まで信じたいと思っていた。

　だけど、すべてを許して得られるのは平和ではない。ただの無法地帯だ。

　もしもなにもしないでいたら、フブキは殺され、レナも死んでいただろう。

　フブキが言った通りだった。

　逃にげて守れるものなんてなにもない。

　今は戦うべき時だ。

「フィア。さっき言った〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉を変へん更こうしたいんだけど」

「いいぜえ。言ってみろ」

「〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉第四の約やく定じようは『命の大切さを忘れてはならない』にしたいと思うの」

「カカカカッ！　そいつはいいな、最高だ。最高にファッキンだ。他に提案はないな？　なら決まりだ」

　パチンと指を鳴らす。

　割れたテーブルのあいだから石板が浮うき上がり、光の文字が刻まれた。

「これで〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉第四の約定は『命の大切さを忘れてはならない』に決定した。命は大切にしろよ。クカカカカッ！」

　哄こう笑しようを響かせて天てん井じようへと舞まい上がっていく。

「最後まで綺き麗れい事を貫つらぬく気なんだね」

　くるみが見下した表情を浮かべる。

「だったらもう言うことはないよ。これでお別れだね！」

　まっすぐにレナへと走り、必殺の魔法を宿した腕うでを伸のばしてくる。

　レナは静かに目を閉じた。

　思い浮かぶのはハナの笑顔だった。その背中に隠かくれながらもはにかむようにこちらを見るアイリの笑顔だった。見守る龍たつ美みの快活な笑みだった。一歩引いた位置からみんなを見つめるいのりの控ひかえめな微笑ほほえみだった。常に絶えることのなかったサクヤの華はなやいだ笑みだった。メガネの奥で鋭するどい目を光らせるキョーコの嗜虐的な笑みだった。幼い顔で堕天使を名乗るカレンのかわいらしい笑みだった。呆あきれたように見守る茜あかねの温かい笑みだった。いつでも元気なリリアンヌの明るい笑顔だった。振り回されて迷めい惑わくしながらも、それでも浮かべるアキラの微笑みだった。

　みんな死んだ。

　誰一人助けられなかった。

　話し合えばわかり合えるなんて言っていたのに、結局なにもできなかった。無力なまま今日まで生き残ってしまった。

　ごめんなさい、なんて言っても許してもらえないだろう。

　失われた命は二度と戻もどらないのだから。

　だからこそ、レナは立ち上がらなければならなかった。

　ここでうなだれ立ち止まってしまったら、同じ過あやまちを繰くり返かえすことになる。みんなの命を本当の意味で無む駄だにしたことになってしまうのだ。

　許してください、とは言わない。道を誤らないように、弱気になってあきらめてしまわないように、見張っていてほしい。できるのならば見守っていてほしい。

　大切な人を守る。そのために。

「わたしは、戦うから」

　思いと共に目を開く。

　レナの魔法は、レナの本心を伝える魔法、言葉に想おもいを乗せる魔法だ。

　その魔法を命令の形に変えたとき、言葉は刃やいばへと変わる。

　投げられた言葉は心を貫き、魂たましいにまで届く。

　魂を偽いつわることはできない。

　相手の意志に関係なく、投げつけられた魔法が真実の想いを暴あばき出す。

　それがレナの〈真実の言葉ベストアンサー〉だ。

　静かな声に魔法をこめて、レナは放つ。




「くるみちゃん。みんなに謝って」




　その言葉が意味するところも、死者に対するレナの想いも、後こう悔かいも、すべてがくるみへと伝わった。

　魂に響く言葉を無視することはできない。

　無意識に発動したレナの魔法が皆みなの心を塗ぬり替かえたように、レナの想いに直じかに触ふれた者は、自分の心と向き合うことになる。

　命を奪うこのゲームに疑問を感じていたのなら。

　少しでも罪悪感があったのなら。

　謝って、という命令に反応して、自らが手にかけた者たちに対する後悔と自責の念を思い浮かべただろう。

　そして。

「……っ！」

　くるみが苦く悶もんの表情を浮かべた。

　心臓を押さえるように左胸をつかみ、血走った目でレナをにらみつける。

　レナはわずかに目を伏ふせた。

〈魔女狩りの宣誓グリモワール〉第四の約定「命の大切さを忘れてはならない」が発動したのだろう。つまりくるみは、自らの行いを少しも悔くいてはいなかったということだ。

「ボクはまだ……こんなところで……」

　くるみが走る。片手で心臓をつかみ、残された腕をレナへと伸ばす。

　触れれば一いつ瞬しゆんで命を落とす恐おそるべき魔ま法ほうが迫せまる。

「神様にさえなれば……このみを……ッ！」

　レナはわずかにためらってから、自分の腕を前へと向けた。

　くるみの手が、レナの手をつかむ。

　血走った瞳どう孔こうが見開き、口元が愉ゆ悦えつに歪ゆがんだ。

「これでボクの勝ちだ！」

　つかまれた手に力がこもる。〈簡易調理クツキングエンド〉が発動したのだろう。

　だが──

「……どうしてっ!?」

　なにも起こらなかった。

　魔法は発動せず、レナの手をただ握にぎりしめている。

「どうして……どうしていつも……っ！」

　怨えん嗟さの声が響き、つかんだ手に力がこもる。正確には、肌はだ色いろの手て袋ぶくろをしたレナの手に。

　くるみの魔法は材料に触れ、料理する過程を思い浮かべることで発動する。

　レシピは正確であることが条件だ。レシピが違ちがえば発動しない。材料が違えば発動しないということだ。

「こんな……、時じ間かん稼かせぎなんかで……っ！」

　焦あせる声が響き、再度力が込こめられる。

　くるみの言う通り時間稼ぎにもならないだろう。

　手袋を対象にしてもう一度魔法を発動すればいいだけだからだ。

　けれど結果は同じだった。

　レナの体にはなんの変化も起こらない。

　くるみの顔が絶望に染まった。

「なん……で……？」

　手をつかむ腕から力が抜ぬけ、ずるりと床ゆかの上に崩くずれ落ちる。

　レナの手がぐにゃりと歪み、手の中で一本の棒──マジカルステッキに姿を変えた。

　戦うための武器である、変化魔法を持つ魔法のステッキに。

　その光景をくるみは見ていなかった。床に倒たおれたまま苦しげに心臓をつかんでいる。あふれ出した涙なみだが床に零こぼれていった。

「どうして……どうしていつも、ボクはなにもできないの……？」

　小刻みに震ふるえながら、か細い声を響かせる。

「ごめん……このみ、ごめんね……こんなお姉ちゃんで、ごめんね……」

　いつまでも、いつまでも、小さな声は響き続ける。

　声はかすかな吐と息いきへと変わり、レナの耳にも聞こえなくなる。それでもなお誰だれにも届かない言葉をつぶやき続けていた。

「このみ……。………………」

　やがてくるみは息絶えた。

　胎たい児じのように丸まったまま、二度と開くことのない目を閉じた。

　静かな幕切れにレナは無言で立ち尽つくしていた。

　声もなく涙だけが流れ落ちていった。

「おめでとうございます！」

　明るい声が響ひびく。

「魔ま女じよの処しよ刑けいを確かく認にんしました。魔女は君きみ塚つかくるみさんだったのです！」

　愛らしい笑みを振りまいてフィアが踊おどる。

　ゲームの終しゆう了りようを告げる声が、静かなバロットルームにこだました。







　▽５日目 01:12【ゲーム終了】







　長かったゲームはついに終わった。

　なのに喜びも悲しみもわき上がらない。

　あまりにも犠ぎ牲せいが多すぎた。

　失われた命を思うと涙が止まらなかった。

「お疲つかれさまなのです。五日目一時十二分、魔法少女側の勝利を確認しましたなのです」

　舞い降りてきたフィアが目の前でニッコリと笑う。

　フィアに悪気はないのだとわかっていても、不ふ謹きん慎しんなその表情を正面から見つめることはできなかった。

「それで、このゲームは結局なんのために行われていたの？」

「フブキさんが言った通りなのです。このゲームはいなくなった神様の後こう継けい者しやを見つけるための最終昇しよう進しん試験なのです。くるみさんは先代の神様を殺害した本人で、次の神様の第一候補だったのです」

「でも、くるみちゃんはもう……」

　床の上に目を落とす。くるみは今も眠ねむるようにして横たわっている。

「神様の候補者はもう決まっています」

　フィアがニッコリと笑った。

「最後まで処刑されることなく生き残ったレナさん。あなたこそふさわしいのです」

「えっ……？」

「神様は優やさしく、厳しく、善であり、悪である存在でなければいけないのです。もとよりくるみさんには、神様としての資質はあまりなかったのです。くるみさんは悪ではありましたが、善ではありませんでした。自分のことだけを考え、他人を思いやる余よ裕ゆうがなかったのです。それでは神様にはなれないのです。

　その点レナさんはピッタリです。他人を思いやる優しさを持ち、それでいながら投票を行える厳しさも持つ。必要とあれば悪になることもでき、そしてなにより、誰の目から見ても正義の存在だったのです。

〈真実の言葉ベストアンサー〉があったとしても、疑おうと思えばいくらでも疑えました。でもほとんど疑われなかった。レナさんは、誰から見ても正義の魔法少女だったのです。だから今日まで投票で選ばれることもなく、誰からも信用されていたのです」

「そんな……そんなことを確かめるためだけに、こんなことをしたの？」

「確かめるためだけではありませんです。資質があるだけでは神様にはなれないのです。資質を持つ者を見つけ、新たな神様に育てること。それがこの最終試験の目的です。そしてそれは上手うまくいきましたです。

　ステーキを食べるために牛を殺すように、世界を守るために人を殺す。試験を行う前のレナさんでしたら反発するだけだったと思うのです。ですが今のレナさんにならわかるはずなのです。必要な資質はそれだけです。それが神様の役割なのです」

「わたしが断ったらどうなるの」

「早急に次のゲームを開始して、新しい神様の候補を見つけないといけないのです」

「神様は今もいないの？」

「いないです。フィアではないフィアが代理を務めていますが、それにも限界がありますです。世界のシステムは神様を中心に回っているのです。神様がいなければ、遠からず世界は崩ほう壊かいするのです。ですからぜひともレナさんには神様になってほしいのです」

「そんなこと言われても……」

　いきなり神様になってほしいと言われても、はいわかりました、とはうなずけない。

「難しい決断であるということは理解しているのです。なので、レナさんにはまずこの世界を差し上げるのです」

　フィアが明るく告げる。

「この世界の所有権はレナさんに与あたえられました。レナさんが望めば道が現れますです。神様になることを望めばそのための道が、日常に帰ることを望めばそのための道が、目の前に現れるのです。難しく考える必要はありませんです。ただ思うだけでいいのです」

　レナは目を上げた。

　もしもこの世界から出るための道があるとしたら、それはきっと上へ向かっているだろうと思ったのだ。闇やみの中から光の世界へ抜け出すための、長い長い階段が。

　果たして、レナの前に長い階段が現れた。

　目の前の壁かべが消えて無くなり、外へと続く階段が真っ暗な世界の遥はるか彼方かなたにまで続いている。いったいどれだけの距きよ離りがあるのか想像もつかない。何千、あるいは何万段という果てしない道の先に、小さくポツンと明かりが見えた。

「これがこの世界から出るために必要と考えたレナさんのイメージなのです」

　長い長い道の先に目を向ける。

　かすかに見える小さな光。あれが出口なのだろう。

　小さな光の点は、まるで北極星のように力強く輝かがやいている。

　理り屈くつではなく本能が、光の先に続く世界を連想させた。

　明るく、美しく、光に満ちた平和な世界。

　それがこの先にある。

　どんなに遠くて困難な道程みちのりでも、あきらめずに歩き続ければいつかはたどり着く道の果てに、その世界はあるのだ。

「果てしない道の先にある、と思っているから、道は長く険しいのです。手を伸のばせば届く場所にある、と思えば光は自然と目の前に現れるのです。そして実際に、それはもう手の届く位置にあるのです。この世界はレナさんのもの。望めばいつでも手に入るのです」

「ううん、これでいいよ」

　簡単に届いてはダメだと思った。

　そんな簡単に手に入るのなら、こんな馬ば鹿かげたゲームをする必要はなかったはずだ。

　犠牲となったすべての命を冒ぼう瀆とくしている。

「ねえフィア」

「はいなのです」

「……ううん、もう一人のほうがいいかな」

　小さな妖よう精せいがこくんと首を傾かしげ、くるりと宙を舞まった。

「カカカカッ！　このオレ様をご指名とは偉えらくなったもんだな魔法少女アリス様よ！」

　耳みみ障ざわりな声を響かせてフィアが醜しゆう悪あくな笑えみを浮うかべる。

「あなたはどうして、そんなに性格が違ちがうの？」

「クカカカッ！　そんなことが聞きてーのかよ！　いいぜえ、教えてやる。といっても難しいことはなんにもねえ。どんなものでもいつかは壊こわれるってだけの話だ。

　オレ様はこのゲームとこの世界を管理するために御み使つかいとして創つくられた。このゲームは、失われた神の後こう継けい者しやを探すためにはじめたのがきっかけだ。それがいつだったのかなんてもうわからねえ。はじまりからずっとこの世界にいて、すべてのゲームを見てきた。十や二十じゃきかねえ数だ。なんせ今回で一〇七三六回目だからな。

　何度も何度も助け合い、騙だまし合い、裏切り合い、殺し合う正義の魔法少女を見てきた。それはもう見るに耐たえねえものばかりだ。降り積もっていった小さなエラーはやがて大きなひずみになった。神様だって死ぬんだ。オレ様だって死ぬさ。限界までたまったエラーはついに切きり離はなされた。それがオレ様であり、残されたのがもう一人のオレ様だ」

「どっちが元のフィアなの？」

「さあな。考えたこともねえ。だが、オレ様はもう一人のオレ様を知っているが、向こうはオレ様を知らねえ。てことはやっぱオレ様のほうが上ってことなんだろうな」

「そう……」

　レナは目を上げる。長い長い道の先を見る。

「もうひとつ聞いてもいいかな」

「いいぜえ。いくらでも答えてやるよ。なにせこの世界の管理者は貴様なんだからな」

　レナはわずかにためらってからその問いを口にした。

「死んだ人は生きかえるの？」

「カカカカカッ！」

　醜悪な声がこだまする。

「そいつを聞くってことは、もう答えはわかってんだろ？　そうだよ。無理だよ。人は死ねば魂たましいへと還かえる。こいつは生命の絶対の法則だ。神だって殺されれば死ぬんだ。これには逆らえねえ。もちろん生きかえらせることなんか無理に決まってんだろ！」

　耳障りな笑い声が響く。

　逃のがれるようにレナは階段へと踏ふみ出した。

　そうだ。無理に決まっているではないか。

　人は死ねばそれで終わりだ。だからこそ命は尊いのだ。

「どうして、そんなこともわからなかったの……くるみちゃん……」

　荒あらい呼吸を繰くり返かえすフブキに肩かたを貸しながら、ゆっくりと階段を上る。

「すまない……まだ、鼓こ動どうが、安定しなくて……」

　フブキの足には、もうほとんど力が入っていなかった。

　倒たおれそうになる体を何度も持ち上げながらレナは歩く。

「気にしないで。フブキちゃんにはいっぱい助けてもらったもん。これくらい当然だよ」

　神になるかならないか。レナの決意は固まっていた。

　理想だけでは世界は変えられない。世界を変える、その力が手に入るというのなら。

「フブキちゃん。わたし、神様になるよ」

　神様になって、もうこんなことは二度と起きないようにする。争いのない、笑顔の絶えない、そんな世界を今度こそ実現してみせる。

「そうか。レナならきっと、いい神様になるな……」

　二人で階段を歩き、ナイトスフィアの外に出たところで立ち止まった。

　眼下にはナイトスフィアの丸い天てん蓋がい部分が見える。濃のう紺こん色の建物であったことをレナは初めて知った。

「こんなひどいことは、二度と起こさない」

「クカカカカッ！　神になる奴やつらはみんなそう言ったよ。魔ま術じゆつの使用を禁止し、人殺しを禁止した。しかし結果はこれだ。なんも変わりゃしねえ。てめーが期待はずれに終わらねえことをせいぜい祈いのっておくぜ」

「フィア」

「なんだよクソビッチ」

「ばいばい」

　フィアの姿が消失した。

　ただ消えたわけではない。この世界から完全に消しよう滅めつしたことが、管理者であるレナには感じ取れた。

　視線の先にあるナイトスフィアを見つめる。

　その中では今も、多くの魔法少女が二度と覚めることのない眠りについているはずだ。

　みんなにも家族がいて、友人がいて、大切な人がいただろう。こんな寂さびしい世界にいつまでも残されているのはかわいそうだった。

　レナは祈る。

　在るべき場所へと還って欲しい。願わくば、安らかな眠りのある場所へと。

　ナイトスフィアが光に包まれ、綿毛のように淡あわい輝きが宙へと放たれた。雪のように優しく、星のように明るい十一個の光がレナのまわりを舞い、空へと昇のぼっていく。

　光はそれだけではなかった。
















　後から後から、いくつも解き放たれる。

　新しく力強い光があった。古く弱々しい光があった。幼いほどに小さな光があったし、大きくて凜り々りしい光があった。

　数え切れないほどの光がレナに感謝するように、レナを祝福するように舞い上がっていく。真っ暗な世界に光の柱が立ち上がり、世界を優やさしく照らし出す。

　魂に色があるとしたら、きっとこんな色なのだろう。

「みんな、さようなら」

　光が消え、世界は再び闇に閉とざされる。

　薄うすぼんやりと光る足あし下もとの階段だけが残されていた。

　フブキに肩を貸しながら二人はゆっくりと上りはじめる。長く険しい道の先にある、確かな光を目指しながら。

「わたしね、もうこんな悲しいことは絶対に起こさない」

　レナは決意と共に語った。

「争いのない、平和で、楽しい、そういう世界を作りたいの」

「レナなら、きっとできるな……」

「でも、わたし一人じゃきっとまた間ま違ちがえたり、弱気になったりしちゃうと思うから」

「もう、私の助けも、いらないな……」

「だからね、フブキちゃんにも助けてもらいたいの」

「レナなら、できるさ……」

「わたし、フブキちゃんと一いつ緒しよなら、きっと頑がん張ばれると思うから」

「………………」

「一人じゃ、なにもできないから、だから……」

「………………」

「………………。フブキちゃん……」

　ふっと、小さな光が浮き上がった。

　冷たい色をしたあたたかな光が、まるで見守るようにレナの周囲を舞い踊おどる。

　手を伸ばすと光は消え、指先にするりと流れこむような温かさを感じた。

　──大だい丈じよう夫ぶ。レナならできる。

　声は心の中から聞こえた。

　目元をぬぐい、立ち止まっていた足を動かした。それでも涙なみだは止まらない。何度も何度もぬぐいながら、遥か彼方の光を目指して、一歩一歩を踏みしめていく。踏みしめるたびに力がこもる。

　レナは、もしもフブキが殺されたとしたら自分も冷静ではいられないだろう、と思っていた。どうやらその考えは正しかったらしい。

　フィアは言っていた。このゲームは、失われた神の後継者を探すためのものだと。

　ならばいるはずだ。

　このゲームを最初にはじめた存在。

　神の、そのさらに上となるような存在。

　一番初めに世界そのものを作り出し、絶対の法則を与あたえた原初の創造神が。

　レナが望めば道が生まれる。

　なりたいと思うものになるための道が。

　立ち止まり、顔を上げた。

　高く、高く、道はどこまでも続いている。

　遥はるか彼方かなたへと続く道の、その「上」を目指すことができるとしたら──

　そこはもう未知の領域だ。

　怖こわくないといえば噓うそになる。日常に戻もどる道だってもちろんあるだろう。ゲームはもう終わったのだ。帰るべき家がレナにはある。

　それでも、前を向いた。

　二人分の魂を胸に、一人分の鼓動を響ひびかせながら、進むべき道を見る。

　もしかしたらそれは、くるみが歩んだ道と同じ道なのかもしれない。

　たったひとつの希望のためにパンドラは世界に災さい厄やくを振ふりまいた。しかしそれは、多くの困難に打ち勝つことができれば最後に希望を手にできる、という意味でもあるのだ。

　理想だけでは世界は変えられない。

「逃にげて守れるものなんてなにもないから」

　強く、その一歩を踏み出した。







　あとがき







　──そして新たなゲームがはじまる。




　と書こうと思ってやめました。

　二カ月ぶりの人もそうでない人もこんにちは。うれま庄しよう司じです。

　お待たせしてしまいすいませんでした。




　サブタイトルの「アーギュメント」の意味は議論、論争ですが、それと同時に、言い争い、という意味もあります。

　本書の内容的にはこっちのほうが近いですかね。

　やっぱ人じん狼ろうの最大の醍だい醐ご味みといえば、根こん拠きよのない理り不ふ尽じんな言いがかりにあると個人的には思うんですよ。

　特に序じよ盤ばんなんて誰だれが狼おおかみかなんてわかりようがないわけですから、「お前さっき狼だったから」とか「今回はしゃべらないから」とか、ひどい時には「となりで物音がしたから」とか、理不尽極まりない理由で疑われたりするわけです。

　いや疑いってレベルじゃないですね。

　誰かを吊つらなければならないわけですから、強引でもなんでもいいから理由をでっち上げるしかないわけで。

　これがただのゲームなら無茶苦茶な理由でも笑い話で済むでしょう。

　じゃあ、もしも本当に命が懸かかっているとしたらどうなるのか。

　目つきとか、態度とか、口調とか、なんか狼っぽいという薄うすっぺらな印象で疑うしかないわけです。ぶっちゃけ第一印象でしょうねこんなもの。

　もちろん疑われるほうはたまったものじゃないです。まさしくなんの根拠もない言いがかりによって殺されるわけですから。

　そんな理由で疑うんじゃねえよと罵ののしり合い、疑い合い、投票によって殺し合う。

　当事者達以外はとにかく黙だまっているのが無難でしょう。うっかり推理して狼を当てようものなら、次の日には襲しゆう撃げきされているかもしれないわけですから。いやむしろ外れているからこそ襲撃されるのか……？

　いずれにしろ、死にたくなかったら、狼が誰かなんてどうでもいいからとにかくまずは自分が吊られないようにする。

　狼だって占うらない師し騙かたりとか絶対にできないですよ。だって吊られるの確定じゃないですか。よほど自分の演技に自信がない限り、遠回りな自殺と同じです。少なくとも私には怖こわくてできません。

　もちろん戦略的には騙かたらないと不利なのはわかっていますよ。

　でも、そんな理り屈くつで果たして死の恐きよう怖ふをごまかせるのか。

　演技をする自分の声が震ふるえないと断言できるのか。

　そもそも狼は一人ではないわけで。自分がやらなくたって、不利になるのは相方の狼だってわかっているはずだから、きっと向こうがやってくれるだろう……。

　一度でもそんな思考に陥おちいってしまったらもう無理でしょうね。

　それは他の能力者でも同じこと。つまり、狼の騙りは出てこない。

　てことは命を懸かけた時点で狼側は詰つみなのか……？

　とか。

　そんなことをつらつらと考えていたのがこの話のきっかけだった気がします。




　人狼知らない人にはさっぱりな話でしたねすいません。

　というわけで「マジカル[image: †]デスゲーム２　反証のアーギュメント」をお届けします。

　お楽しみいただけましたならば幸いです。







　……いい感じにまとまったのですが、今回はあとがきが11ページもあるそうです。

　まあ前回も13ページもありながら６ページしか書かなかったため、後半は広告で埋うまることになったわけですが。

　普ふ通つうの作家さんならここで日常のちょっとしたエピソードを面白おかしく膨ふくらませてさくっとページ埋めてしまうんでしょうけど。

　私は基本ひきこもりですから、小説を書くか、小説を読むか、駆く逐ちく艦かんを愛めでているかぐらいしかしてないので、特に書くこともないんですよね。弥生やよいかわいいよ弥生。だが卯う月づき、てめーは黙れ。

　あ、そういえば先日こんなことがありました。




　私は執しつ筆ぴつ中はたいてい音楽を聴きいているのですが、この作品を書いている時は、主に9mm　Parabellum　Bulletの「Answer　And　Answer」とSTEREO　DIVE　FOUNDATIONの「Daisy」を聴いていました。

　他にも色々ランダムでかけ流すんですけど、一番最初にかけるのはこのどちらかだったり、ふと集中力が途と切ぎれたらこのどちらかに戻もどしたりしてたんですね。

　別に狙ねらったわけではないのですが、偶ぐう然ぜんにも両方とも「まちがえたって気にすんな」「何度でもやり直せばいい」という、前向きな歌詞でした。

　たぶん無意識の内にそういう曲を求めたのでしょう。なにせ少女達の友情と成長を描えがいたハートフルストーリーですから。

　特に「Answer And Answer」の影えい響きようは強く、レナの魔ま法ほう名の元になったくらいです。

　やっぱこの作品にテーマ曲をつけるとしたらこういう前向きになれるような曲だよね、という話を友人にカラオケでしたら、

「は？　ひぐらしかアンインストールだろ」

　という答えが返ってきました。

　ちょっとなにを言っているのか今の私には理解できないです。







　……ページが余ってますけどもうネタ切れなので、そろそろ謝辞に移らせていただきたいと思います。

　前担当の笹ささ尾お様。結局このシリーズしか出せませんでしたが、色々ご指導いただきありがとうございました。おかげで良いものができたと思います。

　新担当の近こん藤どう様。原げん稿こうがいつもギリギリだったりとご迷めい惑わくをおかけしていますが、これからもよろしくお願いします。

　イラストのＣＵＴＥＧカム様。いつも素晴らしいイラストをありがとうございます。特に前巻のラストの挿さし絵えとか、なんて言ったらいいのかわからない複雑な感情が押し寄せてきて、もう、もう……っ！　って悶もだえてました。今回のイラストがどのようなものなのかはまだ拝見しておりませんが、挿絵が指定された位置から察すると、どうも色んなキャラのゲス顔が見れそうな……？　楽しみすぎて今から眠ねむれません。

　原稿を読んだり、色々アドバイスをくれた友人達にも感謝を。

　やっぱり自分ひとりでは見えないことは色々あるものですね。おかげであれこれと修正したり、素晴らしいシーンが思いつけたりしました。これからもよろしくなのですー。




　そして最後に、本書を読んでくださった読者の皆みな様さまに。

　本は読んでくれる人があってこそのものですので、こうして手にとっていただけたことを大変うれしく思います。

　本書を通じてなにかひとつでも皆様の心に深い爪つめ痕あとを──じゃなかった、思い出となるようなものがあればいいなと思います。




　ではでは。

　またどこかでお会いできますことを。










マジカル†デスゲーム２




反はん証しようのアーギュメント








うれま庄しよう司じ
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